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令和５年第２回富士川町議会定例会（１日目）

令 和 ５ 年 ６ 月 ９ 日

午前１０時００分開議

於 議 場

１ 議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期決定

日程第 ３ 諸般の報告

日程第 ４ 報告第 １号 令和４年度富士川町一般会計繰越明許費の件

日程第 ５ 報告第 ２号 令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費の件

日程第 ６ 報告第 ３号 株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について

日程第 ７ 報告第 ４号 一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出につ

いて

日程第 ８ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一

部を改正する条例）

日程第 ９ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税

条例の一部を改正する条例）

日程第１０ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第１１ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第１２ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条

例の一部を改正する条例）

日程第１３ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

一般会計補正予算（第１５号））

日程第１４ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護保険特別会計補正予算（第６号））

日程第１５ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１６ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

簡易水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１７ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

下水道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１８ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１９ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

箱原農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））
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日程第２０ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置

に関する条例の一部を改正する条例について

日程第２１ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担額等に関する条例の一部を改正する条例について

日程第２２ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第２３ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２４ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２５ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２６ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

２ 出席議員は次のとおりである。（１２名）

１番 宇田川 朱 恵 ３番 依 田 誠 司

４番 深 澤 一 幸 ５番 小 林 和 良

６番 秋 山 仁 ７番 望 月 眞

８番 小 林 有紀子 ９番 齊 藤 欽 也

１０番 青 栁 光 仁 １１番 鮫 田 洋 平

１２番 井 上 光 三 １３番 堀 内 春 美

３ 欠席議員

２番 神 田 雅 也

４ 会議録署名議員

７番 望 月 眞 ８番 小 林 有紀子
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５ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

（１９人）

町 長 望 月 利 樹 副 町 長 早 川 竜 一

教 育 長 古 屋 三千雄 会 計 管 理 者 河 原 恵 一

教 育 次 長 秋 山 忠 政 策 秘 書 課 長 中 込 浩 司

財 務 課 長 望 月 聡 管 財 課 長 渡 辺 成 昭

税 務 課 長 長 澤 康 防 災 交 通 課 長 長 田 博 幸

町 民 生 活 課 長 一之瀬 三 千 福 祉 保 健 課 長 遠 藤 悦 美

子育て支援課長 大久保 公 生 産 業 振 興 課 長 望 月 奈緒美

都 市 整 備 課 長 井 上 勝 彦 土 木 整 備 課 長 山 形 謙一郎

上 下 水 道 課 長 依 田 正 紀 教 育 総 務 課 長 小 林 恵

生 涯 学 習 課 長 井 上 誠

６ 職務のため出席した者の職氏名（２名）

議会事務局長 原 田 和 佳

書 記 井 上 直 人
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午前１０時００分

〇議長（堀内春美さん）

開会の前に、相互にあいさつを交わします。起立願います。

相互に礼。着席願います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

富士川町告示第２８号をもって招集されました、令和５年第２回富士川町議会定例会に、

議員ならびに町長をはじめ、執行部各位にはご健勝にてご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。

ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、これから令和５年第２回富士川町議会定例会を開会します。

また、本日は、富士川ＣＡＴＶが町長の所信表明などを録画放送するため、議場内にカメ

ラを設置し、撮影いたしますのでご了承願います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

これから本日の会議を開きます。

第２回定例会に先立ち、一言ごあいさつを申し上げます。

６月に入り、周囲の山々の緑も一段と濃くなり、目にも鮮やかな色合いとなって参りまし

た。日中の日差しには、真夏を感じさせるような日もありますが、朝夕はまだ肌寒い時もあ

り、体調を崩しやすい気候となっておりますので、体調管理には気をつけていただきたいと

思います。

昨日より、山梨県も梅雨に入りましたが、ここのところ石川県能登地方をはじめ、列島各

地で地震が起きており、また、ごく最近では線状降水帯がおき、静岡県等６県に多大な被害

をもたらし、死者も出ている状況で、私達は普段から、いざというとき、まず自分の命を守

るための備蓄品等、災害に備えて用意しておく必要があると思います。

さて、私達を取り巻く環境はといいますと、ロシアによるウクライナへの長引く侵略のた

め、輸入品の値上げ、また、品不足で日常生活品の値上げが多岐にわたり、毎日の生活が脅

かされている状況です。また、電気料金の値上げも発表されており、ますます生活しにくい

状況になっております。１日も早く、世界のみんなが幸せに暮らせる日が来るよう願うばか

りです。

国におきましては、５月の１９日から２１日まで、広島でインド太平洋の首脳も多く招く

なか、開催されたＧ７サミット。Ｇ７首脳らによる原爆慰霊碑への献花、ウクライナのゼレ

ンスキー大統領の訪日など、歴史に残る会合となりました。

共同声明では、ウクライナ侵攻などを踏まえ、法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序

を堅持し、強化するとしたほか、現実的で実践的な取り組みにより、核兵器のない世界の実

現を目指すことなどとしました。世界が少しでも良い方向に進むよう、Ｇ７がそのきっかけ

になることを期待しております。
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さて、当議会におきましては、５月の１３日と２０日の両日、町民と議会との懇談会を実

施いたしました。町民の声を広く聞き、町民に開かれた議会、町民と協働で良いまちづくり

を目指すのを目的とした懇談会であります。本来なら、議会が各地域におもむき、町民の意

見をしっかりと聞き、議会活動に生かせていただく予定でおりましたが、コロナ禍のため、

各地域に出向くことができなく、やっとコロナが治まりかけた５月に、増穂地区と鰍沢地区

との２か所で実施できました。

この、議会と町民との懇談会を実施するというのは、平成２９年に富士川町議会基本条例

が制定されたときに、その条例の中に、町民との懇談会を実施すると明記され、平成３０年

４月の１日から施行すると決定されたことでした。

コロナ禍なども重なり、町の皆さまとの懇談会は、６年ぶりの開催となりましたが、常任

委員会、特別委員会の活動報告と、それに対する質疑応答、意見交換を行い、実りのあるも

のとなりました。２日間に出された質問、質疑応答につきましては、当日参加できなかった

町民の皆さま方にもお知らせするために、内容を印刷したものを６月の議会だより発行のと

きに、一緒にお届けいたします。

今回は、増穂地区と鰍沢地区、それぞれ１か所の開催でしたが、次からは、より多くの方

が参加できるように、複数箇所で開催を考えております。

なお、今回参加していただきました皆さま方から、いただきましたアンケートのご意見は、

次回開催時の参考とさせていただきます。また、役場庁舎３階の正副議長室の前に備えた目

安箱にも、何人かのご意見をいただいております。これからも町の皆さまに信頼される議会

を目指し、町民に開かれた議会にするために、議員一丸となって改革を進めて参ります。

今定例会から、新型コロナウイルス感染症法上の位置づけが、２類から５類に移行された

ことにより、傍聴席を２０席にいたしました。一般質問の日には、傍聴席に入れない方のた

めに、１階町民ギャラリーにテレビモニターを設けますので、ご利用ください。

本議会では、条例改正および補正予算などについて、審議をお願いすることになります。

議員各位におかれましては、健康に十分ご留意され、活発な議論をお願い申し上げ、あいさ

つといたします。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により７番望月眞君および８番小林由紀子

さんを指名します。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２ 会期決定を議題とします。

お諮りします。本定例会の会期は、本日から１６日までの８日間にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと、認めます。
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したがって、会期は本日から１６日までの８日間と決定いたしました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第３ 諸般の報告。

この際、議案の審議に先立ちまして、諸般の報告を行います。

議長から報告します。

本日の議事日程、説明員として出席通知のありました者の職・氏名および監査委員の出納

検査報告などにつきましては、お手元に配布したとおりです。

また、２番神田雅也君から、会期中をとおして欠席する旨の届け出がありましたので、ご

了承願います。

本日は、提案説明に留め、質疑につきましては、１３日の本会議で議事日程により、審議

をお願いいたします。

なお、報道機関から、議場内での写真撮影の申し出がありましたので、これを許可します。

以上で、諸般の報告を終わります。

ここで、町長からあいさつの申し出がありましたので、これを許します。

町長、望月利樹君。

○町長（望月利樹君）

本日ここに、令和５年６月富士川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、公私とも大変ご多忙の中を、御出席を賜り、誠にありがとうございます。

また、日ごろから町政推進のため、格段の御理解と御尽力を賜っておりますことに、厚く

御礼を申し上げます。

先月８日から新型コロナウイルス感染症の法令上の位置付けが、５類感染症に移行しまし

た。町では、必要な感染対策をとりつつ、公共施設の利用方法の見直しや、これまで停滞し

ていた行事・イベントの平常化を進めるなど、観光振興、地域振興を図って参りたいと考え

ています。

さて、先月３０日、ＪＲ東海は、リニア中央新幹線の完成間近の高架橋を全線で初めて、

本町小林地内で公開しました。富士川町内の地上部区間はおよそ２．６ｋｍあり、うち高架

橋部分の７６ｍが公開されました。今後は、高架橋の延伸整備を進め、走行路となるガイド

ウェイの敷設などを進めるとしています。リニア中央新幹線の開通は、山梨県ならびに富士

川町の発展に大きな役割を果たす事業であると考えています。

次に、再生可能エネルギーの地産地消への取組みについてです。現在、石油・天然ガス等

の価格の高騰など、エネルギーを取り巻く状況は極めて厳しい状況が続いています。６月か

ら大手電力会社は、軒並み電気料金の値上げを予定しています。東京電力で約１６％増、北

陸電力は約４０％増と、今まで以上に町民生活及び自治体財政の圧迫が予想され、エネルギ

ー価格の高騰は今後も予断を許さず、長期化する可能性も否めない状況です。また、大規模

災害時のエネルギー供給を安定させるために、エネルギー供給源を分散させようという問題

意識が高まっています。現状の電力供給システムに加えて、地産地消のエネルギーの供給源

を追加することにより、大規模災害時に起こる広域停電などのリスクを低減させることも可
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能となります。また、地球温暖化防止の観点からも、地産地消の再生可能エネルギーは有効

です。今後、本町でも再生可能エネルギーの導入とエネルギーの地産地消の取組みの調査研

究をスタートさせて行きたいと考えています。現在、食料品や電気代、ガス代などの値上が

りなど、記録的な物価高騰が続き、町民の家計に大きな影響を与えています。町の財政の将

来推計は非常に厳しい状況となる見通しですが、限られた財源の中で、町民に寄り添う政策

を効果的に展開して行きたいと考えています。

それでは、今定例会に提出いたしました案件のうち、その概要を御説明申し上げますとと

もに、主要な事業への取り組み状況を申し述べ、議員各位、ならびに町民の皆様の御理解と

御協力をお願い申し上げたいと存じます。

はじめに、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業についてです。これは、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における電力・ガス・食料品等価格高騰重

点支援地方交付金のうち、低所得世帯支援枠を活用した事業です。電力等の価格高騰による

負担を軽減するため、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯の支援として、１世帯３

万円の支援給付金を支給するものです。基準日は６月１日とし、住民税非課税世帯へ確認書

を送付し、８月中旬以降から支給開始となるよう準備を進めて参ります。なお、本年１月以

降に、予期せず家計が急変された世帯の方も対象とすることとなり、今定例会に所要の経費

を計上したところです。

次に、山梨県救急安心センター事業についてです。この事業は、救急需要が増加傾向にあ

る中、救急性の高い傷病者のもとに、いち早く救急隊が駆け付けられる環境を整えるための

医療相談サービスです。けがや病気になり、救急車を呼ぶべきか、病院に行くべきかなど迷

ったときに、電話で＃７１１９にかけると、救急安心センターにつながり、受診の必要性な

どを相談し、助言を受けることができます。この事業を通して、救急車の適正利用を進める

とともに、町の皆様に安心・安全を提供して参ります。なお、この事業の開始時期は、本年

１０月の予定であり、費用は、県と市町村で負担をすることとし、今定例会に所要の経費を

計上したところです。

次に、ふじかわスマイル商品券第２弾追加事業についてです。新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用し、昨年度に実施したふじかわスマイル商品券第２弾の追加

分として実施します。コロナ禍における原油価格・物価高騰の影響を緩和するため、一人一

律４千円分の商品券を発行し、住民の生活支援と地域経済の活性化を図るものです。この商

品券は、１冊につき５００円券が８枚綴りとなっている買い物券で、町内の取扱店で使用で

きます。大型店と町内店で使用できる共通券が４枚、町内店専用が４枚となっており、本年

９月１日から明年１月３１日まで使用できます。６月３０日に、住民基本台帳に登録されて

いる方に、一人一律４千円分の商品券を配布します。さらに児童扶養手当受給世帯などの特

定の世帯には、４千円分の商品券を追加します。また、商品券の配布は、８月中に全世帯に

お届けできるよう準備を進めるため、今定例会に所要の経費を計上したところであります。

次に、峡南ネクスト共創会議についてです。峡南ネクスト共創会議は、昨年７月に、山梨

県と峡南５町が連携し、共通する地域課題を解決するため設置されました。初年度となる昨

年は、峡南地域の観光振興を図るため、将来目標像や地域の価値を伝えるコンセプトを明確
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にした、峡南地域観光振興戦略を策定したところです。今年度は、峡南地域観光振興会議推

進事業とアニメツーリズム推進事業の２つの事業を予定しています。峡南地域観光振興会議

推進事業では、峡南地域の観光事業者や行政関係者等が参加するワークショップや研修会を

開催し、観光市場のマーケティング調査や観光商品の開発を進めていきます。また、アニメ

ツーリズム推進事業では、これまで事業実績のある人気アニメとのコラボレーションした事

業を計画し、峡南５町を周遊するアニメツーリズム事業を進めていくことから、今定例会に

所要の経費を計上したところです。

次に、自転車用ヘルメット購入費補助金についてです。本年４月１日から、道路交通法の

改正に伴い、自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となりました。自転車乗車中の死亡

事故は、その半数以上が頭部を損傷しており、一般的には、ヘルメットを着用することで事

故発生時の致死率を３分の１程度に抑えられるといわれています。こうしたことから、本町

は県内でもいち早く本制度を導入しました。自転車用ヘルメットの購入費を補助することで、

ヘルメット着用率を向上させ、死亡者数や重傷者数を抑制することを目的とするため、今定

例会に所要の経費を計上したところです。

次に、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業についてです。食

費等の物価高騰の影響を受け、低所得の子育て世帯の家計の経常収支が悪化していることを

踏まえ、生活支援を行うため、特別給付金の支給が決定しました。対象者は、本年３月分の

児童扶養手当の受給者であるひとり親世帯、および、昨年度中に実施した特別給付金の支給

対象者であるその他低所得の子育て世帯です。対象世帯の児童１人につき５万円、さらに、

やまなし子育て世帯生活支援特別給付金として５万円を加算し、１０万円を申請不要で５月

３１日に支給いたしました。また、直近で収入が減少した世帯等は申請が必要なため、広報

やホームページで周知を行い、速やかに支給できるよう事業を進めて参りたいと考えていま

す。

次に新庁舎整備事業についてです。庁舎西側駐車場の整備において、旧庁舎他アスベスト

除去工事および解体工事の施工中に、本館棟および議会棟、食堂棟から新たにアスベストが

見つかりました。これについては４月２６日の臨時議会において、変更契約をご議決いただ

いたところです。この度、全てのアスベスト除去が完了したことから、解体工事を再開しま

した。５月２３日執行の入札におきましては、新庁舎正面玄関前から西側擁壁までの造成、

歩車道境界ブロックや排水側溝、植樹帯などを設置するため、富士川町新庁舎建設造成・外

構工事２期を発注したところです。また、今月２０日執行予定の入札においては、富士川町

新庁舎建設外構電気工事２期の発注を予定しております。

次に、富士川町立図書館の開館についてです。国の合同庁舎との合築により建設していた、

町民待望の富士川町立図書館が本年７月１５日オープンいたします。オープン当日は、午前

１０時からオープニングセレモニーを行い、午後１時から、一般開放いたします。待ちに待

った町立図書館ですので、皆さまのご来館をお待ちしております。また、オープンに先立ち

まして、図書館利用のために必要な、図書館利用カードの事前交付申請日を設定しましたの

で、この機会をぜひ活用して頂きたいと考えております。

次に、官製談合防止法違反に係る損害賠償請求についてです。昨年度、１２月定例会にお
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いて、官製談合防止法違反に係る損害賠償請求の提訴を求める決議を受けました。このこと

から、本年度、前町長と設計事務所所長を相手取り、損害賠償請求が行えるかを調査するた

め、弁護士に調査依頼をしたところであります。先日、その弁護士から４つの点について報

告がありました。１法律構成について、２証拠について、３損害額について、４回収の可能

性についてです。１点目の法律構成は、法的に請求が成立するかについてです。内容は、前

町長らに対する請求は、不法行為に基づく損害賠償請求、民法第７０９条が考えられ、裁判

所も容認する判断を示しており、法的な請求が可能であると言えます。なお、富士川町が作

成する契約書には、違約金条項が存在しないことから、違約金という法的構成は採用できな

い、とのことでした。２点目の証拠については、前町長らに対する刑事手続き（官製談合防

止法違反および加重収賄事件）は、いずれも有罪判決が確定され、公知の事実に加え、刑事

訴訟における証拠資料を揃えることが可能である、とのことでした。３点目の損害額は、他

の事例の場合、違約金条項として１０％程度が、談合等の損害賠償額として予定されますが、

本件には存在しないことから、談合等がなかった場合と実際の契約金額との差額が損害額と

言うことになります。その算定は、不確定なものとならざるを得ず、容易ではありません。

４点目の回収の可能性については、前町長らの資力は明らかでないものの、これまでの間、

示談の申し出等がなかったことから、資力に余裕はないものと思料する、と言うことでした。

また、訴訟を起こし判決が下されるまでの期間は、最近の同様な事例を鑑みても、最短で５

年間程度の期間を要し、上告があればそれ以上かかるということでありました。この裁判は、

勝訴すれば終わりということではありませんので、大義や訴訟の目的を検討・判断し、富士

川町の未来を、町民の利益を第一に考え、進めて参りたいと考えます。

次に、天神中條区地区公民館の建設についてです。今年度、天神中條区において、地区公

民館が建設されるにあたり、その財源として、富士川町地区公民館改築事業費補助金、富士

川町地域コミュニティ施設整備費貸付金、自治総合センターのコミュニティセンター助成金

を活用することとし、必要経費を今定例会に計上したところです。

以上、今定例会に提出いたしました主なる案件と主要な取り組みについて述べさせていた

だきました。今定例会に提出いたしました案件は、報告案件４件、専決処分承認案件１２件、

条例改正案件２件、補正予算案件５件、合わせて２３件の議案を提出しております。提案理

由につきましては、議案ごとに申し上げさせていただくこととしておりますが、よろしく御

審議の上、御議決、賜りますよう、お願いを申し上げ、あいさつといたします。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長のあいさつを終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第４ 報告第１号 令和４年度富士川町一般会計繰越明許費の件

日程第５ 報告第２号 令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費の件

日程第６ 報告第３号 株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について

日程第７ 報告第４号 一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出について

以上の４件は、報告案件でありますので、一括して議題とします。
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町長から本案について、報告を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由の朗読説明 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

次に、報告第１号から第４号までの補足説明を求めます。

はじめに、報告第１号の補足説明を求めます。

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

それでは、報告第１号の補足説明をさせていただきます。タブレット３ページをお開きく

ださい。令和４年度富士川町一般会計繰越明許費繰越計算書であります。これは、地方自治

法施行令第１４６条第２項の規定に基づき、議会に報告するものであります。款、項、事業

名、翌年度繰越額の順に説明いたします。なお、財源内訳については、記載のとおりですの

で、ご覧ください。

（以下、令和４年度富士川町一般会計繰越明許費繰越計算書朗読説明）

以上、報告第１号の繰越明許費繰越計算書についての補足説明とさせていただきます。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

次に、報告第２号について補足説明を求めます。

上下水道課長 依田正紀君。

〇上下水道課長（依田正紀君）

それでは、報告第２号の補足説明をさせていただきます。タブレット５ページをお開きく

ださい。令和４年度富士川町水道事業会計予算繰越計算書についてご説明させていただきま

す。

（以下、令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費繰越計算書朗読説明）

以上で報告第２号の補足説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いしま

す。

〇議長（堀内春美さん）

次に、報告第３号について、補足説明を求めます。

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

それでは、報告第３号について補足説明をいたします。タブレット７ページをお願いいた

します。株式会社富士川第１０期令和４年度の決算報告でございます。次のページをお願い

いたします。令和４年度事業報告の概要を報告いたします。

まず、事業の現況としまして、株式会社富士川町は指定管理を受け、道の駅富士川つくた

べかんの２つの施設を運営しております。また、令和４年４月には、道の駅富士川内にバー

ムクーヘン専門店バウムアルラをオープンし、加工室を塩の華から移転いたしました。令和

４年度は、新型コロナウイルス第７波、第８波の感染拡大もありましたが、行動制限緩和に
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より、県外のお客様の客足も、令和３年度に比べ、戻ってきたように感じます。中部横断自

動車道の全通効果もあり、道の駅の客数は前年比１１３％となり、売上高も前年比１１８％

と大きく上回りました。

次に２の道の駅富士川につきましては、吉本興業と包括連携契約を結び、町内在住のいし

いそうたろう氏に駅長に就任をしていただきました。バウムアルラとのコラボ商品の開発や、

ＢＳよしもとにて、定期的にいしい氏の活動報告を道の駅から配信していただいております。

物販部門では、富士川町を舞台にしたゆるキャンの放映を機に、道の駅富士川限定商品を製

作し、コーナーを作り販売を行いました。次にタブレット９ページに移っていただきまして、

２の農産物につきましては、果物の前年比１２２％、野菜も前年比１１１％と堅調に推移い

たしました。農産物生産者会議を実施し、鮮度や形状にこだわった出荷をお願いするすると

ともに、常に品質向上を目指していただくよう依頼をいたしました。（２）の飲食部門では、

やまなしグリーンゾーン認証施設と認定され、安心安全の飲食施設として運営をいたしまし

た。

次に、３のバウムアルラでございます。当社として、初めての業態であるバウムクーヘン

の製造、直売店アルラが、令和４年４月２１日にオープンをいたしました。富士川町産にこ

だわり、平林、舂米、穂積の棚田米を自家製粉し、町内の養鶏場の卵を使用したバウムクー

ヘンでございます。次のページをお願いいたします。いしいそうたろう氏とのコラボ商品の

販売を開始し、いしい氏の発信力をお借りしながら、広報活動を行っております。山梨土産

品コンテスト２０２２に出品し、ふわとろあるら穂積のゆずが優秀賞をいただきました。

次に４の加工室につきましては、令和４年４月に、塩の華にあった加工室を道の駅敷地内

に移転し、稼働を始めました。既存の人気商品である小麦まんじゅう、ねじり菓子の量産化

に加え、気軽に食べられるおやつをコンセプトに、ゆずリンゴパイ、米粉のホロホロクッキ

ーなど新商品の販売を開始いたしました。

次に、５のつくたべかんにつきましては、富士川町の郷土料理みみを提供する唯一の公共

施設として、伝統を守るべく運営して参りました。１１ページの６から１３ページまでは、

４年度に実施いたしましたイベント等になります。

１４ページをお願いいたします。貸借対照表になりますが、まず、表の右側資産の部にお

いては、合計１億６５５３万２３６１円であり、右側の負債の部の合計は６４１４万９０４

２円、純資産の部の合計は１億１３８万３３１９円で、負債および純資産合計は１億６５５

３万２３６１円であります。

次のページは損益計算書であります。表の左側科目の売上高合計は３億２５５１万２０８

６円、商品売上原価７４１１万３３４９円で、売上総利益金額が１億９３２７万８８２７円、

販売費及び一般管理費合計は１億８９７１万４８４１円で、営業外利益金額は３５６万３９

８６円、営業外収益合計は１４１９万３５１４円、経常利益金額は５１６５万６５９０円、

税引前当期純利益金額は５１６万６５９０円、当期純利益金額は４２７万２６８４円であり

ます。

次の１６ページは、販売費及び一般管理費内訳書。次の１７ページは、貸借対照表の純資

産を表す株主資本等変動計算書となります。１８ページ、１９ページは、個別注記表となり
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ます。

２０ページからは、第１１期令和５年度の経営方針と今後の見通しとなります。２０ペー

ジの次のページをお願いいたします。まず、経営ビジョンは、地域の魅力を創造するととも

に内外に広く周知し、地域社会の発展及び、地域住民の幸せに貢献することを目指すため、

次の３つの基本姿勢で運営をいたします。

２の事後事業目標につきましては、令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症は、

５月８日から５類感染症へ移行することとなりましたが、引き続きお客様および従業員の安

全第一に事業の運営を行い、以下の施策を実施し事業を推進します。

３つの施策につきましては、道の駅については、大きく３つの施策となります。まず１つ

は、広告、営業活動、他組織との連携、ＦＭラジオによるＣＭなど、バウムアルラについて

マスコミへの取材依頼。次のページに移っていただきまして、バス事業者への営業再開など

を行います。

次に、２の店舗運営につきましては、物販の農産物の売り上げ拡大や、店内販促の推進、

商品の開発、新規販売として、地域をＰＲできるオリジナル商品を開発いたします。飲食に

つきましては、新加工所、バウムアルラと連携してメニュー開発を行います。次のページを

お願いいたします。３、イベントの開催としまして、道の駅定期コンサートなどのイベント

を企画いたします。

次のページをお願いいたします。つくたべかんにつきましては、郷土料理みみを伝承する

唯一の公共施設として、食の伝承マイスターの認証を受けたことなど、商談会で他施設には

ない希少性をＰＲし集客に務めます。

次に、新規事業のバウムアルラショップにつきましては、卵や柚子も町内産を使用して、

他店とは違う、美味しい、楽しいと評価してもらえるようブランド化し、継続的に固定のフ

ァンを増やして参ります。また、昨年駅長に就任していただいた山梨すみます芸人いしいそ

うたろう氏とのコラボ商品をより多く展開していきます。また、ＳＤＧｓの取り組みとして、

バウムクーヘン製造過程で発生する残り生地については、アルラせんべいとして商品化し、

フードロスが出ない取り組みを引き続き実施して参ります。

２７ページをお願いいたします。２７ページは、第１１期の予算の見通しでございます。

レジ通過客数見込は４８万４６１１人で、売上見込は７億１８２２万９０００円としており

ます。また、税引前当期純利益として２６４９万１２８６円を見込んでおります。

２の施設別予算につきましては、表のとおりとなっております。

以上、報告第３号の補足説明とさせていただきます。

〇議長（堀内春美さん）

次に、報告第４号について補足説明を求めます。

生涯学習課長 井上誠君。

〇生涯学習課長（井上誠君）

それでは、報告第４号、一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出について、

補足説明をさせていただきます。タブレット２８ページをお開きください。

一般社団法人ふじかわの第７期決算報告書につきまして、その概要をご説明いたします。
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なお、当法人の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までと定款で定めており、令

和４年度につきましては、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの事業実績および

収支実績となっております。

３０ページにお進みください。令和４年度一般社団法人ふじかわ事業報告書になります。

最初に、事業の成果でございますが、令和４年度は、指定管理業務第２期目の初年度、また、

文化ホール開館３０周年の年でありました。令和４年度も令和３年度に引き続き、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止対策を行いながら、事業計画の基本方針に基づき事業展開を行うと

ともに、感染症対策を徹底して、安全で安心した事業実施に努めてきたところでございます。

まず、文化事業の推進といたしましては、加藤登紀子ＣＯＮＣＥＲＴ２０２３やＮＨＫ公開

番組真打ち共演。令和３年度コロナ対応協力要請により、延期となっておりました世良公則

アコースティックコンサートなど１７本のイベント事業を円滑に行うことができました。施

設の維持管理につきましては、経年による施設、設備機器の劣化に注視しながら、保守管理

に努め、施設利用者が常に快適に利用できるよう心がけました。また、ますほ文化ホールの

ネーミングライツスポンサーで、施設の愛称がはくばく文化ホールとして、最終年度の３年

目でありました。次に、事業の実施に関する事項であります。（１）の会議等の開催につき

ましては、社員２名、理事４名、監事１名体制のもと、理事会を５回、社員総会を２回開催

し、指定管理に関する基本協定に基づき、事業計画および収支予算等について審議を行いま

した。また、運営委員会を２回開催いたしました。次に３２ページをお願いいたします。（２）

のますほ文化ホール指定管理業務の実施内容につきましては、３２ページから３５ページに

記載しております。まず、３２ページの施設管理業務につきましては、１年間の保守点検等

の施設維持管理業務となっております。

３２ページから３３ページの自主文化事業の実施につきましては、次世代育成事業の幼児

小中学校舞台鑑賞講演や、次のページをお願いいたします。ますほジュニアクワイアによる

夏の小さな音楽会など計５本を開催いたしました。このページの中段にございます参加交流

事業では、ＮＨＫ公開番組真打ち共演、次のページをお願いいたします。ケロポンズファミ

リーコンサートなど９本、施設利活用事業では、キッズフェアまほらの森２０２２春のフリ

ーマーケット等を実施いたしました。次のページをお願いいたします。この他、共催事業、

広報事業、友の会運営事業、ボランティア運営事業を行いました。次のページをお願いいた

します。３６ページには、令和４年度末文化ホール施設利用状況を添付させていただいてお

ります。

３７ページをお願いいたします。計算書類といたしまして、貸借対照表、正味財産増減計

算書、財務諸表に対する注記を記載しております。なお、各計算書類は、前年度との比較が

できますよう、通常使用されております貸借対照表及び消費税財産増減計算書とは異なって

おりますが、会計のルールに基づいたものでございますので、ご理解いただきますようお願

いいたします。

それでは、３７ページの貸借対照表でありますが、決算日の３月３１日における全ての資

産、負債、資本の科目別にしたがって記載したものでございます。資産の部におきましては、

資産合計が７８３万５６０７円となり、負債の部におきましては、負債の合計が６７６万４
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７７４円となりました。正味財産の部におきましては、法人設立当時に出資いたしました１

００万円が基金として記載されまして、一般正味財産が７万８３３円となり、正味財産の合

計は１０７万８３３円となりました。こうしたことにより、負債および正味財産の合計が７

８３万５６０７円となりました。次の３８ページをお願いいたします。正味財産増減計算書

で、収益と費用を記載したものでございます。経常収益の合計が４５６０万６１４２円で、

次のページをお願いいたします。経常費用の合計が４６３５万５３０９円となり、当期の経

常増減額がマイナス９２万９１６７円であります。経常外収益といたしましては、事業復活

支援金として１００万円を計上いたしております。この事業復活支援金とは、新型コロナの

影響を受けた事業の継続、回復を支援する目的で国から交付されたものでございます。また、

経常外費用は１４９２円でございまして、当期経常外増減額が９９万８５０８円となり、当

期経常増減額を合わせると当期一般正味財産増減額は６万９３４１円となります。前年度の

正味財産期末残高の１４９２円を加算いたしますと、当期の一般正味財産の期末残高につき

ましては、７万８３３円となっております。４０ページをお願いいたします。この４０ペー

ジでございますが、財務表諸表に対する注記を記載してございます。

次の４１ページをお願いいたします。４１ページからは、第８期の経営方針と事業計画お

よび予算について記載してございます。次の４２ページをお願いいたします。令和５年度事

業計画でありますが、第２期目の２年目となりまして、ますほ文化ホールの指定管理者とし

て、効果的な管理運営を行う中で、町の文化振興施策の推進に寄与するとともに、多様なニ

ーズに応えつつより親しみのある身近な文化事業の創造、発信に努めていくこととしており

ます。また、文化事業の推進計画といたしましては、町民や地域、幼児から学校との連携、

協力を図るとともに、子どもから高齢者まで幅広い年代を対象とした事業を展開することと

し、計１５本の自主文化事業を計画しております。なお、事業ごとの詳細につきましては、

４２ページから４５ページに記載をしております。

次に４６ページをお願いいたします。最後に、令和５年度の収支予算書であります。予算

総額は４９８２万６０００円であり、ますほ文化ホールの管理および自主事業に関わる経費

が計上されております。

以上で、報告第４号、一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出について、補

足説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの報告ならびに担当課長の補足説明が終わりました。

ここで、暫時休憩を行います。

休憩 午前 １０時５９分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

再開 午前 １１時０７分

〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて、再開します。

日程第 ８ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一部を

改正する条例）



15

日程第 ９ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税条例

の一部を改正する条例）

日程第１０ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第１１ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第１２ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条例の

一部を改正する条例）

日程第１３ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町一般

会計補正予算（第１５号））

日程第１４ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護

保険特別会計補正予算（第６号））

日程第１５ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護

サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１６ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町簡易

水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１７ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町下水

道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１８ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町営農

飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１９ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町箱原

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））

以上の１２議案は、専決処分の承認案件でありますので、一括して議題とします。

町長から本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由の朗読説明 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

次に、承認第２号から第１３号までについて、補足説明を求めます。

はじめに、承認第２号および第３号について、補足説明を求めます。

税務課長 長澤康君。

〇税務課長（長澤康君）

それでは、承認第２号の富士川町税条例の一部を改正する条例の補足説明をさせていただ

きます。タブレット４８ページの専決処分書のページをお開きください。

（ 以下、専決処分書の朗読 ）

まず最初に、本条例の一部改正の概要について、ご説明申し上げます。

富士川町税条例の一部を改正する条例の、改正する条文につきましては、個人町民税では、

森林環境税の導入に伴う規定の整備に伴う改正。固定資産税では、大規模の修繕マンション
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に対する減額措置の、わがまち特例割合および申告について規定を整備しております。軽自

動車税では、種別割の税率の設定や種別割に関わるグリーン化特例の見直しなどが、主な改

正となっております。

それでは、内容につきましては、新旧対照表でご説明いたします。タブレット５６ページ

をお開きください。第３４条の９第２項と、タブレット５８ページの第３８条から、タブレ

ット６３ページの第４７条の６までにつきましては、森林環境税の導入に伴い、森林環境税

の賦課徴収方法など法律改正されたことに伴う、規定の整備および改正となります。なお、

タブレット５６ページの第３６条の３の２第２項では、法規制の整備に伴います、給与所得

者の扶養親族等申告の、記載事項の簡略化の規定を整備しております。

次にタブレット６４ページをお開きください。第４８条と次のページ、第５０条および６

６ページの第９８条と、次の６７ページの１０１条につきましては、施行規則様式の新設に

伴う改正となります。

タブレット６６ページに戻っていただきまして、第８２条第１号では軽自動車の種別割に

ついて、電動キックボード等に係る税率を設定する改正となっております。なお、第３８条

から５０条について条文中、によってをによりと、においてはをには、と改正しております。

次に、タブレット６７ページをお開きください。附則第８条、肉用牛の売却による事業所

得に係る町民税の所得割の額を免除する特例について、法改正に合わせ令和９年度まで適用

期限を延長する改正であります。次のページ、附則第１０条の固定資産税等の課税標準の読

替規定で、令和３年度改正における法附則第６４条を削る改正規則、規定の施行に伴う改定

となっております。次の第１０条の２第３項から、タブレット７０ページの２４項までは、

引用しております当該条項にズレが生じたことによる改正と、２６項を削り、次のページに

なります。新たに２６項として、大規模の改修マンションに対する、固定資産税減額措置の

わがまち特例の割合を３分の１と規定。次の附則第１０条の３第１２項において、前条第２

６項の規定を受ける際の申告について規定しております。

次にタブレット７２ページ。軽自動車の臨時的軽減措置に係る規定を削ることにより、附

則第１５条の２の２が条ズレにより附則第１５条の２となり、同条第４項で軽自動車の環境

性能割の賦課徴収について、燃料排ガス試験において不正を行った自動車メーカーから、納

税不足額を徴収する際に加算する割合を１００分の３５とする改正となります。

次にタブレット７３ページ。附則第１６条第２項で、軽自動車の種別割のグリーン化特例

の適用期限を、令和８年３月３１日まで延長する改正、および第３項から第６項まで削除し

たことにより、項ズレによる改正となっております。

次に、タブレット７６ページの附則第１６条の２第３項では、軽自動車税の種別割におい

ても、附則第１５条の２第４項と同様の改正をしております。

次に、附則第１７条の２第１項および同条第２項では、優良住宅地の造成等のために土地

を譲渡した場合、長期譲渡所得に係る町民税の課税特例を、令和８年度まで適用期限を延長

する改正となります。

次のページ、附則第２４条では規定の整備といたしまして、次条において新型コロナウイ

ルス感染症特例法というを削除しております。
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タブレット５３ページに戻っていただきまして、附則といたしまして、この条例は令和５

年４月１日から施行することとしております。ただし、次の第１号から第３号に掲げる規定

は、当該各号に定める日から施行することとしております。第２条から第４条までは、経過

措置について規定するものでございます。

以上が、富士川町税条例の一部を改正する条例の補足説明でございます。

引き続き、承認第３号の富士川町都市計画税条例の一部を改正する条例の補足説明させて

いただきます。タブレット８０ページをお開きください。

（ 以下、専決処分書の朗読 ）

富士川町都市計画税条例の一部を改正する条例につきましては、タブレット８２ページ以

降の新旧対照表でご説明いたします。

今回の改正は、地方税法等の一部改正に伴い、富士川町都市計画税条例で引用しておりま

す、当該条項にズレが生じたことによる改正であります。

タブレット８１ページに戻っていただきまして、附則といたしまして第１項で、この条例

は、令和５年４月１日から施行することとしており、第２項および第３項で経過措置につい

て規定をしております。

以上が、富士川町都市計画税条例の一部を改正する条例の補足説明でございます。ご審議

のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

次に、承認第４号および第５号について、補足説明を求めます。

町民生活課長 一之瀬三千さん。

〇町民生活課長（一之瀬三千さん）

それでは、承認第４号、富士川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、補

足説明をさせていただきます。タブレット８５ページ、専決処分書のページをお開きくださ

い。

（ 以下、専決処分書の朗読 ）

次のページをお開きください。この改正の主な内容は、地方税法施行令の一部改正に伴う、

国民健康保険税の課税限度額の引き上げ、および軽減判定所得の基準の見直し規定の適正化

によるものです。詳細につきましては、新旧対照表にてご説明いたします。

タブレット８７ページをお開きください。新旧対照表第２条第３項ただし書き中、合算額

および後期高齢者支援金等課税額２０万円を２２万円に、第２３条第１項中２０万円を２２

万円に、次のページに移っていただき、同項第２号中、加算額２８万５０００円を２９万円

に、次のページに移っていただき、同項第３号中、加算額５２万円を５３万５０００円に改

めます。以降、第２３条の２、第２４条の２第２項、附則第４条から第６条、第８条から第

１１条、第１４条および第１５条は、規定の適正化等により改めるものです。

タブレット８６ページに戻っていただき、附則につきましては、令和５年４月１日から施

行し、適用区分としてこの条例による改正後の、富士川町国民健康保険税条例の規定は、令

和５年度以後の、年度分の国民健康保険税について適用し、令和４年度分までの国民健康保

険税については、なお従前の例による。
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続きまして、承認第５号、富士川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、

補足説明をさせていただきます。タブレット１０１ページをお開きください。

（ 以下、専決処分書の朗読 ）

次のページをお開きください。今回の条例改正は、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、収入が減少した世帯の国民健康保険税を減額し、または免除する制度の申請期間を延長

するものです。詳細につきましては、新旧対照表にてご説明いたします。

タブレット１０３ページをお開きください。附則第１７条第１項中、令和５年３月３１日

を令和６年３月３１日に改めます。

タブレット１０２ページに戻っていただき、附則につきましては、公布の日から施行する。

以上、承認第４号および承認第５号の補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、

ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

次に、承認第６号について補足説明を求めます。

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

それでは、承認第６号の補足説明をいたします。タブレット１０５ページ、専決処分書を

お願いいたします。

（ 以下、専決処分書の朗読 ）

今回の改正は、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した被保険者等に係

る介護保険料の減額、または免除期間を延長することに伴い、改正を行うものでございます。

タブレット１０７ページの新旧対照表をご覧ください。附則第１２項中、令和５年３月３

１日を令和６年３月３１日に改めるものでございます。

タブレット１０６ページに戻っていただき、附則としまして、この条例は、公布の日から

施行するとしております。

以上、承認第６号の補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご承認賜りますよ

うよろしくお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

次に、承認第 7号について補足説明を求めます。

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

それでは、承認第７号の補足説明をさせていただきます。タブレット１０９ページをご覧

ください。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町一般会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正については、事項別明細書により説明いたします。タブレット１

２０ページ、事項別明細書表紙の次のページをご覧ください。

（以下、令和４年度富士川町一般会計補正予算（第１５号）事項別明細書朗読説明）

次のページからは、人件費に異動がありましたので給与費明細書を添付しておりますので、

ご参照ください。次に、タブレット１１９ページにお戻りください。次に第２表地方債の補
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正について説明いたします。

（以下、第２表地方債補正朗読説明）

次に、タブレット１７１ページの地方債の現在高の見込みに関する調書をご覧ください。

地方債の現在高の見込みに関する調書になります。この表の右下の数字が、当該年度の現在

高の見込み額となり、９２億５７５８万６０００円となります。なお、左の欄の区分３、そ

の他（３）臨時財政対策債につきましては、これは本来国が地方交付税として交付すべき金

額について、国の財源が不足しているためにその不足分を起債として発行し、借り入れたも

のでございます。こうした目的の記載でありますので、借入分の元利償還金については、そ

の相当額金額が後年度の普通交付税として算入されるものとなっております。

以上で承認第７号の補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

次に、承認第８号および第９号について、補足説明を求めます。

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

それでは、承認第８号の補足説明をいたします。専決処分書をお願いいたします。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町介護保険特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書にてご説明をいたします。事項別

明細書をお開きください。

（以下、令和４年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第６号）事項別明細書朗読説明）

次のページからは、人件費に異動がありましたので、給与費明細書を添付をしております。

ご参照ください。

以上が承認第８号の補足説明であります。

次にタブレットの１９７ページをお願いいたします。続きまして、承認第９号の補足説明

をさせていただきます。専決処分書をお願いいたします。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町介護サービス事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入予算補正につきましては、事項別明細書にて説明をさせていただきます。タブ

レット２０１ページ、事項別明細書表紙の次のページをお願いいたします。

（以下、令和４年度富士川町介護サービス事業特別会計補正予算予算（第３号）事項別明

細書朗読説明）

以上、承認第８号第９号の補足説明になります。ご審議をいただき、ご承認賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

ここで、暫時休憩をします。

なお、再開は午後１時といたします。

休憩 午前 １１時５７分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

再開 午後 １時００分
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〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて再開します。

次に、承認第１０号から第１３号までについて、補足説明を求めます。

上下水道課長 依田正紀君。

〇上下水道課長（依田正紀君）

それでは、はじめに承認第１０号の補足説明をさせていただきます。タブレット２０４ペ

ージをお開きください。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明します。タブレット

の２１１ページをお開きください。

（以下、令和４年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第 7号）事項別明細書朗読

説明）

前に戻っていただき、タブレット２０９ページの第２表地方債補正をお開きください。

（以下、第２表地方債補正朗読説明）

なお、タブレット２１３ページからは給与費明細書。２２４ページには、地方債の現在高

の見込みに関する調書となっておりますので、ご参照ください。

次に、承認第１１号の補足説明をさせていただきます。タブレット２２６ページをお開き

ください。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町下水道事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。

タブレット２３３ページをお開きください。

（以下、令和４年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第５号）事項別明細書朗読説

明）

前に戻っていただきまして、タブレット２３１ページの第２表地方債補正をお開きくださ

い。

（以下、第２表地方債補正朗読説明）

なお、タブレット２３６ページからは給与費明細書。２４７ページは、地方債の現在高の

見込みに関する調書となっておりますので、ご参照ください。

次に、承認第１２号の補足説明をさせていただきます。タブレット２４９ページをお開き

ください。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町営農飲雑用水事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。

タブレット２５５ページをお開きください。

（以下、令和４年度富士川町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号）事項別明細書

朗読説明）

次に、承認第１３号の補足説明をさせていただきます。次の次のページ、タブレット２５

８ページをお開きください。

（以下、専決処分書・令和４年度富士川町箱原農業集落排水事業特別会計補正予算の朗読）
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第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。

タブレット２６４ページをお開きください。

（以下、令和４年度富士川箱原農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）事項別明細

書朗読説明）

以上で、承認第１０号、承認第１１号、承認第１２号、および承認第１３号の補足説明と

させていただきます。ご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの提案理由ならびに担当課長の補足説明が終わりました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２０ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関

する条例の一部を改正する条例について

日程第２１ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負

担額等に関する条例の一部を改正する条例について

以上の２議案は、条例改正案件でありますので、一括して議題とします。

町長から本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由の朗読説明 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４０号および第４１号について補足説明を求めます。

はじめに、議案第４０号について補足説明を求めます。

税務課長 長澤康君。

〇税務課長（長澤康君）

それでは議案第４０号の補足説明をさせていただきます。富士川町地域活力向上地域にお

ける固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例の、条文の改正につきまして

は、タブレットでは２６８ページからの新旧対照表でご説明いたします。

今回の改正は、国税の特別措置の延長を踏まえて、第１条の期限を令和６年３月３１日ま

で延長する改正と、次のページをお願いします。第２条の適用要件について、整備計画の認

定から対象設備の供用開始までの期限を現行の２年から３年に延長するものです。また、租

税特別措置法の改正に伴い、引用している当該条項のズレなど所要の改定をしてございます。

タブレット２６７ページにお戻りください。附則といたしまして、第１項に施行期日、第

２項３項には経過措置について規定をしております。

以上が、富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を

改正する条例の補足説明でございます。ご審議のうえ、ご議決賜りますようよろしくお願い

します。

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４１号について補足説明を求めます。
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子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

それでは、議案第４１号、富士川町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負

担額に関する条例の一部を改正する条例について、補足説明をいたします。タブレットは２

７２ページをお開きください。

本条例の第３条で規定をしております。利用者負担額の減免を別表第２の附則備考５から

備考９で規定し、利用者負担額を無料といたしましたが、現在も副食費は利用者負担額とし

ておりますので、所要の規定をかっこ書きでわかりやすく明記するものでございます。

改正の内容につきましては、新旧対照表でご説明いたしますので、次のページをお願いし

ます。別表第２の備考９の無料とする。なお、利用者負担額が発生する場合の、利用者負担

額にかっこ書きを追加し、副食費を除くこととしております。

前のページに戻っていただきまして、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行

することとします。

議案第４１号の補足説明は以上でございます。ご審議いただき、ご議決賜りますようお願

い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの提案理由ならびに担当課長の補足説明が終わりました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２２ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第２３ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２４ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２５ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２６ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

以上の５議案は、補正予算案件でありますので、一括して議題とします。

町長から本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由の朗読説明 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４２号から第４６号までについて補足説明を求めます。

はじめに、議案第４２号について補足説明を求めます。

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

それでは、タブレット２７５ページをお願いいたします。議案第４２号、令和５年度富士

川町一般会計補正予算第２号の補足説明をさせていただきます。この表紙の次のページをお

願いいたします。

（以下、令和５年度富士川町一般会計補正予算の朗読）
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第１表歳入歳出予算補正については、事項別明細書により説明いたします。タブレット２

８１ページの事項別明細書、表紙の次のページをご覧ください。

（以下、令和５年度富士川町一般会計補正予算事項別明細書朗読説明）

なお、次ページからは、人件費に異動がありましたので、給与費明細書を添付しておりま

すので、ご参照ください。次に、タブレットの２８０ページにお戻りください。次に第２表

繰越明許費について説明いたします。

（以下、第２表地方債補正朗読説明）

次に、タブレット３１７ページをご覧ください。地方債の現在高の見込みに関する調書に

なります。この表の右下の数字が、当該年度の現在高の見込み額となり、補正予算第２号に

おける残高の見込み額は８８億２０９６万円であります。

以上で議案第４２号の補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご議決賜ります

ようお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４３号について補足説明を求めます。

町民生活課長 一之瀬三千さん。

〇町民生活課長（一之瀬三千さん）

それでは、タブレット３１８ページ、議案第４３号、令和５年度富士川町国民健康保険特

別会計補正予算第１号の補足説明をさせていただきます。次のページをお開きください。

（以下、令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正の詳細につきましては、事項別明細書により説明させていただき

ます。タブレットの３２２ページ、事項別明細書表紙の次のページをお開きください。

（以下、令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算事項別明細書朗読説明）

次のページからは、人件費に異動がありましたので、給与費明細書を添付しております。

ご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４４号について補足説明を求めます。

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

それではタブレット３３６ページをお願いいたします。議案第４４号、令和５年度富士川

町介護保険特別会計補正予算第１号の補足説明をさせていただきます。表紙の次のページを

お願いいたします。

（以下、令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書により説明をいたします。タブレ

ット３４０ページ、事項別明細書表紙の次のページをお願いいたします。

（以下、令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算事項別明細書朗読説明）

次のページからは、人件費に異動がありましたので、給与費明細書を添付しております。

ご参照ください。

以上で、議案第４４号の補足説明でございます。ご審議いただいただき、ご議決賜ります
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ようお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

次に、議案第４５号および第４６号について補足説明を求めます。

上下水道課長 依田正紀君。

〇上下水道課長（依田正紀君）

それでは、議案第４５号の補足説明をさせていただきます。タブレット３５４ページをお

開きください。議案第４５号、令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号、

次のページをお願いします。

（以下、令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。

タブレットの３５９ページをお開きください。

（以下、令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算事項別明細書朗読説明）

なお、次の３６１ページ以降は、給与費明細書となっておりますので、ご参照ください。

次に議案第４６号の補足説明をさせていただきます。タブレット３７２ページをお開きく

ださい。議案第４６号、令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算第１号、次のペー

ジをお願いします。

（以下、令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算の朗読）

第１表歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。

タブレット３７７ページをお開きください。

（以下、令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算事項別明細書朗読説明）

なお、次の３７９ページ以降は、給与費明細書となっておりますので、ご参照ください。

以上で、議案第４５号および議案第４６号の補足説明とさせていただきます。ご審議いた

だき、ご議決賜りますようお願い申し上げます。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの提案理由ならびに担当課長の補足説明が終わりました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

これで、本日の日程は、すべて終了しました。

本日は、これにて散会とします。

起立願います。相互に礼。ご苦労さまでした。

散会 午後 １時４４分



令 和 ５ 年

富士川町議会６月定例会

６月１２日
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令和５年第２回富士川町議会定例会（２日目）

令和５年６月１２日

午前９時００分開議

於 議 場

１ 議事日程

日程第 １ 諸般の報告

日程第 ２ 一般質問

通告 １番 ５番 小 林 和 良 議員

通告 ２番 ３番 依 田 誠 司 議員

通告 ３番 ９番 齊 藤 欽 也 議員

通告 ４番 ４番 深 澤 一 幸 議員

通告 ５番 ８番 小 林 有紀子 議員

通告 ６番 １番 宇田川 朱 恵 議員

通告 ７番 ６番 秋 山 仁 議員

２ 出席議員は次のとおりである。（１２名）

１番 宇田川 朱 恵 ３番 依 田 誠 司

４番 深 澤 一 幸 ５番 小 林 和 良

６番 秋 山 仁 ７番 望 月 眞

８番 小 林 有紀子 ９番 齊 藤 欽 也

１０番 青 栁 光 仁 １１番 鮫 田 洋 平

１２番 井 上 光 三 １３番 堀 内 春 美

３ 欠席議員

２番 神 田 雅 也
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４ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

（１９人）

町 長 望 月 利 樹 副 町 長 早 川 竜 一

教 育 長 古 屋 三千雄 会 計 管 理 者 河 原 恵 一

教 育 次 長 秋 山 忠 政 策 秘 書 課 長 中 込 浩 司

財 務 課 長 望 月 聡 管 財 課 長 渡 辺 成 昭

税 務 課 長 長 澤 康 防 災 交 通 課 長 長 田 博 幸

町 民 生 活 課 長 一之瀬 三 千 福 祉 保 健 課 長 遠 藤 悦 美

子育て支援課長 大久保 公 生 産 業 振 興 課 長 望 月 奈緒美

都 市 整 備 課 長 井 上 勝 彦 土 木 整 備 課 長 山 形 謙一郎

上 下 水 道 課 長 依 田 正 紀 教 育 総 務 課 長 小 林 恵

生 涯 学 習 課 長 井 上 誠

５ 職務のため出席した者の職氏名（２名）

議会事務局長 原 田 和 佳

書 記 井 上 直 人
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開会 午前 ９時００分

〇議長（堀内春美さん）

開会の前に、相互にあいさつを交わします。起立願います。

相互に礼。着席願います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

令和５年第２回富士川町議会定例会２日目の本会議に、議員各位には大変お忙しいところ

ご出席いただき、誠にありがとうございます。

ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１ 諸般の報告

この際、議案の審議に先立ちまして諸般の報告を行います。

議長から報告します。

本日の議事日程は、お手元に配布したとおりです。

本日は一般質問の日程になっております。

一般質問の通告者および当局者は、質問ならびに答弁の要旨をわかりやすく、簡潔にお願

いします。

なお、富士川ＣＡＴＶが、本日の一般質問を録画放送するため、議場内にカメラを設置し、

撮影いたしますので、ご了承願います。

また、傍聴者の皆さまにおかれましても、撮影の対象となりますので、ご理解をお願いい

たします。

なお、町民生活課長一之瀬三千さんから、欠席する旨の届けがありましたので、ご了承く

ださい。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２ 一般質問

質問の通告者は、７名であります。

これから、通告順に一般質問を行います。

それでは、通告１番 ５番 小林和良君の一般質問を行います。

５番 小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

おはようございます。それでは、通告に沿ってですね、質問をさせていただきます。今日

は２つの質問をさせていただきます。１つ目はですね、町の公文書管理のあり方について。

２つ目は、町のＢＣＰ業務継続計画ですね、これについて伺います。それでは、１つ目の町

の公文書管理のあり方について、質問に入ります。この質問を行うきっかけはですね、旧庁
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舎のアスベスト除去処理の追加案件の発生時に、なぜ当初からアスベストが発見できなかっ

たのか、という問い合わせに対してですね、平面図しかなく、事前に把握することは困難で

あったとの回答でした。また、旧庁舎を設計建設した業者はとの問い合わせに対しても、建

設当初の関係書類がないために、不明ですとの回答でした。また、要はですね、まだ解体前

の使用していた庁舎の、重要な図面を廃棄してしまったということのようなんですね。ちょ

っと考えられない状況と思われます。建築関係の知り合いに聞いても、まずあり得ないとい

う話ですね。廃棄の理由としては、文書管理規程があり、文書の保管は最長３０年。また、

保管庫の物理的制限もあるために、廃棄を行う場合もあるとの回答でした。町の公文書規定

ではですね、最長３０年、そして１０年、５年、１年、事務処理上必要な１年未満の期間と

いうふうに分かれています。この保存期間を経過すると、各課の担当課の課長の判断により、

廃棄が可能となります。しかし、各課長の判断に委ねられていますが、管理規程はその判断

をする指針が示されておりません。したがって、仮に使用中の施設があったとしても、保存

期間を経過すると、各課長が保存延長申請をしない限り、廃棄できてしまうのです。このこ

とから、今の公文書規定のままでは、旧庁舎で起きたような、必要な図面が廃棄されてしま

う可能性があると考えられます。そこで、（１）の質問に入ります。すみません、１の大き

な１の質問、その中の（１）に入ります。町の公文書管理のあり方について、（１）町の公

文書管理は、平成２２年３月８日、西暦でいうと２０２０年の３月ですね、約１３年前に施

行された富士川町文書管理規程によりますが、今回のような事例が起きたことから、廃棄時

期の基となる保存年限の見直しの必要性について、町の考えを伺います。よろしくお願いし

ます。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。公文書の管理につきましては、文書管理規程に

基づき、財務課が統制する中、各所管課の責任のもと、管理を行っております。公文書の管

理において、文書保存年限は重要な要素であるため、保存年限基準表に基づき、３０年、１

０年、５年、１年と定めており、文書廃棄は、所定の保存期間が経過した後に行うこととし

ております。また、永年保存が必要な文書につきましては、所管課長と財務課長が協議の上、

保存期間を延長し保存することも可能となっております。こうしたことから、現在、運用し

ている規程の範囲内での運用を、継続して参りたいと考えております。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

現に旧庁舎の図面は、この規定に沿ったやり方でですね、建屋解体前に廃棄されてるんで

すね。町の財産の図面が、必要な時期に廃棄されて存在しないという信じられないことが起

きています。この現実を考慮してもなお、現在、運用している規定の範囲内で、運用を継続

するというご回答ですが、今回のように解体前に廃棄されることを、現行の規程でどのよう

に防止されるのか、説明をお願いします。
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〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。文書の保存年限は、重要な要素でございます。

保存年限基準表に基づき、３０年、１０年、５年、１年と定めておりますので、この保存年

限の年数基準につきましては、規定年数の範囲内での運用を継続して参りたいと答弁をした

ところであります。しかしながら、建屋解体前に廃棄した事実もあったことから、施設図面

類の保存管理を徹底する内容の見直しであれば、改定に向けた検討を進めて参りたいと考え

ております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。今回のような事案を防止するにはですね、各個人の判断に委ねるのではなく、

しっかりと指針を明記する必要があると考えます。例えば、これは当たり前のことなんです

けども、現状使用中の建屋、施設等に関する書類は、保存年限を超えても、保存を継続する

等のはっきりとした指針を明記する必要があると考えます。この点についてお考えをお伺い

いたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。文書管理規程の見直しにつきましては、保存年

限の基準の１つであります。３０年の数値は変えず、廃棄しない文書等を補足的に明記する

ような改定であれば、施設図面類の管理にも有効となることから、規程の改定に向け進めて

参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。規程の改定に向け進めていくとのことですが、いつ改定を行うと考えている

でしょうか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。文書管理規程の改定に関しましては、この年度

内での改定を目標に進めて参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

はい、分かりました。それでは（２）の質問に移ります。公文書はですね、町の重要な財
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産です。この図面・台帳の整備について、特に各施設図面においては、施設図面管理専用の

ですね、図面管理フォーマットを定めて、全庁での一元化および共有化を図る必要があると

考えます。このフォーマットにはですね、各施設ごとに図面の種類、図面には意匠図、構造

図、設備図、外構図等があります。このですね、更新日、図面保存形態、要は電子データか

紙ベースか。存在するのか、廃棄したのか。廃棄の場合はその理由と、廃棄年月日、廃棄担

当者。図面格納場所、これで施設ごとの図面が一目瞭然なんですね。現状はですね、どの図

面があるかは、格納場所に行かなければ分からないといった場面も見受けられます。これに

ついて、どのようにお考えなのか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。施設図面類の管理につきましては、文書管理規

程に明確な定めがなく、保存年限基準表に基づき、所管課長がこれを定めることになってい

ることから、各所管課において管理・保存を行っております。施設図面の一元管理につきま

しては、便利さや効率性の向上、情報共有化が図られ有効な手段であることから、図面管理

専用の共通様式を定めるなど、役場内の関係課と協議を行い、一元化に向けた取り組みを推

進して参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。現在、行っているですね、ファイリングシステムっていうのがあるんですね。

役場の方では、文書についてファイリングシステムを使用している。これとのすみ分けです

ね、それと紐付けはどのように考えているのでしょうか。お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。施設図面類のファイリングシステム内での管理

につきましては、竣工図などの平面図などは、キャビネットなどの保管先を指定し管理して

いる文書もございます。しかしながら、施設図面一式となりますと、文書量も非常に多く、

ファイリングシステム内での管理ができない状況もあることから、図面管理専用の共通様式

を定めるなど、一元化に向けました取り組みは必要であると考えております。以上でござい

ます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。取り組みの推進にはですね、目標期日の設定が必要になります。各課が同じ

目標に向けて推進する目標期日。目標がないとですね、計画はなかなか前に進まないものな

んですね。そこで、いつ頃を目標にされるのか、ご回答をお願いいたします。
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〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。文書管理の取り組みの推進に関しましては、今

年度、年度内での完成を目標に、進めて参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

年度内ということですが、年度内と言わず、できるだけ早い時期の改正をお願いします。

それでは（３）の質問に入ります。現在、文書はですね、紙ベースでの保管がメインであり

ます。自治体のＤＸ推進も叫ばれる中、町では文書の電子化について、今後どのように進め

る計画なのか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。文書の保管につきまして、文書保存箱を使用し、

現在、庁舎の地下書庫に保管をしております。文書の電子化につきましては、これまでも検

討を重ねて参りましたが、既存文書の電子化には多くの時間と経費が生じることから、実現

には至っておりません。しかしながら、人口減少時代において、自治体ＤＸによる事務の効

率化が強く求められており、文書の電子化も重要な施策のひとつとして、位置づけられてお

ります。こうしたことから、今後は、デジタル技術の活用を始め、ペーパーレス化の拡充を

図るなど、公文書の電子化に向けて検討して参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。既存文書の電子化は、実現が困難というようなことですが、それではこれか

ら発生するですね、文書の電子化はどのように推進する計画でしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

これから発生する文書の電子化につきましては、電子化が可能な文書、不可能な文書を判

断する中で進めて参ります。特に文書量が多くなると思われる事業課の施設図面類につきま

しては、既に電子化し納入されている完成図書類も、一部ございます。こうしたことから、

まずは施設図面類一式の電子化を目標とし、全庁的にも利用でき、電子データの共有化が図

られるよう進めて参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）
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再質問ですけども、例えばですね、施設ができたときに、施工業者からは、完成図書等の

書類が来るんですね、これをですね、完成当初を電子データで納品する電子納品っていうの

があるんですけども、それは全ての図面、関係書類を電子化して、それをＣＤ、ＣＤ－Ｒと

かＤＶＤで供給するというやり方があるんですけども、これは現在、どのように進められて

いるんでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。完成図書の電子納品につきましては、今、現在、

事業課において図面、平面図などの一部ではありますが、既に導入をしております。今後に

つきましても、全庁的に電子納品の推進を図って参りたいと考えております。以上でござい

ます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。ところでですね、電子納品の場合にも、紙ベースの完成図書は要求されてい

ますか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのお答えをいたします。現在、完成図書の電子納品とともに、紙ベースでの完成

図書も、要求をしている状況であります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。そうなるとですね。電子納品を進めても、ペーパーレス化は進まないという

ことになるんですね。紙ベースの完成図書も要求している理由を説明していただけますか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。電子納品だけではですね、パソコンの使用不可

能時や、完成検査時等の確認、また窓口などにおいて誰でも閲覧できるように活用するため

に、要求をしているところでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

ペーパーレス化っていうのは、資料作成の費用も削減できるので、結局はコストダウンに

も貢献できるんですね。ただ、おっしゃられるように、組織の文化変革も必要になると思い
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ます。しかしですね、もう１度紙ベースの必要性についてご検討をお願いします。それでは

再質問です。電子化を進める１つの要因として、格納場所の確保限界、要は格納するスペー

スがだんだんなくなってくるということがあるんですけども、現在、地下の保管庫を含め、

保管場所は物理的にどれくらいの占有率でしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。現在、地下保管庫には文書箱が約３０００箱を

格納できますが、現時点では約１８００箱を格納をしており、今、現在の占有率は約６０％

の状況でございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

現状においては、まだ４０％のスペースがあるようですが、おそらくペーパーレス化を進

めないと、占有率１００％も時間の問題ですね。新規の保管図面は、データで保管する等の

工夫がやっぱり必要になると考えます。併せてご検討をお願いします。それでは大きな２の

質問に移ります。２はですね町のＢＣＰ、ちょっと聞き慣れない言葉かもしれませんけども、

業務継続計画についてお伺いいたします。ＢＣＰとはですね、ビジネスコンティニュイティ

プランの頭文字なんですね。行政機関を対象とする場合は業務継続計画、民間企業では事業

継続計画と解釈されています。これは災害時や緊急時においても、いかに事業や業務を継続

するかという考え方に基づいて、そこがですね従来の防災計画と異なってます。それぞれの

企業、自治体にはどのような状況であれ、必要とされる業務を遂行しなければならない社会

に対する一定の責任があります。自治体においても、災害時は住民の生命、身体および財産

を災害から保護する責務があります。ＢＣＰでは、企業や自治体が災害や事故等で大きな被

害を受けても、重要業務をなるべく中断させない、仮に中断してもできるだけ早急に、ある

いは許容される時間内に復旧させる。業務継続を実現するための戦略を計画します。事前対

策を着実に実施していくことを定める非常に重要な計画の１つです。そして、このＢＣＰは

常に変化する環境に対応するため、継続的な評価と更新が必要とされています。そこで１の

質問に、（１）の質問に入ります。町ではですね、平成２９年２月にＢＣＰを策定した後、

更新しないまま６年が経過しています。定期的に見直しを行う必要があるＢＣＰについて、

町のですね、今後の更新計画についてお伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。ＢＣＰ、業務継続計画は、災害や緊急事態が発

生した場合において、町民の生命・財産を守ることを目的に、業務の執行体制や対応手順、

継続に必要な資源の確保などをあらかじめ定める計画であります。これまで、町では、東海

地震等の被害を想定した、「地震編」と、新型コロナウィルス等の感染症被害を想定した「新
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型インフルエンザ等業務編」のＢＣＰを策定し、発災時において適切な業務対応ができるよ

う務めて参りました。今後は、新庁舎も完成する中、公共施設等の環境も大きく変化してい

る状況であることから、現在のＢＣＰを検証し、必要な項目等の見直しを図るなど、計画の

更新に向け、取り組んで参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。現在、町のですね、想定被害は地震編と新型インフルエンザ等の業務編に分

かれてます。それのみですけども、自然災害、水害、テロ攻撃、サイバーセキュリティの脅

威などについては、今後どのように対策を策定する計画でしょうか。お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。他のＢＣＰにつきましては、業務の執行体制や

対応手順など、継続業務の必要性を十分協議する中で、今後検討して参りたいと考えており

ます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。６年間ですね見直しがされていないＢＣＰですが、どうして６年間見直しを

されなかったのかということについては、ここでは触れませんが、早急にですね、見直し・

改定を行う必要があります。いつごろを目途に進める計画でしょうか。教えてください。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。今回、新庁舎が完成したことによりまして、新

たに見直す項目もあることから、年度内には改定できるように取り組んで参りたいと考えて

おります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

それでは（２）の質問に移ります。消防庁はですね、令和３年６月１日現在の地方自治体

における業務継続計画策定状況の調査結果を発表しました。パネルをご覧ください。このパ

ネルでですね、ちょっと文字が小さいかもしれませんけども。ちょっとこれ、深澤議員が作

成したパネル置台をちょっと利用させていただいて。これによるとですね、富士川町の重要

要素の設定状況についてはですね、未設定の項目が６か所あるんですね。近隣他町村より多

いという状態です。未設定項目としては、首長ですね、首長不在時の代行順位。代替庁舎の

特定、庁舎が万が一崩壊したときに、どこの代替でやるかということですね。あと非常用発
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電機の確保、非常用発電機の燃料の必要な備蓄量を定めること。職員のための水、食料の必

要な備蓄量を定めること。あとバックアップすべき重要な行政データを特定していること。

以上の６項目は実は未設定なんですね。ここにある赤で囲ったところ、あと黄色くバツにな

ってるところが、これ富士川町のものなんですけども、なぜか近隣、これ近隣他町村のもの

をここに抜粋しました。なぜか多い。今後ですね、町としてどのような施策により、これら

の項目を満たす計画なのか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。消防庁が実施しました、ＢＣＰ策定状況等の調

査結果につきましては、総務省の報道資料として公開されております。町のＢＣＰは策定済

みではありますが、未設定の項目として、代替庁舎の特定、電力・水・食糧等の確保、重要

な行政データのバックアップなどの項目が該当するところであります。こうした中、新庁舎

完成により、庁舎耐震化の強化や、非常用電源による十分な電気の確保が図られたこともあ

り、現時点で、改善が図られた項目も出ている状況であります。今後は、未設定の項目解消

に向け、ＢＣＰの見直しを行い、災害時における業務継続性の確保に務めて参りたいと考え

ております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。見直しにおいてですね、この未設定の６要素の項目は全て改善される計画で

しょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。６要素の項目でありますが、既に改善されてい

る項目もございますので、残りの項目につきましても、この見直しを図ることにより、改善

できると考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

それでは（３）に移ります。ＢＣＰをですね策定しただけでは、災害が発生したときにす

ぐに対応することはできません。このため、定期的にＢＣＰに基づく訓練や演習を実施する

必要があります。これらの訓練・演習はどのような計画で行うのか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。発生時において、ＢＣＰが有効に活用されるた
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めには、定期的な訓練や演習が必要であります。また、訓練や演習を通して、発災時におけ

る各自の役割を明確に認識させることや、不備や欠陥等の改正すべき点を明らかにし、それ

らを改訂することも重要であります。こうしたことから、現在、実施している防災訓練に、

事業継続に資する要素を盛り込むなど、ＢＣＰを習得できる訓練内容となるよう、進めて参

りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問です。今までですね、ＢＣＰに関して訓練を実施した事例はございますでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。訓練につきましては、昨年の総合防災訓練にお

いて、職員を対象にＢＣＰを基本としました机上での各課の対応訓練を実施をしたところで

あります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

これからですね、実施する予定のＢＣＰの訓練は、どれくらいの周期で行う計画でしょう

か。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。ＢＣＰに掲載してあります、訓練・研修計画が

ございます。この訓練・研修計画に従いまして、年に１回程度を継続して実施して参りたい

と考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問ですけれども、その訓練は、机上での訓練でしょうか、それとも実地訓練を検討さ

れているのでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。訓練につきましては、計画の実効性を高めるた

め、机上訓練だけではなく、実地訓練を実施して参りたいと考えております。以上でござい

ます。

〇議長（堀内春美さん）
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小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

それでは（４）の質問に入ります。ご承知のようにですね、ＢＣＰは維持・更新、それに

基づく教育や研修を継続的に実施していくことが必要です。今後、町では、全職員に対して

どのような教育、研修を行う計画なのか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。ＢＣＰを維持していくには、定期的な見直しと

同時に、継続的な職員への教育も非常に重要な要素であります。町では、昨年の総合防災訓

練において、職員を対象に、ＢＣＰを基本とした机上での対応訓練を実施したところであり

ます。ＢＣＰは、発災時における業務継続の基本となりますが、計画を遂行する、職員の適

切な行動は、非常に重要となります。こうしたことから、今後も、ＢＣＰの項目にある、訓

練・研修計画に従い、災害対策本部参集・運営訓練などの各種研修を、定期的に、実施して

参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

再質問ですけれども、先ほどの訓練と同様にですね、定期的に行う、行われるということ

なんですけども、これも周期は１年くらいの周期で行うと考えてよろしいですか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。ＢＣＰの訓練・研修に従いまして、年に１回程

度、継続して実施して参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

分かりました。ご承知のようにですね、自然災害の発生回数は、近年増加傾向にあります。

そしてその規模も、大きくなっています。役場はですね、災害が発生したときは、地域の安

全と救援活動の中枢となって対応を行う大切な業務を担っています。また、上下水道、道路、

橋梁、河川等のインフラ、各管理施設の維持管理継続業務を担っています。ＢＣＰは、例え

町が被災しても、生き延びるためのあらゆる戦略を記述した重要な計画書になります。更

新・教育・訓練、ともによろしくお願いいたします。最後に町長にお伺いします。文書管理

規程およびＢＣＰについてお伺いいたします。町長、今のこれらを、質問・回答を総括して

ご意見があればお伺いいたします。

〇町長（望月利樹君）

ただいまの小林議員の質問にお答えいたします。小林議員からご指摘があったですね、町
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の公文書管理のあり方について、またＢＣＰ、業務継続計画について答弁させていただきた

いと思います。まず町の公文書管理のあり方についてでございます。最長３０年という保存

期間ということですね、これまで運用されてきました。しかしですね、ご指摘のとおり現存

するですね建物についてはですね、しっかりとその図面というのを残していかなきゃいけな

い。またデジタル化ということでですね、対応をしていく。今、現状、過渡期ですから現物

の納品ということもありますが、今後、さらにデジタル化が進んでいくことによってですね、

その文書の量、また業務量の縮小ですね、ＤＸの推進という部分がですね、徐々に進んでい

くのではないかなというふうに思っております。議員がご指摘いただきまして、しっかりと

ですね今年度中にですね、その方向性をですね決めまして、文書管理のあり方もしっかり残

っていくようにですね、やっていきたいと思っております。また、町のＢＣＰ、業務継続計

画についてでございます。まさにＢＣＰについてはですね、自然災害の発生、また頻繁する

規模が大きくなるですね、災害に対応するため、町が生き残りをかけてですね、やっていく

背骨の部分だというふうに私は思っております。しっかり実践的なＢＣＰが遂行できるよう

にですね、町もしっかりと訓練を続けていきたいというふうに思っているところでございま

す。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

ここで議長から注意をさせていただきます。質問ならびに回答する場合は、必ず挙手をし

て指名されてから、始めてください。

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

町長からも、しっかりとした指針をいただきました。町が生き残るための必要な対策と思

われますので、よろしくお願いします。以上で私の質問を終了いたします。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告１番 ５番 小林和良君の一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

続いて、通告２番 ３番 依田誠司君の一般質問を行います。

３番 依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

私からの質問ですが、１として企業誘致について２問、２番目は若い世代の定住促進につ

いて１問です。まずは、１として企業誘致について、本町の企業誘致は、企業からのオファ

ーを受けてから動き出しているように思えるが、１として本町の企業誘致については、具体

的にどのように考えているのか伺いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

依田議員の質問にお答えいたします。企業誘致は、町の重要な施策の１つであると考えて

おります。しかしながら、町の企業誘致候補地はですね、現在、農振農用地であることから
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企業からの条件が合わず、マッチングには至らない状況が続いています。こうした中、昨年

度は農用地での誘致が可能な農業法人の参入をサポートしたところであります。こうしたこ

とから、今後も企業の規模や業種にこだわることなく、地域経済の活性化や雇用機会の創出

に繋がるよう、企業誘致を進めて参りたいと考えています。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。昨年は農業法人の参入があったということで、実施実績があったようですが、

これまでの企業誘致については、なかなかマッチングに至らなかったようです。どのような

企業からの相談がありましたか。教えてください。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。今まで相談のあった企業については、比較的大きな面積

を必要とする食品工場や飲用水製造工場でありました。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。相談があった企業は、なぜ契約に至らなかったのか、その原因がどこにある

のか、検証しておりますか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。先ほどの答弁のとおり、農振農用地であることや、比較

的大きな面積を必要とする土地ということで、見合う面積がないこと、ハザードマップで浸

水想定区域であることが要因でございました。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。企業の意見を集約し、経営計画を練り直す考えはありますか。今の農振法の

件も含めてです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。今後も企業の特性に合った誘致を進めていきたいと考え

ております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。
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〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。それでは、企業が希望するようなインフラなどを整備することができるので

しょうか、伺いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。企業が進出する条件によっては、上水道、下水道布設な

どをはじめ、インフラの整備は必要と考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。そもそも町では、どのような地域や場所に企業を誘致していきたい考えがあ

るのか、伺いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。町では、地域や場所にこだわることなく、企業の望む用

地に対して支援をしていきたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。当然のことながら、企業が来ていただければ、新たな雇用が生まれ、定住も

期待でき、それにより各種の消費が生まれ、町の活性化に繋がります。町長はいかが考えて

おられますか。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまの質問にお答えいたします。まさにですね、企業誘致をすることによってですね、

新たな雇用が生まれて定住も期待できます。そして、今後、心配される町の財政ですね、税

収という部分が見込まれてきます。しかしながらですね、現在ですね実は町の全体の計画で

すね、この地域をどういうエリアにしようとか、この地域をどういうエリアにしようってい

うそういうですね、全体的なしっかりとしたですね、ビジョンが定まっていない状況でした。

ですから、今後はですねしっかりですね、エリアでですね、しっかりと計画を立てながら、

企業誘致を進めていきたいというふうに思っているところです。他の自治体に目を向けます

とですね、しっかりと、例えば工業団地等を準備して、それから来てくださいという状況で、

しっかりとそのマッチングというのはうまくいっている。物流倉庫ですね、中部横断道周辺

の物流倉庫とかですね、様々なその商業施設という部分、やはりしっかり町で計画を立てて、

そこで来てくださいという、こういうスタンスが必要じゃないかなというふうに思っている
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ところでございます。うちの町に目を向けたところですね、やはりインター周辺ですね、そ

してバイパス周辺がですね、ここは農振がかかっている状況です。ここは、どう考えても、

今後その例えば商業施設とかですね、例えば人が集まるような施設とか、そういったですね

農業という部分よりも、やはり市街化していくべきではないかというふうに、私は考えてお

ります。一方でですね中山間地域ですね、ここでは農地がですね虫食いのような形で、今、

遊休農地があると。こういったところを、しっかりとその棲み分けして、町全体でエリア意

識を持ってですね、そしてしっかりとインフラ整備してから企業を誘致するというような、

こういう方針に切り替えていかなきゃいけないと思っています。中部横断道沿線ではですね、

もう各自治体企業誘致、競争が始まっています。うちの町は今、置いていかれてるような状

況ですから、しっかりとですねビジョンを固めて、企業誘致して、そして税収をアップさせ

るという、こういう政策を今後とっていきたいというふうに考えています。以上でございま

す。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

町長、今の意見でわかりましたけど、そのように進めてください。もう１つ、質問、今度

は２に移ります。製造業は、先ほど言ったみたいに工業団地みたいのを造っている市町村は

多いんですけど、製造業や物流業関係の企業は、どうしても大規模の土地を必要とします。

本町は、平地が少なく、さらに農振法の規制がかかっている土地が多いため、用地を多く必

要とする産業の誘致は、難しいのではないかと考えております。２番目の質問に移ります。

ＩＴ関係の企業誘致などを考えているのか伺いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。ＩＴ関係の企業は、新型コロナウィルス感染症の影響に

より、テレワークなどの新しい働き方が増え、地方へ拠点を移す企業が増加しているとのデ

ータが公表されております。設備投資が比較的少なくてすむＩＴ関係の企業に、空き店舗な

どをサテライトオフィスとして活用してもらうことで、商店街の活性化や企業誘致などの課

題解決にもつながると期待ができるところであります。こうしたことから、企業誘致対策と

して、「サテライトオフィス支援事業費補助金」や「空き店舗バンク制度」などの支援策を

整備しております。今後もＩＴ関係の企業が進出しやすい環境を整えるため、空き店舗バン

クの登録を増やすなど、誘致に取り組んで参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。リニア中央新幹線が、２０２７年には品川東京間が開通する予定です。これ

により、東京が通勤圏内となります。それに加え、山梨県は大きな災害が少なく、特に富士

川町は県内でも災害が比較的少ない町です。リニア中央新幹線の開通は、町にとっては大き
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なチャンスではないかと考えております。それを踏まえて、企業誘致は全ての産業を対象す

るのではなく、町の実情に合う企業誘致に戦略を練り直す考えはないか、伺いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。町の実情を考えますと、農業振興地域の縛りが厳しいこ

とがあり、農用地での誘致が可能な農業法人の参入のサポートを行ったところでございます。

今後も町としては、企業の規模や業種にこだわることなく、誘致を進めて参りたいと考えて

おります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

町としては多方面で考えているということで、ちょっと私の私案ですが、町は先ほど言っ

たみたいに、業種にこだわらず、具体的にはハードやソフトウェア研究企業など、ＩＣＴな

どの活用ができる産業を中心に据え、例えば旧増穂商業高等学校跡地などに誘致を考えてい

けないかと思いますが、いかがでしょうか。町長はいかがお考えでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。まさにですね、ハードウェア研究開発企業、ＩＣ

Ｔ活用企業などですね、これからの先端技術を担っていくような企業をですね、そこを誘致

していきたいという思いは強く持っております。しかしながら、かなりですね、その企業誘

致もですね、各自治体一生懸命やっている中で、なかなか来ていただけない。その中でです

ね、今、議員ご指摘があったとおりですね、増穂商業跡地という部分がご指摘をいただきま

した。増穂商業跡地についてはですね、教育関連施設というようなことでですね、県から譲

り受けるということでですね、今、話が進んでいるところでございます。もし、企業誘致と

いうことになって、教育関連なしのですね企業誘致ということになってくればですね、また

県との協議も必要になってきますが、その辺はですね条件に合わせてですね、柔軟に県にも

対応していただきながらですね、協議を進めていきたいというふうに思っているところでご

ざいます。跡地利用についてはですね、まだ全体的な青写真というものが描けていません。

県の方もいつですね、うちの町に譲渡してくれるのかということも、議論が県に投げてある

んですが、ちょっと進んでいない状況でございます。ですからですね県の方がですね、増穂

商業跡地を譲っていただけるというような形の議論が進んできたらですね、また議員の皆様

とともに、その跡地利用のあり方、また町民の皆さんとともにですね、どういった土地をで

すね、有効活用していくかということを議論をしていけたらなというふうに思っているとこ

ろでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。
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〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。事情はわかりました。しかし、先ほど言ったみたいに、２０２７年、多少遅

れるかもしれないけどリニアは確実に開通します。今がチャンスだと思います。開通してか

らやったのでは遅いと思いますので、スピード感をもって進めていっていただきたいと思い

ます。それでは次の質問に移ります。

〇議長（堀内春美さん）

依田議員。途中ですが、ここで暫時休憩とさせていただきます。

開会は、１０分後、１０時１２分ということでお願いいたします。

休憩 午前１０時 ２分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

再開 午前１０時１２分

〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて、再開いたします。

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

それでは次の質問に移ります。２の若い世代の定住促進について、現在、町では定住奨励

金などの支援を行っているが、住宅取得に対して新たな支援措置を講ずる考えがあるのか伺

いたいです。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問につきましてお答えいたします。移住定住の施策につきましては、定住奨

励金制度、空き家改修費補助、中山間地域等における住宅用地取得補助、東京圏から本町へ

移住される方への移住支援金補助制度を行っており、さらに、若い世代への定住促進対策と

して、結婚新生活支援補助制度などの、多くの移住定住施策を行っております。こうした中、

定住奨励金制度につきましては、町外からの移住者だけではなく、町民が町内で転居した場

合にも利用できる制度となっており、昨年度は２０２件、１９８７万円を交付したところで

あり、他の制度と合わせ総額２３１８万６千円の助成を行ったところであります。こうした

ことから、住宅取得において新たな制度の創出は考えておりませんが、現制度を推進して参

りたいと考えております。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

再質問です。香川県のまんのう町というところがあるんですけど、町外の若い世代の定住

促進と、町内の若い世代の流出を少なくするために、まんのう町では、住宅取得に対して支

援措置を講ずることにより、町内への定住をうながす条例を制定しています。うちの町にも、

先ほど聞いたようにあるということなんで、はい、補助金の対象は満４０歳以下の若者で、

町内に住民登録しているもので、継続して５年を超えて町に定住する意思があるもの。新築
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住宅、建売住宅は最高１５０万円、中古住宅は５０万円までの支援が受けられます。さらに、

町内の森林から生産された木材を一定以上使用する条例を適用すれば、５０万円を限度とし

た支援が得られます。令和元年から４年までの補助金件数は、元年は７３件、２年は５１件、

３年は４７件、令和４年は４３件です。なお、元年の７３件は消費税１０％適用の駆け込み

需要のため、特に多くなっています。今年度の申し込み状況はと、まんのう町に聞きました

ら、５０件以上を見込んでいるということです。人口減少を避けるための手助けになると思

いますが、町では、私の話したことはどのようにお考えでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問につきましてお答えいたします。依田議員さんがおっしゃりました、まん

のう町。こちらは若者を対象にした住宅取得補助事業ということで聞いております。富士川

町のこの定住奨励金制度、こちらにつきましては年齢の制限等は行ってございませんが、住

宅を取得した方々が、今後出てきます固定資産税、都市計画税等の金額と同額のものを、申

請により最長５年間支給していくものになってございます。まんのう町と同様に、町内にや

はり５年以上住もうというその意思を確認する中で、ただいまのこの事業を行っているとこ

ろでございます。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

はい、わかりました。同じことを重なるかもしれませんけど、再質問です。まんのう町の

若者定住促進の特徴は、二世帯住宅や店舗併用住宅も対象となります。建てる地域の限定も

ありません。若い世代の、先ほどうちの町にもあると言われましたけど、町外からの定住促

進と、町内からの流出を食い止めることを目的としています。一応期限を決めています。今

の期限は、平成２７年４月１日から令和７年３月３１日までの１０年間です。まんのう町に

よりますと、期限を切った方が、より定住を促せるものと考えて、一応１０年。直接、地域

課があるんでそこに聞いたところ、延長はないんですかって聞いたら、延長は一応考えてい

ます。ただ、最初にやるときに期限を決めた方がわかりやすいと、いつでもできるっていう

のは、あんまりよくないんじゃないかってことでこれに決めています。まんのう町は、うち

と富士川町と同じように、以前は隣の丸亀市や高松市に家を建てる状況が続いているそうで

す。今も続いているけど、かなり少なくなったということです。本町でも住宅を購入する若

い者は、南アルプスや中央市など近隣の市町に決めることが多いと聞いていますけど、私も

感じています。だからこそ、わかりやすい補助金を出した方がいいと思うし、ある程度目標、

先ほど４０歳と言いましたけど、４０でなくてもいいとは思うんですよ。ただ、基本的には

若い世代の定住、移住を促すのと、もう１つは流出、流入だけじゃなくて流出も食い止める

ことを考えた方が良いと思って、一応質問しているんですけど。町長はこのことについて、

いかがお考えでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）
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町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。まさに移住定住政策ですね、そして若い人たちの

流出、これを防いでいくということ、喫緊の課題だというふうに思っておりますし、議員が

勉強されたようにですね、先進事例というのをしっかりと勉強しながら、町もですね、やっ

ているからいいよということではなく、やっていても今は成果が出ていないですから、それ

をどうやって成果が出るようにカスタマイズしていくか、変えていくか、これ、こういう努

力はすごく大事だと思います。確かに香川県ですね、この山梨県の富士川町よりもですね、

条件はですね、やはり四国ですし、香川県ですし、そして丸亀、そして近くにですね、高松

市があるという状況の中でですね、人口減少、これ、加速していくモデルみたいなところが、

反転攻勢しているということです。うちの町よりも条件が悪い町がですね、努力してその反

転攻勢をしているということでございますから、うちの町も、今、制度があってやっている

よということで、そこにあぐらをかくわけではなく、実際、流出している人たちが多いわけ

ですから、それをどうやって食い止めていくか。もしくは、逆に、うちの町にどうすれば人

が呼び込めるかということ。これは本当に突き詰めて、どんどん、どんどん、自らブラッシ

ュアップしていかなきゃいけないというふうに考えておりますので、ぜひ、委員の皆様含め

みんなでですね、いい方向いい方策をですね、議論して考えていきたいなというふうに思っ

ているところでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

はい。これで終わりますけど、ぜひ先ほどの企業誘致も含めて、定住の件も町長が、今、

言われたとおりにスピードアップして。町で考えるんじゃなくて、議員も、できたら町民も

巻き込んで考えていきたいと思います。このことは、人口減少っていうことなんです、結局

は。それはもう町、つまり町民も今から厳しい状況が、今よりずっと厳しい状況に置かれて

いるってことなんで、その辺は私ども考えますけど、町側も真剣に考えて、スピード感を持

って進めてください。以上で私の質問を終わります。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告２番 ３番 依田誠司君の一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

続いて、通告３番 ９番 齊藤欽也君の一般質問を行います。

９番 齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

それでは通告に従いまして、一般質問をしていきたいと思っております。まずはじめにで

すね、峡南医療センターへの繰出金のあり方ということで質問させていただきます。なんで

この質問をするのかということをまず言っておきますと、私、４年ぶりに昨年、町会議員に

復帰しまして、そのときにですね、予算の中に、峡南医療センターへの繰出金ということで、
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３億円以上のお金が計上されていました。そして、なおびっくりしたのは、長期貸出金とい

うことで、２億円が同時に計上されると。本年度予算においてはですね、昨年に沿った形で

の繰り出しということで、長期貸付金の予備として計上されていた２億円については、項目

からは削減されたということなんです。この件については、長いこと、富士川町になってか

らですね、議会でも多くの議論を呼び、今日に至っているということが、まずこの質問の出

発点です。読みながらですね、原稿を用意していますので、読みながら質問していきますけ

ども、まず初めに確認しておきたいのは、峡南医療センターは、社会保険病院、鰍沢病院か

ら、市川三郷町と富士川町の２町による自治体病院として、平成２６年４月から運営されて

きました。もちろん、このときには市川三郷町立病院、当時のですね、これも一緒にという

ことです。そのために、新しい町になった富士川町では、まず病院を買い取るということで、

医療センターの運営が２６年４月から始まりますけども、そこに至る過程においては、多く

の紆余屈折を経てきました。議会の中でも、喧々諤々の議論をしたという経緯があります。

平成２２年３月８日に新富士川町が誕生して、４月には初代の町長が選挙で、志村町長です

けども、当選したと。この病院についてはですね、社会保険病院の整理統合ということで、

もう２０年、１９年かな、そのくらいから全国的に議論をされ、そして社会保険病院であっ

た鰍沢病院は、その、いわば整理対象の病院として名前が挙がってきました。ただ、最終的

にはですね、多くの自治体が病院経営には乗り出さないという中で、新たな整理機構によっ

て残りの全ては運営されたと。私の記憶では、長野の岡谷病院、そして徳島の病院、そして

東北、青森でしたかね薬科大学が病院を引き受けたということは承知しております。さて、

この病院を取得するにあたってはですね、当時の志村町長がですね２４年５月に、住民説明

会を行いました。当然これは住民の理解を得るということが必要なんで、議会には突然の通

告をしながら、住民説明会を町長は各地区で行いました。そこでの町長の発言は、病院は儲

かると。地域医療も大事だし、その上、さらに病院は経営さえうまくすれば、儲かるんだよ

ということで住民を納得させ、そして議会もですね、賛成、反対ありましたけれども、そう

いう中である意味では必要だという意味もあって、議会も納得して新しい医療センターが設

立されたということです。当時、町が示した経営プランではですね、２６年４月開設の新病

院、峡南医療センターの経営予測っていうのはですね、当初７６００万余りの黒字だという

予測が示されていました。もちろんそれに対しては、懐疑的な意見もたくさんありましたけ

ども。さて、いざ始まったという段階でですね、２６年４月に開設しながら、６月には予測

が変更されました。４億円の赤字が出ますよという予測です。なおかつ、２６年の初年度の

決算はですね、４億円ではなくて７億円の赤字と。これ、正直私もそこまで行くとはびっく

りしました。７０００万円の黒字予測が、途中で４億円ばかりの赤字だよと。最後に決算し

たら７億円だよと。これでは議会としてもですね、納得できるわけがない。そこで何が起こ

ったかというと、長期の貸し出しと、これはやむを得ないと、長期あるいは短期の貸し出し

を町がしましょうということでやっていったんですけれども、毎年赤字がどんどん膨れ上が

ると、２８年度には１１億円を超えちゃうと。その間、企業団の経営者がしたことは、途中

で職員の退職引当金２億円を経営の方へ繰り入れて、少しでも見せかけの赤字を減らすとい

ったようなことも行われたと。２８年には、既に企業団が民間から借り入れるための資金不
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足率が１０％を超えてしまうと、当然民間からの借り入れもできないというような事情まで、

ところまで追い詰められて当時、富士川町では確か３億５、６０００万円。長期短期含めて

やったということです。時を経まして、改革プランもいろいろあったんですけど、時を経ま

してですね、現在は、令和３年度では２億円以上の純利益を上げると、ある意味、経営努力

したということとも言えますし、またコロナによってですね、３億円から４億円の収入増と

いうこともあったんですけれども、今日は現在、とにかくそのような形でこういうふうにな

っていると。今、依田議員なんかも、町がやっぱりお金を稼ぐためには企業誘致が必要だと

か、あるいはふるさと納税が必要だと、多くの議員さん言っています。しかし一方では、依

然として３億数千万円のお金をですね、峡南医療センターに入れると。私の記憶では、私が

最後の年度ですか２９年度の予算のときに、時の町長が、これではやっていけないと、貸付

という形態でやっていけないから、地方交付税の中の特別交付税分、約毎年３億円前後あり

ます。これを、峡南医療センターへの交付金としてみなして出しましょうと。当時私は、も

うやむを得ないよと思いました。いつまでも貸付だったら、これは返済額ですから、峡南医

療センターの大きな負債として、なかなか改善ができない。当時どういうことを、私チラシ

にも書きましたけども、もうやるべきものは、その段階で１回やっちゃえよというぐらいの

ことまで、私自身が言わざるを得ないような状況でした。しかしですね、

〇議長（堀内春美さん）

齊藤議員。

ここで注意をさせていただきます。本題に、質問に入ってください。

〇９番議員（齊藤欽也君）

すみません。要は、そういう中でですね、今日は黒字になったという中で、毎年、今、特

別交付税分をみなして支出していますけれども、この繰出金のあり方についてですね、見直

しを考えるべきではないかと思っていますが、当局はどのように考えているのか、伺いたい

というふうに思います。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。峡南医療センター企業団は、平成２６年４月に発

足し、今年で１０年目を迎えております。統合して間もない平成２６年度から２９年度まで

の企業団の経営状態は、経営資金不足により、マイナス決算が続きました。しかし、平成２

９年度以降は、経営改革による経営改善はもとより、両町からの繰出金の見直しがあり、平

成３０年度以降は、プラス決算が続いているところでございます。このような中、繰出金は、

総務省の繰出基準に基づいて算定をされているとともに、構成町である市川三郷町と十分な

協議を行った上、令和４年度は、３億６１２３万６千円を繰出しております。こうしたこと

から、繰出金のあり方につきましては、現段階での見直しは考えておりません。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）
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ただいま、繰出基準ということで総務省の繰出基準というのと、法定協なんかで作られて

きている基準といったようなことが、言われたと思うんですけども。これはあくまでも、病

院を持っている自治体に対する繰出基準、地方交付税に算入する基準というものと、それと

もう１つはですね、町が不足分があれば出すのかどうかわかりません、その点についての繰

出基準というものがあるんだと思います。私が見ている限りでは、それらを合わせても、お

およそ１億円ちょっとということだと思うんですけど、この繰出基準ってのはどういうもの

なのか、お答えください。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまの繰出基準についてのご質問にお答えいたします。繰出基準とは、毎年、総務省

から公営企業について、自治体は経費を出すようとされております。その繰り出しを行う経

費については、各項目がございまして、病院の事業の経費というような、そういう項目につ

いて収入と必要経費を計算をしまして、赤字が発生した部分につきましては、そちらの部分

は町から繰出金として出すということになっております。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

もう一度、繰出基準についてお伺いしますけれども、総務省で言っている繰出基準ってい

うのは、あくまでも自治体病院を抱えている町に対して、地方交付税の中に算入する場合に、

こういう計算できて、それをうちの町では、当然峡南医療センター企業団に、そのままあげ

るという部分だと思うんですよね。私が問題にしているのは、先ほど、赤字があったら補填

する、しなくちゃならないんだよっていうお話がありましたけど、これは法律で定められて

いることなのかどうか、まずそこをお伺いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。総務省の繰出基準の内容としましては、赤字が発

生した部分については、そちらの算定に則って繰出金が出されるものと認識しております。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

今、ここにですね、令和３年度の決算資料の中にですね、企業団運営負担金交付事業とい

うことで、事業費が約３億６０００万。その内訳っていうのはですね、交付金は５８３１万

円、起債が１７５０万円、一般財源、これは町の一般財源という意味ですけども、２億８４

００万円というふうなことがですね、決算資料の中にあるわけですけども、この一般財源２

億８０００万というのは、いわゆる総務省で言う繰出基準とは、全く別のお金じゃないんで

はないのか。私の記憶ではですね、当時、両町でやはり支えなくちゃいけないから、両町の
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トップが話をして、こうしましょうということで、両町のトップが納得し、そして議会に説

明をし、やむを得ないねということで、出していったんだろうと思っています。そこは違う

んですか。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまの令和２年度の支出につきましてのご質問にお答えいたします。令和２年度につ

きましても、総務省の繰出基準に則った金額を支出をしておりますので、それに町からの貸

付金として出しております。失礼しました。令和３年度でございますね。申し訳ありません。

令和３年度は、企業団への負担金としましては３億６０００万ほど、それから貸し付けにつ

きましては、貸し付けの方はしてございません。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

今、課長が答弁されているんですけども、今回の件で感じたことで、一言言わせていただ

きたい。要するに、担当課長も異動で変わっているんですね。今回は、町長も昨年、もう１

年以上経つわけですけども、変わったと。私は議員長いですから、この経過もよく知ってい

るし、絶えず頭の中にあって、今、こうやってお話させていただいているんですけども。そ

れで議員さんも新しくなった方もいっぱいいらっしゃる。要は、いつの間にか出さなかった

ものが出すようになって、それが当たり前のようになっていってしまう、１番の根拠はどこ

にあるかっていうと、全ての人事が変わっていくということなんですよ。だけども、今だか

らどうこうしろとは言いません。責任をどうのこうのっていう話でもない。少なくとも、今、

行われている交付金、負担金、これは明らかにおかしいんだよと思います。そこをちゃんと

精査してもらわないと困るし、そして今、みんながふるさと納税を増やそうよとか、一生懸

命、企業誘致して何とかしようということを一生懸命やっている中で、私から言わせると最

低でも１億円以上の金はただの垂れ流しであり、今の経営状況を見ていけば、１億円削って、

両町で１億円ずつ削って２億円削っても十分やっていける。逆に言えば、いろんな要素はあ

ったんだろうけども、良くなったと経営状態は。ここで、改めて両町からの出し方ってのは

見直す必要があるんだろうと思いますけども、町長はそれについてどうでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。峡南医療センター設立当初の部分からですね、議

員の方からご指摘をいただきました。当初は、儲かる儲からないという話でということだっ

たんですが、現在の考え方はですね、とにかく地域医療をしっかりと充実させると、こうい

う視点の中で私は運営すべきだというふうに思っております。地域医療がしっかりと充実す

ることによって、地域に住んでいる人はその安心安全を感じる。そしてまた移住政策ですね、

先ほども質問あった。そういった部分にもメリットがある。しかしながら現在はですね、な
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かなか経営を改善しようと努力している中でですね、様々なことをやりながら努力をしてい

る、この過程だというふうに思っております。ですから、今、現在はですね地域医療として、

儲かっていないかもしれません。そしてですね、企業団への負担金、両町長と平成２９年に

話をして、普通交付税は全額ということ特別交付税も全額と、繰出基準の満額を上限として

支出しているような状況ですが、なるべく経営も改善していただきながらですね、しっかり

と自立していただく、峡南医療センターになっていただきたいなというふうに思っていると

ころでございます。私の方もですね、就任して少し勉強させていただきました。そして、今

年度からですね峡南医療センター、公立病院経営改革プランの策定という部分ですね、これ

私もやるべきだということでですね、取りかかるよう指示を出したところでございます。以

上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

病院っていうのは基本的に、公立病院は独立採算制と。どこの病院でもそうなんです。当

たり前のことなんです。民間では、この近くで言えば総合病院という意味では、徳洲会病院

があり巨摩共立病院があると。いずれも独立採算でやっているわけですね。ところが、この

峡南医療センターに限って言うならば、国からの補助金はある意味、あの町への交付金はあ

るにしてもですね、６億円からお金を出しているわけですね。交付金を除けば４億円という

考え方でいいんだろうと思いますけども。これをやっているっていうことが異常だと思わな

ければ、やはり独立採算でやってきた、地域完結型医療を目指すというようなことも掲げた

り、地域のためにということを掲げていますけども、これを基本に据えて、改革プラン、も

し今やると、新たにまた第何期目か知りませんけども、やるということであれば、そこが重

要なことだろうし、ぬるま湯に浸かったような経営をされて、町民はですね、おそらく、今、

こんなに、峡南医療センターにこんなにお金をつぎ込んでいるってことは多分忘れているし、

今回初めて、再度ここで発言したことによって、思い返すだろうと思いますけども、足元を

やっぱり見直すということを、町長にはしっかりやってもらわなければならないと思います

し、これってのは、こういう話ってのは、町長が富士川町の町長がですね、市川三郷の町長

と直に話をまずしないことには、前に進まない話だと思ってます。そこが１番大事だと思う

んですけど、その点についての町長の腹づもり、もしあればお伺いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。まさに地域医療という部分で、お金がかかる部分

でありますが、私はもう本当にこの地域医療をしっかりと守っていく、そこでは今の段階で

はですね、お金がかかってしまっても仕方がないというふうに思っております。ただ、仕方

がないままいくということはですね、議員のご指摘のとおり、また町民からしても、このま

まの状態だと理解は得づらいのかなというふうに思っているところでございますので、先ほ

ど答弁させていただいたように、経営改革プランそして生温い改革プランではなく、しっか
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りとした改革プランを立てる。そしてですね、周辺自体もですね、しっかりと医療ですね、

地域医療を守っていくという機運を高めながらですね、峡南医療センターを充実させていき

たいというふうに思っているところでございます。そして、隣町の市川三郷の町長さんとも

対話をということでございます。ことあるごとに、また医療センターの会合とかでもですね、

情報共有はさせていただきながらですね、対話はさせていただいているところでございます

が、まさにですね、これから先の未来を見据えたときに、この峡南の北部の地域医療をしっ

かりと、これ、なくしてはいけないと思っています。しっかりと立てていくためにはですね、

しっかりと前に進めていくためには、更なる対話を進めていきたいというふうに考えている

ところであります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

ここでちょっと注意をさせていただきますが、齊藤欽也君の質問ですね。峡南医療センタ

ー企業団の議会というものがありまして、本町からも５人でしたか、議員が出ておりますの

で、まずそこの議員たちにその質問をするべきではないでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

今の議長のご指摘、一部そうだろうと思いますけれども、基本的には峡南医療センター企

業でやることは、峡南医療センター企業団の出した、例えば、今、出てきた回復具合や予算

決算についての議論を行う。私が今、ここでしているのは、うちの町が出している負担金の

話をしている。ちょっとそこは違うんで、ご理解願いたいと思います。それではですね、な

かなかしつこいみたいな雰囲気があるようなんですけども。２つ目の質問に移りたいと思い

ます。平成２７年、これが１つの区切り目の大きな採決を行ったんですけども、２７年１２

月議会でですね、もうどんづまりの中で企業団が７億以上のお金を返済しなくてはならない

ということで、これ資金不足に陥るということで、それを採決したんですけど、そのときに

うちの町が、両町それぞれの町ですが、うちの町でも３億６５００万ぐらいだったかな、出

したと。これに当たっては、さすがに賛成、反対、拮抗しました。最終的にはですね、やは

り出さないわけにいかんだろうという気持ちもあって、多くの議員さんにもあって可決と、

これは可決されました。ただしそのときにですね、附帯決議というものを付けました。それ

はどういうことかっていうと、経営改善が進まなければ、町の財政負担は際限なく広がると。

改善施策の見直しと、独立行政法人への移行を検討すべきであると。企業団については、早

急な改善施策の検討を要請すると。要は、どこかで区切りをつけなくちゃならないんじゃな

いかと。企業団はですね、地方公益法人の一部適用。当時、設立するときにも実は、一部適

用でいくか全適用でいくのか、独立行政法人にするのかという議論もしたし、私達も勉強し

提言もした。そういうこともあって、さすがにこの約１年半たった段階で、これでは困るよ

ということでこういった決議までした。この点についてですね、現在、町長は今から考えて、

あるいは今後のことも含めてですね、どのようにお考えになるのか、お伺いしたいというふ

うに思います。
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〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。附帯決議がされました平成２７年１２月以降、企業

団では、平成２８年度に策定をしました「峡南医療センター改革プラン」を基に経営改善に

努めて参りました。また、平成２９年度からは企業団の経営努力および両町からの繰出金や、

令和２年度からは新型コロナ関連の補助金により、現在の企業団の経営状態は安定して黒字

決算となっております。こうしたことから、「改善施策の見直し」も図られており、企業団

からも「地方独立行政法人化」といった経営形態の見直しの話もありませんので、要請につ

いては考えておりません。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

はい。ただいまの回答は、それでよろしいと思います。町長の方からもですね、見直しに

向けてはですね、前向きに考えていくと。ですから、今、この段階で独立行政法人に移行し

ろ、どうこうしろということは、私としてはありません。ただ言いたかったのは、こういっ

た議会が出した附帯決議っていうのは、やはりそれなりに重いものと受け止めて、その後、

やはり町としてもですね、そこを絶えず念頭に置きながら、取り組んで欲しかったなという

気持ちがあります。これ以上あれですね、いずれにしても町長がトップで、これに向けてで

すね、真摯な対応をされることを見守っていきたいというふうに思います。以上で１つ目の、

峡南センターへの繰出金ということについては、終わりにしたいと思います。２つ目に、富

士川町奨学金制度についてと、これは先ほどの峡南センターも町の予算を使う話で、これも

町の予算を使う話なんですけども。制度、奨学金制度そのものを見直す必要があると思いま

すが、当局の考えを伺うという質問ですけども、この前提にあるのは、富士川町の奨学金、

高校までですけども、利用できることになっています。生活に困窮世帯を基本的には対象と

して、出すということなんです。実はこれ、だいぶ長いこと貸し出しはしていない。現在、

聞いたところでは１０名の方がですね、返済をやっていてあと４７０万ぐらいだと。利用が

ない状況なんで、この奨学金そのものを、あるいは特別会計をですね、どうしようかという

話もあるようです。しかしながらですね、今日、子育て支援金やいろんなことがあってです

ね、後々、近々ですかね、高校も無料にしようというような話まで出ている中で、高校まで

という限定をつけたうちの町の奨学金ってのは、使い勝手が非常に悪いんだろうと、思って

います。そういう意味で、こういった制度をですね、今一度、見直す必要があるのかどうか、

その辺について当局の考えを伺いたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

教育総務課長 小林恵さん。

〇教育総務課長（小林恵さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。本町の奨学金制度につきましては、高等学校、特

別支援学校高等部の在学生に対し、在学期間に、月額２万円を上限として貸付事業を実施し



53

ているところであります。一方、国の助成制度としましては、所得要件を満たす世帯の生徒

の授業料を無料とする制度が創設されています。また、県では、授業料以外の教育費の負担

軽減を目的に、世帯の状況に応じた年額を給付する奨学給付金制度が設けられております。

そのため、国や県の制度を優先して利用することが多く、近年は、町の奨学金貸付が利用さ

れていない状況にあります。本来、奨学金制度は、経済的理由により就学が困難な者に対し、

貸し付けることを目的としております。今後、限られた基金を活用する中で、現行の貸付や

償還方法等についても、より利用しやすい貸付方法を研究して参りたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

今はですね、県や国、あるいはほかの奨学金制度があるということで、それを活用する人

が多いという実情のようです。ですが、もう高校進学はほとんど義務教育に等しいような現

状になっていて、あとは国の方でそれを無料化するのか、しないのかということも議論の的

にはなっているという中で、これから求められるのは、さらに上の教育課程ですよね。いわ

ゆる大学や大学院、そして就職するにも専門学校に行かなくては、もう就職も困難になるよ

うな時代です。そういったことを考えれば、町としてもですね、やはり高校までという限定

ではなくして、さらに上を目指す、あるいは上を目指すために必要な支援というのは、考え

てもいいんではないかと。現在、２万円ですか。大学あるいは専門学校って言えば、２万円

だったら当然足りない、あるいは５万円にするのか、その辺は議論をしていただかなくては

いけないし、仮に５万円を１０人に貸し付けたと、あるいは給付も含めてですね、給付する、

貸し付けるという２点を含めての話になりますが、５万円を１０人にと、そうすると年間６

０万で６００万。これが４学年だと２千何百万という金額です。先ほど私、峡南医療センタ

ーで１億円出さなくてもいいでしょうという話をさせていただきました。しかし一方では、

それだけのお金があればですね、１０００万、２０００万のお金があれば、そういった事業

もできる。そして実際、困窮世帯、非常に増えているのも事実です。格差が広がっていると

いうことを考えれば、その点についてはやはり、教育委員会としてもですね、今すぐどうこ

うではなく、少なくとも早急に、その辺の協議、あるいは検討というものをするべきじゃな

いかと思うんですけどもいかがでしょうか？

〇議長（堀内春美さん）

教育総務課長 小林恵さん。

〇教育総務課長（小林恵さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。現在、町の奨学金貸付の財源は、基金であります。

財源の確保の確実性が、見込めない現在の状況では、貸付対象者の年齢拡大や、給付型の奨

学金制度の創設は困難であること、および大学進学においては、独立行政法人日本学生支援

機構ほか、多くの学生が利用できる有利な制度もあることから、町では高校の就学を対象と

し、先ほども申し上げましたが、貸付の方法や償還の方法を検討して、利用しやすい制度に

なりますよう、研究して参りたいと考えております。以上でございます。
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〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

財源がないということが一番大きく、確定的なですね、奨学金というのは、当然長期にわ

たる話ですから、短期的に今回貸して、次は貸さないよって制度ではない。もちろん基金だ

から、奨学金を運営するには基金を積み立てる、それを使っていくということなんでしょう。

ただ問題はですね、だから、考えありませんということではなくしてですね、今後の、やは

りこの町の子供たちが、より一層高い教育を受けられ、就業の機会が拡大し就職できると。

それが、この町にとって非常に大きなメリットに将来的にはなるだろうと思っています。で

すから、そういう短期的な話、あるいは現在の状況ではという話ではなくして、これからに

向けて制度を、ルールを皆さんで議論していくということが大事。教育委員会の教育委員の

方々はですね、失礼な言い方になるけども、かなり見識の高い方が多く、他の審議会に比べ

れば多く集まっているだろうと私は思っています。ですから、皆さんで今一度、検討あるい

は検討課題としてですね、ちゃんと議論していくという素地を作っていただきたいと思いま

すけど、教育長いかがですか。

〇議長（堀内春美さん）

教育長 古屋三千雄君。

〇教育長（古屋三千雄君）

ただいまのご質問にお答えさせていただきます。齊藤議員さんのおっしゃったように、奨

学金制度自体が経済的な理由によって、補助が必要な、また困窮しているような状況の家庭

に対して、付されるものでありまして、子供たちの幸せのために使われるものであります。

ということでありまして、先ほども申し上げましたけれども、その貸し付けの方法、それか

ら償還の方法も含めまして、これからより利用されやすいような形を、ぜひとも考えていき

たいというふうに、研究させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。残り時間３分になっています。

〇９番議員（齊藤欽也君）

給付型っていうこともですね、一部給付型ということも念頭に置きながらですね、最終的

には財源がなければ実施はできないんですけども、そういったときのためも含めてですね、

研究・検討をですね、していただきたいと。またしていただけるということをおっしゃって

いただいたんで、皆さんの努力に期待したいと思います。以上で私の一般質問を終わりたい

と思います。ありがとうございました。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告３番 ９番 齊藤欽也君の一般質問を終わります。

ここで暫時休憩を行います。

休憩 午前１１時０５分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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再開 午前１１時１３分

〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて再開します。

続いて、通告４番 ４番 深澤一幸君の一般質問を行います。

４番 深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。今回はですね、峡南５町の事業

でもあります。電動アシスト付自転車を活用した観光事業について質問させていただきます。

なお本日はですね、２枚のパネルを用意いたしました。１枚目はですね、本町以外のシェア

ステーションの状況です。１枚目のこのパネルはですね、下がですね南部の湯のステーショ

ン、上がですね身延駅前商人通り駐車場ステーションです。ほかに調査したところ、甲斐岩

間駅は駐輪場、道の駅とみざわはテントでした。また、路上ステーションや軒下のところも

ありました。ステーションの形態は、それぞれの町によって様々でした。それでは、シェア

サイクル事業についての質問に入ります。オープニングセレモニーが身延町で行われ、テレ

ビでも報道されましたので、皆さん方もご存知だと思います。私も気になりましてですね、

４月の初めに、各町のステーションを見に行ってきました。さすがに、長時間にわたって利

用状況の調査は、できませんでした。そこで（１）令和５年３月２２日にシェアサイクル事

業を開始しましたが、本町の利用状況についての考えを伺います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。シェアサイクル事業の利用状況につきましては、利用回

数や平均利用時間等を集計し、翌月中旬に報告書が提出されることとなっております。この

ことから、現在、報告を受けております最新のデータは、４月末までの実績となり、町内に

２つあるステーションのうち、道の駅富士川ステーションでは、貸出が６件、返却が７件、

また、鰍沢商店街ステーションでは、貸出が２件、返却が２件の実績報告がありました。こ

うしたことから、サービス開始からの期間が短く利用状況の統計が取れていないことから、

今後、実績や課題が示された中で、峡南５町で協議を行い、利用促進に務めて参ります。以

上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

再質問です。委託先からの報告書が末締めの翌月中旬でないと出てこないということです

が、町独自では利用状況の把握はできないのでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。利用状況につきましては、末締めでシステム会社が集計
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するため、町独自では把握することはできません。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

データが全て委託先に行くようになっているので、リアルタイムでは見られないというこ

とですが、何事においてもスピード感が求められる現代です。データが共有できるように１

つ交渉してみてください。それでは再質問です。町内２か所のステーションの実績はわかり

ました。報告されたデータの中に、利用回数や平均利用時間等が示されているようですが、

他にどんな内容が含まれていますか。また、利用者からの声として、不具合を含むクレーム

や要望、意見等はなかったのでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。経路別利用回数や、時間帯別利用回数などの報告とあわ

せて、問い合わせ件数の報告がありました。問い合わせの内容としましては、利用方法など

と自転車不具合についてでございました。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

問い合わせ内容が、利用方法や自転車の不具合、おそらく空気がとかっていうような問題

ではなかったのでしょうか、ちょっと調査したときにも、よその町でも何も問題はなかった

んですけど、ただ空気圧がちょっと低いんじゃないのかなっていう、これは感覚的な問題だ

と思うんですけども、そんな問題がちょっと１つあったということなので、おそらく当町で

も、そんな感じのものではなかったのでしょうか。概ね問題もなく、稼働をしているという

ことですね。さて、再質問になりますけども、手軽に乗れる自転車がゆえに、安全に使用さ

れなければなりません。安全に利用していただくための、維持管理についてはどうなってい

るのでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。シェアサイクル自転車は電動アシスト付きで、スポーツ

タイプは８アンペアで、標準モードで約３６キロ。かご付きタイプは１２アンペアで、標準

モードで約５４キロの走行が可能であります。このバッテリーの容量が不足しないよう、１

週間に１回の交換と、ステーションの清掃、ステーションの自転車の台数を保つため、移動

した自転車を、ステーションに戻す運搬作業を行っております。また、３か月に１回のメン

テナンスを行うこととなっております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。
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〇４番議員（深澤一幸君）

再質問です。自転車の維持管理についての答弁をいただきましたが、利用者自身の身を守

るヘルメットについても、お伺いいたします。警察庁のまとめによりますと、昨年までの５

年間に、頭部に致命傷を負って死亡した１１１６人のうち、９６％の約１０７１人はヘルメ

ットを被っていなかったとの調査が出ております。ヘルメット着用がいかに重要かわかりま

す。本年４月１日より、ヘルメットの着用化、基本的には努力義務となりましたが、本町の

ステーションには、自転車と使用済みのヘルメット返却ボックスしか設置しておりません。

また、シェアサイクルステーションマップにも、ヘルメットの記載がありません。着用につ

いては、どのように考えていますか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。ヘルメットにつきましては、道の駅富士川ステーション

は、道の駅富士川に、鰍沢商店街ステーションにつきましては、小原屋原田商店様の方に、

貸し出しのご協力をいただいております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

現在は、貸し出しをしているということですね。はい、承知いたしました。それではです

ね、再質問ではないんですけども、さて、ＰＤＣＡサイクルという言葉があります。計画、

実行、評価、改善と計画的に改善する工法です。このシェアサイクル事業は、開始して２か

月余りです。検証するには、短期間すぎるので、まだ早いのではという議員もいらっしゃい

ましたが、昨年１０月３１日の臨時会において、修正動議が出された事業です。峡南５町の

観光事業を推進するためのシェアサイクル事業を、春の観光シーズンに間に合わせたいとい

う、当局の考えに賛同しました私達議員も、この事業に対しては、関心も責任もあります。

２番目の質問事項にも関係しますが、短期間であろうが、早め早めの検証を定期的に行って

いくことが大事だと思います。ここでパネルを変えます。２枚目のパネルは、道の駅ステー

ションと鰍沢商店街ステーションです。上が鰍沢商店街ステーション、下が道の駅ステーシ

ョンです。乱暴な表現ですが、スタート時は道の駅のように、鰍沢商店街ステーションも野

ざらし状態でした。現在は、道の駅もテントの下にありますので、見た目にもだいぶ改善さ

れたと思います。シェアサイクル事業においては、全国的に見ても、屋根なしが多く、屋根

付きは珍しいそうです。都市部では、いろいろな状況によって屋根なしが多いようですが、

しかし、利用する人にしてみたら、やはり屋根ありの方が良いですよね。私はそういうふう

に思います。それでは、（２）の質問に移ります。シェアサイクルは峡南５町の事業ですが、

それぞれの地理的、文化的なものなど、地域性があると思います。この地域性を生かした事

業が、本町でもできるのか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。
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〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。峡南５町の周遊が目的であるシェアサイクル事業につき

ましては、町内の観光スポットの移動にも利用していただきたいと考えております。すでに、

道の駅富士川を拠点とした㳁米の棚田や甲府盆地の絶景ポイントなどが含まれた、おすすめ

スポットを巡るサイクリングマップなどを作成しており、これらのマップを活用していただ

くことで、シェアサイクルを使用した町内観光にも、つなげて参りたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

再質問です。町内の観光スポットへの移動にも、利用していただきたいとのことですが、

町民の事業に対する、この事業に対する認知度は、どのくらいだとお考えでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。サービスを開始したばかりであり、認知度は低いと考え

ております。広報誌やホームページ、ツイッターへの掲載、また町内主要施設にチラシの配

布を行う中で、さらに認知度を高めるため、今後は目に付きやすいよう、のぼり旗や看板を

設置するなど、さらに周知に努めて参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

再質問です。認知度からいくと、鰍沢商店街ステーションについては、場所がわかりにく

いという声があります。道路に面してはいるが、自転車が見えにくいということだと思いま

す。今後は、のぼり旗や看板を設置すると答弁をいただきましたが、管理上の観点からも、

空き店舗等を活用してステーションにするということは、検討の余地があるのでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。現在、峡南５町では、町有地など、費用負担のない場所

をステーションとして使用しております。空き店舗を活用した場合、賃借料が発生すること

が考えられます。シェアサイクルについては、峡南５町の負担金で運営されているため、富

士川町の賃借料を峡南５町で負担することは困難なため、空き店舗の活用は不可能と思われ

ます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

先ほど、地域ごとに特色があるというお話をさせていただきましたが、状況はわかりまし
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た。そこでもう１つ提案させていただきます。１枚目のパネルのようにですね、二次交通の

交通手段としては、やはり駅前に駐輪場ステーションがあること、設置することが理想だと

思います。いかがでしょうか。空き店舗を活用することも含めて、再考を促します。今回は、

本町だけについて答弁をいただきましたが、あくまでも峡南５町の事業です。当町以外の担

当者にも意見をお聞きしましたところ、やはり地域性があることは感じているようでした。

目に見えるところでは、駐輪場の屋根の問題、ステーションの場所など、再検討する考えが

あると言っていました。スタートして間もない事業ですが、いくつかの課題が見えてきたと

思います。今後とも常に検証をし、さらに新しいアイディアを出して進めていってもらいた

いのです。この事業が尻すぼみにならないよう、我々も注視して注意していきますし、前向

きな提案もどんどんさせていただきます。最後は、希望的な意見を述べさせていただきまし

たが、以上をもちまして、私の一般質問は終わります。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告４番 ４番 深澤一幸君の一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

続いて、通告５番 ８番 小林有紀子さんの一般質問を行います。

８番 小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

８番、公明党の小林有紀子です。これより、２つの項目についてお伺いをいたします。ま

ずはじめに、帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について、お伺いをいたします。長いコロナ

禍での生活が続き、環境や生活スタイルが変化したことなどが影響し、ストレスの増加や免

疫力の低下により、帯状疱疹を発症するケースが多くなっています。帯状疱疹の原因は、多

くの人が子供の頃に感染をする、水ぼうそうと同じ水痘帯状疱疹ウイルスです。水ぼうそう

が治った後も、ウイルスが背骨に近い神経に、生涯にわたって症状を出さない状態で潜伏し

ていて、過労やストレスなどで免疫力が低下すると、ウイルスが再び活性化して帯状疱疹を

発症します。特に５０歳以降は、加齢により免疫力が低下するため、発症率が高くなると言

われています。日本人成人の９０％以上は、このウイルスが体内に潜んでいて、８０歳まで

に３人に１人が帯状疱疹を発症する可能性があると言われています。そこで１番目の質問で

すが、５０歳以上の方が接種できる、帯状疱疹の予防ワクチンの効果について、町はどのよ

うに認識されているのかお伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。帯状疱疹は、水痘いわゆる、水ぼうそうウイルス

が原因で起こる疾患でございます。帯状疱疹を予防するワクチンにつきましては、１回接種

となっている生ワクチンと、２回接種の必要な不活化ワクチンの２種類があります。それぞ

れのワクチン接種の効果につきまして、文献においては、発症率の減少など予防効果と効果

の維持期間が報告をされております。このようなことから、ワクチン接種を行うことで、一
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定の予防効果があると認識をしております。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

再質問ですが、予防効果があると認識をされているとのことですが、予防ワクチンの効果

を考えるに当たっては、帯状疱疹による様々なリスクを考えなければならないと思います。

帯状疱疹は軽い症状でも、赤い斑点と水ぶくれの色素沈着や、傷跡が残る場合があります。

３週間ほどで、皮膚の症状が治まった後も５０歳以上の方の約２割に、日常生活に困難を来

すような強烈な痛みが、数か月から何年も続く、帯状疱疹後、神経痛になる可能性がありま

す。また、頭部から顔面に症状が現れると、視力低下や失明にいたることもあり、顔面神経

麻痺、めまいや耳鳴り、難聴などが生じ、中には髄膜炎を引き起こし、重い後遺症が残った

り、運動機能障害やうつ症状に至るケースもあるそうです。帯状疱疹は、他の人からうつる

ことはありませんが、水ぼうそうになったことのない子供や赤ちゃんにウイルスが感染する

と、水ぼうそうを発症します。さらに、妊婦さんがはじめて水ぼうそうに感染すると、重症

化するリスクが高く、１０から２０％で肺炎を併発するそうです。妊娠初期に水ぼうそうを

発症した場合に、ウイルスが胎盤を経て、胎児に感染することもあり、また、出産後すぐに

お母さんが水ぼうそうに感染をすると、赤ちゃんが発症し、重症化することがあります。水

ぼうそうの入院患者のうち、約３割は帯状疱疹が感染源だったと、国立感染症研究所感染症

疫学センターの報告です。帯状疱疹は、全身の神経のどこにでも発症し、合併症などで重症

化する可能性があるリスクを考えますと、ワクチン接種で予防する効果は非常に大きいと考

えますが、このようなリスクへのワクチンへの効果については、どのようにお考えでしょう

か。お伺いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。ワクチン接種をすることで、発症率が抑えられる

とか、予防効果につきましては文献にございますけれども、接種をしたことで、副作用もあ

るということですので、医師と相談をしていただいて、接種をしていただきたいと考えます。

また、国でも現在、検証、議論をしている最中でございます。このようなことから、現段階

でそういう考えを持っております。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

そうですね。副作用というか副反応ですね、この生じることがあるというお答えでしたけ

れども、どんなワクチンでも副反応は生じることはあります。ほとんど帯状疱疹ワクチンの

場合は、ほとんどが３日以内で収まるぐらいの注射した部位の痛み、腫れ、また筋肉痛や頭

痛などです。必ずリスクも周知していくっていうことは、本当に大事なことでありまして、

これを本人が両方のリスクを知ったうえで、ワクチンなどは接種をするということが大事で
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あるわけです。この副反応に関しまして、この近隣の市町ですね、県内どこか、そういう副

反応で重症化したとか、そういうことを何かそういうケースが、今まで聞いたことはないん

ですが、そういうケースは何かあるのでしょうか、お伺いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまの副反応についてのご質問にお答えいたします。今のところ、その副反応につい

ての症状なりということは、こちらでは把握をしてございません。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

わかりました。本当にあの、ワクチンというのは、そういう副反応っていうのは、必ずリ

スクがあるわけですから、そういうことも、この後に質問をしますが、周知をしていくべき

だと思っております。そこで２番目の質問ですが、帯状疱疹は、免疫力の低下やストレスが

引き金となり、誰でも発症する可能性がある病気です。５０歳以上の方は、ワクチンを接種

することで、帯状疱疹を予防することができます。しかし、帯状疱疹にワクチンがあること

があまり知られていません。ようやく最近、あのメディアで取り上げられるようになりまし

たが、帯状疱疹ワクチンの周知啓発についてお伺いをいたします。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。ワクチン接種は、一般に定期接種と任意接種に分

けられ、帯状疱疹ワクチンの接種につきましては、任意予防接種となっております。国にお

きましても、科学的知見に基づきまして、期待される効果や安全性について、議論が進めら

れております。また、ワクチンの種類により、接種のできない方、あるいは注意を必要とす

る方もいるため、接種に当たっては医師への相談が必要となります。このようなことから、

町では、広く住民に帯状疱疹ワクチンについての周知啓発は行っていない状況でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

周知啓発は行わないという、行っていないということですけれども、本当に、今、課長も

おっしゃられたように、いろんな医師との相談のうえで、行っていく方もいらっしゃる、対

応されるような方もいらっしゃいます。帯状疱疹は、免疫力の低下や、ストレスが引き金に

なるわけですから、がんや糖尿病などの免疫力の低下する持病のある方や、ステロイドの内

服液や抗がん剤など、免疫の働きを抑制する薬を服用している方や、服用している方も注意

が必要になります。子供の頃、水ぼうそうに感染した人も、このウイルスに対する免疫は年

齢とともに弱まり、帯状疱疹を発症するリスクが高くなるわけです。一度帯状疱疹を発症し

た人も、体の免疫力が低下すると、再び発症する可能性があります。本当にそういう意味で
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は、もう広く、いろいろな方に周知をしていく。このワクチンがあって、予防できるという

ことを周知していくことが、大事ではないかと思っておりますので、ぜひとも、５０歳以上

の方にこのワクチンがあるということを、周知啓発をしていただきたいと思っておりますの

で、今後、ぜひ検討していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それで

は、次に３番目の質問になりますが、本町では、帯状疱疹の発症を未然に防ぐため、希望す

る人が安心して接種できるように、帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成をすべきと考えま

す。フレイル予防として、健康寿命の延伸にこそ力を尽くすべきと考えますが、帯状疱疹ワ

クチン接種費用の助成について、お伺いをいたします。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。帯状疱疹ワクチンにつきましては、国の審議会に

おきまして、予防接種法に基づく定期接種として導入する場合の、最適な対象年齢や期待さ

れる効果、安全性、費用対効果等についての検討が慎重に行われております。また、町にお

ける公的な接種の推進につきましては、国の動向を踏まえて検討すべきと考えております。

こうしたことから、十分な安全性の確認がとれていない任意予防接種となっている現時点に

おきましては、接種費用の助成については考えておりません。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

現時点では、考えていないとのことですけれども、この帯状疱疹ワクチン接種費用は、生

ワクチンで１回８０００円程度、不活化ワクチンは１回に２万から２万２０００円程度を２

回接種と高額です。先日、富士河口湖町で、帯状疱疹の任意予防接種費用の一部助成が、４

月１日より開始をされましたので、富士河口湖町役場で、健康増進課の方から説明を受けて

参りました。県内では、富士河口湖町が初めての実施となります。５０歳以上の方で、不活

化ワクチン２回接種を受ける場合は、各１万円、生ワクチン１回接種を受けた場合、４００

０円の補助を富士河口湖町ではすることになりました。１年間で、町内の２００名から２５

０名の発症が予測されるとして、まずは当初予算で７５名分を当てていますが、開始以降、

予想以上にワクチン接種をされる方が増えていて、４月に２５人が接種をされ、この分だと

追加予算が必要なのではとお話をされておりました。町民が健康で元気いられれば、行政と

しても、地域の活性化につながるとの町長のお考えでありました。予防することで、医療費

の圧縮が考えられるとして、フレイル予防として、健康寿命の延伸にこそ、力を尽くすべき

であると実施を決断されたとのことです。帯状疱疹になって医療費がかかり、後遺症が重く、

その後、介護が必要になってしまうようなことがない生活を、リスクの重大さを考えますと、

予防が何より大事であると考えます。再質問としまして、人生１００年時代、健康で快適な

暮らしをしたい、町民の健康寿命を延ばす施策としまして、また町民が健康であれば、医療

や介護に関わる町の負担軽減、ひっ迫する財政の軽減にもつながります。町が進めている子

育て支援の充実にも、妊婦さんや赤ちゃんの命を守ることにもつながり、人口の大半を占め
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る高齢者の方々の健康増進のため、帯状疱疹の発症率を下げ、重症化を防ぐための帯状疱疹

ワクチン接種の費用への助成は、とても重要なことではないでしょうか。こういう観点から、

町民の健康増進を考えるうえで、町長のご見解をいただけますでしょうか。お伺いいたしま

す。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。まさに町民のフレイル予防、または健康寿命の増

進ということですね、これは町の全体的なビジョン、また町としてもそういう方向はですね、

進んでいかなきゃいけないと思っております。やっぱり、町民の皆様が健康に、いきいきと

暮らしていただくこと、これはですね、１番最重要課題というふうに捉えているところでご

ざいます。ただいまご指摘いただいたですね、帯状疱疹のワクチンの接種費用の助成という

部分ですね、これ確かに実施している町もありますが、我が町についてはですね、当面です

ね、国のですね、審議会においての方向性を見定めながらですね、また今後ですね、しっか

りと注視しながらですね、その助成について方向性を見極めていきたいなというふうに思っ

ているところでございます。しかしながら、繰り返しになりますけど、議員と同じ目線でで

すね、町民の健康増進に対してですね、これからも引き続き、尽力していきたいと考えてい

るところでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

ありがとうございます。前向きな町長のご答弁をいただき、また力強く思っております。

それでは、次の大きな項目の２つ目に移りたいと思います。防災対策強化について、お伺い

いたします。本年は、関東大震災から１００年を迎えます。今後、３０年以内に７０％以上

の高い確率で、南海トラフ地震が発症することが、推定をされております。最近では、５月

に石川県能登地方の震度６強の地震をはじめ、大きな地震が相次いで発生したような印象が

ありますが、日本は、世界の中でも特に４枚のプレートがぶつかり合う、地震が起きやすい

位置にあり、マグニチュード５程度の地震が日常的に起きる地震大国です。自分の命を守る

ための最大限の備えが必要です。町民の防災力を高めるため、更なる取り組みが重要と考え

ます。そこで１番目の質問ですが、町では富士川町耐震改修促進計画に基づき、住宅の耐震

診断や耐震改修を行っていますが、住宅の耐震化の推進についてをお伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

都市整備課長 井上勝彦君。

〇都市整備課長（井上勝彦君）

ただいまの質問にお答えします。町では、住宅の耐震化を推進するため、昭和５６年５月

以前に建てられた木造住宅について、無料の耐震診断や、最大１００万円を交付する耐震改

修工事等の補助事業を実施しております。さらに、耐震啓発ローラー作戦や甲州富士川まつ

りでの「木造住宅無料耐震相談コーナー」を実施するなど、普及啓発を図ってきたところで
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あります。こうしたことから、今後も、町民に向けて、耐震化の重要性を発信し、意識啓発

に務めて参りたいと考えております。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

再質問ですが、無料の耐震診断や、最大１００万円が交付される、耐震改修工事を実施し

ているということですけれども、平成２３年に東日本大震災が発生をし、甚大な被害があり

ました。それ以降も大きな地震が続いていますので、町民の皆さんの意識的にも、耐震化を

されている方が増えているのではないでしょうか。昨年の住宅の耐震診断の件数と、補強工

事はどちらも０件だったと伺っておりますが、これまでの実績については、特に震災以降で

すね、合併してからでいいですけども、どのような状況かお伺いをしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

都市整備課長 井上勝彦君。

〇都市整備課長（井上勝彦君）

ただいまの質問にお答えします。合併後の平成２３年度からの実績につきましては、耐震

診断が６４件、耐震改修工事は１２件でありました。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

耐震診断数が６４件の、耐震改修工事は１２件とのことですけれども、これは数字からす

れば本当に少ないですよね。再質問ですけれども、この無料の住宅の耐震診断ですけれども、

その中に住宅のブロック塀も含まれていますでしょうか、そこら辺の実績なんかはいかがで

しょうか。

〇議長（堀内春美さん）

都市整備課長 井上勝彦君。

〇都市整備課長（井上勝彦君）

ただいまの質問にお答えします。耐震診断を実施する住宅の敷地にブロック塀がある場合

には、あわせて実施しております。なお、令和２年度では３件の耐震診断を実施し、このう

ち１件については、建物とブロック塀の診断を実施したところであります。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

再質問ですけれども、町の耐震改修促進計画の中では、住宅の耐震化率の目標設定がされ

ております。令和２年度の住宅総数６２１８件に対しまして、昭和５５年以前の住宅が２３

５２件、耐震性がない住宅が１５０２件、そこから目標の令和７年度には耐震率９５％で、

耐震性のない住宅は３１２件まで減らす目標が掲げられております。５年間で、１０２７戸

の耐震化が必要になりますと明記をされております。町では、先ほどおっしゃったように、

耐震啓発のローラー作戦を毎年行ってくださったり、コロナ禍では中止をされておりました
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が、甲州富士川まつりの会場での、無料耐震相談コーナーを行ってくださっているわけです

が、本当にあの地道な声かけをこれまで本当に行ってくださっていて、担当課の皆さん、本

当にご苦労されていることと本当に思います。しかし、実際にはなかなか耐震化が進まない。

このことについて、どのような課題が考えられるか、お伺いをしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

都市整備課長 井上勝彦君。

〇都市整備課長（井上勝彦君）

ただいまの質問にお答えします。耐震改修工事には、町からの補助金のほかに、所有者が

負担する費用もあることから、中には躊躇する所有者がいることも、耐震化が進んでいない

１つの要因であると考えております。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

課長のおっしゃるとおり、やはり個々の住宅に関しましては、費用の面やそれぞれの事情

で、耐震改修はしたくても、なかなか行動に移せない場合があると思います。ですから、私

は町民一人ひとりが、防災意識を高められるような意識啓発が、本当に大事だと思っており

ます。担当課の皆さんが、耐震啓発ローラー作戦をするときには、耐震診断や耐震補強の推

進はもちろんですけれども、ぜひとも、この夜間の就寝中での地震で、家屋倒壊の被害に遭

わないように、寝室だけは耐震補強をしてくださいとか、最低限家具の転倒防止ですねこれ

を行うように、そういうこともあわせて啓発を行うなどをしていただきたい、推進していた

だきたいと思っております。町の広報やホームページで掲載をしていても、実際には自分事

として理解をされていないのが現状だと思います。対面で声掛けをしていただく中で、やは

り防災交通課とも連携をしてですけれども、推進をしていただければと思いますので、本当

に大事であると思いますのでこの点もぜひ、要望になってしまいますが、よろしくお願いを

したいと思います。それでは２番目の質問ですが、

〇議長（堀内春美さん）

小林議員。ここで暫時休憩を行います。

なお、再開は午後１時といたします。

休憩 午前１１時５９分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

再開 午後 １時００分

〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて再開します。

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

２番目の質問ですが、令和４年３月定例会でも質問いたしましたが、地域防災リーダー養

成講座を開催し、自主防災組織の強化を図る考えについてお伺いをいたします。

〇議長（堀内春美さん）
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防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えします。地域防災リーダー養成講座につきましては、昨年までは

コロナウイルス感染症の影響で開催できませんでしたが、本年度は秋頃の開催に向け準備を

進めているところであります。また、この講座の修了者は、富士川町地域防災リーダー名簿

に登録し、自主防災組織の強化のために活躍していただくことを考えております。以上にな

ります。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

本当に、これまで地区防災リーダー養成講座の実施については、平成２９年６月に、女性

防災リーダー養成育成をと訴えてから、これまで７回にわたり一般質問で訴え、これまでの

課長さん方から、開催していただける内容の答弁もありましたので期待をしておりましたが、

毎年なかなか実施に至らない状況で、もどかしい思いでいっぱいでありました。コロナ禍に

あっても、近隣の市町においては常に開催をしていて、本町との防災意識の違いを本当に実

感しておりましたけれども、本当に今、課長の答弁をいただきまして、本当にようやく実現

に向けて確かな答弁をいただき、本当に胸がいっぱいになります。本当に今回、町長の防災

対策に対する強い意気込みの表れであると、今後の取り組みに大いに期待をするところであ

ります。町民の命を守るため、必ず進めていただきますよう、よろしくお願いをいたします。

その中で、あの再質問ですけれども、開催していただけると、今年度、秋頃ということで開

催していただけるとのことですが、それは１回限りではなく、継続して開催をし、多くの町

民の方が防災意識を高め、地域の防災リーダーを担っていただけるよう、要請していただく

場にしていただきたいと願っております。その点について、今後、継続して開催をしていた

だく事業として、しっかり取り組んでいただけるのであるか、確認になりますけれども、お

伺いをしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えします。開催を予定しています防災講座につきましては、地域で

活躍できる防災リーダーを増やしていくという目的もございますので、様々な反省点を生か

しながら、明年度以降も継続して開催していきたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

ぜひとも、地域防災リーダー養成講座を終了した方々が、各地区に誕生し、自主防災組織

の皆様と一緒になって、地域の防災を担う人材となっていくよう、そこには女性の防災リー

ダーも加わるようになることで、地域のコミュニティの活性化、更なる地域防災の強化に繋

がるものと考えます。継続して実施いただきますよう、何卒よろしくお願いいたします。そ
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れでは、最後に３番目の質問ですが、福祉避難所は、阪神淡路大震災で要支援者が避難所生

活の中で、相次いで亡くなったことを教訓に、１９９７年に制定され、各市町村が主に民間

の介護保険施設、障害者福祉施設などと協定を結び、指定をしています。しかし、東日本大

震災のときも、福祉避難所の周知はされていましたが、福祉避難所への避難はほとんどなか

ったそうです。現在、避難行動要支援者の個別避難計画を進めていただいているわけですが、

避難行動要支援者が、福祉避難所へ直接避難できる体制を構築すべきと考えますが、見解を

お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。福祉避難所とは、避難生活において特別な配慮を

必要とし、一般避難所では生活が困難な方を対象とする避難所のことでございます。災害発

生時に、福祉避難所が開設された場合は、直接、福祉避難所へ避難することができます。避

難をする際は、まずは要支援者の生命・身体の安全確保を第１に考えて行動し、その後、要

支援者の状況を把握したうえで、高齢者、障害者、妊産婦等対象者ごとに、開設する福祉避

難所の受け入れ体制が整い次第、避難することが望ましいと考えます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

原則としましては、いったん福祉避難所に避難をして、それから福祉避難所を開設した場

合に、そこに移動するっていうことが原則となっているわけですけれども、国では、令和元

年の台風第１９号を踏まえて、災害対策基本法を令和３年５月に改正をされました。福祉避

難所について、あらかじめ受け入れ対象者を特定し、本人とその家族のみが避難する施設で

あることを公示する制度が創設をされました。災害時の直後の避難等を促進し、要支援者の

支援を強化するとしまして、福祉避難所の確保・運営ガイドラインが改定となりました。障

がいのある人などについて、福祉避難所ではない避難所で過ごすことに、困難を伴うことが

あるため、一般避難所への避難が難しい場合があり、平素から利用している施設へ直接に避

難したいとの声が多くあるためです。実際に、直接避難には多くの課題があると思いますが、

ガイドラインが改正になりましたので、福祉避難所の体制が整ったうえで、直接避難ができ

るような、福祉避難所の体制が整えばっていうようなことで、今もお話がありましたけれど

も、この直接避難できる体制について、本町でも取り組んでいただけないでしょうか。いか

がでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。実際、災害が起こった場合は、まず生命、身体の

安全確保をしていただくことが第一と考えておりますが、計画の中では、支援カードという

ところですけれども、その中では案内図の記載としまして、支援者の住まいや避難所や、ま
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た避難経路などを記入することとしております。また、近年の災害を踏まえまして、福祉避

難所につきまして、先ほどありました、障がい者の方が、平素から利用している施設へ避難

をするというような、いろいろ課題があることは承知をしております。また、防災や福祉、

保健など関係者と、また今後もそういう課題に取り組んでいきたいと考えております。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

再質問ですが、直接福祉避難所への避難っていうのは、避難行動要支援者の今もおっしゃ

っておりました、特別避難計画ですね、この支援者のカードを元にした特別避難計画。これ

によって、進めることが本当に大事であります。本町の、避難行動要支援者の登録件数は２

５１件と伺っております。その中、個別避難計画の作成ができているのが１３４件というこ

とで伺っておりますけれども、なかなかこの個別避難計画っていうのは、全国どこでも大変

に、計画が進まない。大変難しい問題だということで、課題になっております。災害時に被

害を受ける、障がい者や高齢者などの避難行動要支援者の命を守る救うために、お一人おひ

とりの平時からの心身の状況や、生活実態などを把握しているケアマネージャーさんや、相

談支援員さんなどの専門職、福祉専門職の方と一緒に、本人や家族、地域住民、民生委員さ

んとかですね、地域住民の方、また行政が連携して、個別避難計画を策定する取り組み、こ

れが国の努力義務として、現在、進めていただいているわけですけれども、なかなかお一人

おひとり、今、登録２５１件ということで、本当に大変なことだと思います。その中、本当

に福祉避難所へ直接避難しなければいけないような、本当にそういう状況にあるような方々

に対しましては、ぜひ、個別避難計画の中で、ぜひこの改定にもありますように、その方を

特定をして、ぜひその方はここの福祉避難所というように、この個別避難計画の中でぜひ進

めていただきたい、そういう取り組みもぜひこの体制の中で、今、進めている個別避難計画

の作成の中で、ぜひ取り入れていただきたいと思いますが、その部分に関してはいかがでし

ょうか。

〇議長（堀内春美さん）

福祉保健課長 遠藤悦美さん。

〇福祉保健課長（遠藤悦美さん）

ただいまのご質問にお答えいたします。町では、災害時自力や家族の援助があっても、避

難する際に支障がある在宅の要支援者の方から、災害時避難行動要支援者登録支援カードの

提出をいただいております。このカードには、要支援者の個人情報、大切な情報が入ってお

りますので、いざ災害となった場合、この支援者の方を支援をしてくださる方、あとは民生

委員の方など、社協の方とかが協力をしていただいて、避難を手助けをしていただくという

ふうに進めております。今後も計画の策定につきましては、周知をし進めて参りたいと考え

ております。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。残り時間が４分になります。

〇８番議員（小林有紀子さん）
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ぜひ、避難行動要支援者の方々の命を救うためには、もうぜひお一人おひとりの状況に合

わせた個別避難計画を作成する。そのことには、本当に大変なご苦労がいることだと思いま

す。日頃のご苦労に本当に感謝をいたします。避難行動要支援者の対応は、名簿や計画を作

成することにとどまらず、誰一人取り残さないとの、地域の支え合い、結び付けを深め、防

災対策を強化していくことが大事であると思います。そういう意味で、ぜひこの福祉個別避

難計画、ぜひしっかりとしたものを作成をじっくり、お一人おひとりに合わせた個別避難計

画を策定し、そしてぜひ福祉避難所への直接避難に繋がるような、そういう計画に繋げてい

ただければと思っております。何卒、よろしくお願い申し上げます。以上で私の一般質問を

終わります。

○議長（堀内春美さん）

以上で、通告５番 ８番 小林有紀子さんの一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

続いて、通告６番 １番 宇田川朱恵さんの一般質問を行います。

１番 宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

通告どおり一般質問をさせていただきます。今年の４月より、富士川町では未満児の保育

料が無償となりました。また、令和５年４月１日に、こども基本法が施行されました。子供

の最善の利益を第一に、こども施策を強力に進めていくことが書かれております。一方、保

育所の機能も、保育にかける子供を預かるだけでなく、子供の教育機能、保護者の方の子育

てを支援する機能、また、地域に開かれた、子育て支援の場であることが求められておりま

す。その中で、情報をしっかり取り入れ、子供のためによりよい教育施設を探すことができ

るご家庭がある一方で、様々な支援から取り残されやすい家庭もあります。幼児教育の経済

学の研究で有名な、ノーベル経済学賞を受賞したヘックマンの研究では、支援が必要な家庭

子供への幼児期の教育が、４０年後に犯罪率の低下、所得の増加など、後々の人生において

高い効果を得たことも実証されています。子供が生まれた家庭の状況によらず、質の高い教

育を受け育つことは、子どもの権利条約、こども基本法でも謳われているところであります。

このように、非常に大切な幼児教育の教育を担う、未満児の保育について質問させていただ

きます。まず、（１）の質問です。現在、３歳未満児の富士川町の保育所の定員ですが、現

在の時点で、既に定員に達する状況と聞いております。緊急で、支援が必要な家庭の入所の

希望があった場合、どのように対応するのか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。昨年度は、年度途中での職場復帰等に伴う入所希

望によりまして、３歳未満児は定員を上回った時がございました。こうした中、今年度は保

育所の再編により３園としたことから、職員の重点配置によって、３歳未満児の定員の拡大

を行ったところでございます。緊急に保育が必要となった場合は、家庭の状況に合わせた保
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育が提供できますよう、各保育所と連携し、受け入れできる体制を整えております。以上で

あります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

再質問です。先ほどの課長の答弁で、各保育所と連携し、受け入れる体制をということで

したが、こちらは具体的にどのような対応をするのでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。緊急に保育が必要となった場合には、子育て支援

課を窓口として、各保育所の空き状況や、受け入れ体制の状況の確認を行いまして、配置で

きる職員の調整を行って、園児を受け入れられるよう行って参ります。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

再質問です。支援が必要なご家庭では、保育所など幼児教育施設にお子さんが通うと、お

子さんに良い影響があるだけでなく、お母さんの幸福度も上がるという研究結果も出ており

ます。そういうお子さんにこそ、積極的に保育所を利用していただきたいと思いますけれど

も、他市町村から、もしくは他県から富士川町に転入する方もいらっしゃいますし、保健師

さんが把握してくださっていることは、重々理解をしているのですけれども、ホームページ

で保育所の空き状況を公表することはできないでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

各保育所の空き状況につきましては、利用者の決定の辞退、決定者の辞退や、また各保育

所の受け入れの体制の状況によりまして変動しておりますので、電話や窓口でのお問い合わ

せをいただいて、対応しております。また、保育所の職員の配置は、年度当初から園児が希

望する園に入所ができるよう、配慮をして行っておりますので、年度途中の入所につきまし

ても、電話や窓口にてお問い合わせをいただき、対応させていただきたいと考えております。

なお、ホームページ上でも、子育て支援課や各保育所にお問い合わせがいただけるよう、ご

案内をして参りたいと考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

若い方の中では、やっぱ電話がしづらい方もいらっしゃいますし、なかなか直接問い合わ

せるのが難しいっていう方が、やっぱり支援が必要なご家庭にはたくさんいらっしゃると思

いますので、ぜひお気軽に問い合わせてほしいというようなメッセージを、なるべくたくさ
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んのところで送り届けていただきたいと思います。あともう１点、再質問なんですけれども、

現在、無償化で幼児教育の施設が、非常に複雑になっておりまして、また申込書も非常に複

雑で、住所や家族構成なども、何度も書いたりしなければいけなかったり、必要な書類が人

によって違っていたり、私でも非常にわかりづらい状況となっております。また、今でも手

書きになっておりまして、そのような書類を簡素化できないでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

現在、手書きのみの仕様となっている申込書類につきましては、ホームページ上に、文字

が入力できる形式をあわせて掲載したいと考えております。また、書類がわかりづらい、煩

雑であるというご指摘をいただいておるところですが、引き続き申請される方につきまして

は、個別に対応して参りますので、ぜひ窓口へお越しいただければと思います。よろしくお

願いいたします。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

ぜひともですね、支援が必要なご家庭に届くように、引き続き配慮をお願いしたいと思い

ます。（２）の質問に移らせていただきます。３歳未満児の保育需要が、ますます高まって

いくと思いますけれども、定員を増やすための来年度以降の町の対応について、お伺いいた

します。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。子育て中の家庭が保育所に求める役割としては、

希望した時期に保育所に入所することができ、子どものより良い成長と安心して保護者が働

ける環境づくりではないかと考えております。近年の傾向として、保育所に入所している１

から２歳児の児童数およびその割合は増加をしております。こうしたことから、各保育所で

は年齢ごとの定員の見直しや保育士の適正配置に努め、３歳未満児の保育ニーズに対応でき

るよう実施して参りました。今後も保育ニーズの変化を踏まえ、量的な充足を引き続き図り、

保育環境の充実に取り組んで参ります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

課長の答弁にもありましたように、必要な家庭に、そして必要なお子さんに、質の高い保

育が常に提供できるということが、非常に大切になってくるかと思います。課長の答弁にも

ありましたように、量ももちろん大切ですけれども、質を高めていくということが求められ

ていくと思います。また、保育士不足なんですけれども、こちら全国的に問題となっており

まして、資格はあるけれども、保育士として勤務をしない潜在保育士の方が多いことも、明
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らかになっております。例えばですね、０歳児さんですと、３人につき保育士１人という基

準があるのですけれども、０歳児さん月齢が違うだけで、非常にお子さんたちの発達も違う

という中で、毎日重い責任の中で１人を３人でみているっていう、非常に大変な職業です。

そのほか、障害のあるお子さんがいらっしゃれば、加配をつけるということも必要になって

きますし、保育士の先生が、富士川町で長く働いてもらえるように、町として何か対策を考

えているのか、お伺いいたします。再質問です。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

現在、町で働いてくださっている、保育士の皆さんの雇用条件につきましては、対策は厳

しいところはございますけれども、雇用環境につきましては、今後も働き続けていただける

よう、保育所を預かる所長をはじめ、より良い環境、それからより良い職場作りに努めてお

るところでございます。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

来ていただいた先生がですね、子供たちのために、よりよい保育をしていただけるように、

研修ですとか職場の改善ということはもちろんなんですけれども、執行部の方でぜひしてい

ただきたいなと思うことが、やっぱりお給料ですね。特に、未満児のお子さんを預かるとい

うことは、体調不良などを実際に口で訴えることができないお子さんを預かっておりますの

で、非常に責任が重いです。ここのところ、会計年度任用職員さんの給料では、非常に大変

ではないかと私も考えますので、ぜひお給料の面は、改善していただくようにお願いしたい

と思います。では、（３）の質問に移らせていただきます。未満児さんの保育需要の増加に

伴い、保育所の保護者支援の役割が、さらに求められると思いますが、町の対策についてお

伺いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。働きながら子育てをしている家庭は年々増加をし

ておりまして、それに伴い３歳未満児の保育需要は高まっております。女性の社会進出や、

核家族化により、子育ての悩みを一人で相談できずに、抱え込んでしまう保護者も多いこと

と推察されます。こうした中、町立保育所では子育て家庭を対象に月１回の「子育て相談日」

を設け、各保育所の所長が、保護者から子育てに関することや、母親自身の悩みについて相

談を受け付けをしております。また、送迎時の保護者との対話や、連絡帳での日々の子ども

の様子の伝達のほか、担任保育士との面談を行う「お話し月間」を保護者の都合において開

催し、保護者の相談や、悩みにも対応しております。これからも、こうした事業を継続しな

がら家庭と保育所とで情報を共有し、共に子育てをしていき、子どもの成長ならびに発達を

見守って参りたいと考えております。以上であります。
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〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

よく知っている先生方と相談ができるというのは、非常に貴重なことだと思いますので、

ぜひ続けていただきたいと思いますけれども、保育士の先生のやっぱり負担が、さらに増え

るのではないかと、懸念しております。再質問になりますけれども、子育て支援センターと

共同して、一時預かり事業、私この事業は保護者の方のレスパイトとして、非常に大切な機

能だと考えているのですけれども、こちらは支援センターにお願いする、もしくはファミリ

ーサポートの活用を、もう少しＰＲをして増やしていくことなどをして、保育士の先生方、

保育所の負担の軽減をすることはできないでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

子育て支援センターでは、ファミリーサポート事業において、研修を受講した、いわゆる

まかせて会員さんが、事情によって保育を担っていただきます。また、保育所では保育士が

一時預かりを実施いたします。どちらを利用するかは、保護者の方に選択をしていただいて

いるところでございます。ファミリーサポート事業は、かつて近所の皆さんに子供さんを預

かっていただくような制度であると考えておりますので、子育てに地域の協力をしていただ

いているものと考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

先ほど、地域の子育て力というお話が、課長の答弁にも出ました。相談業務と、もう１つ

一時預かり事業ということで、支援業務について、今、お話いただいたんですけれども、も

う１つですね、地域の保育所に気軽に遊びに行ける、保育所開放としての子育て支援機能に

ついて、再質問をさせていただきます。地域に開かれた保育所として、保育所開放というの

はとても大切なことだと考えますけれども、保育所の開放ですとか、あと私立保育園たんぽ

ぽさんで行っているような保育所体験、子育て支援を町の保育所で行う予定はありますでし

ょうか。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。今後は、コロナ禍前のように、先ほど議員さんの

お話にありましたとおり、保育所での児童センターの子育て教室の開催や保育所開放など、

参加者の皆様に保育所を知っていただく機会を作って参りたいと思いますし、児童センター

を利用している親子や、地域の保護者の方にもご参加いただけるよう、周知して参る予定で

ございます。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）
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宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

これから再開していただけるということでして、いずれにしても児童センターの方と連携

をとりながら、ぜひ保護者の方の支援と、地域に開かれた保育所の充実を図っていただきた

いと思います。では、（４）の質問に移らせていただきます。保育所を利用することの大切

さを、先ほどから質問させていただいているのですけれども、家庭でお子さんと一緒の時間

を多く過ごしたいと考える保護者の方も多くいらっしゃいます。なかなか所得が上がらない、

物価が高騰している現代社会で、お子さんと一緒に過ごすということが、経済的に厳しくな

っているのも事実であります。そのような家庭の支援として、家庭で子育て応援金などの制

度を取り入れるお考えはありますでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまのご質問にお答えいたします。共働き世帯が増えている現代では、子育てをする

世帯にとって、希望する保育所にすぐ入所できる環境を整えることが、重要であると考えて

います。そのため今年度は、保育所の再編に伴い保育士を重点配置して、３歳未満児の定員

を拡大するとともに、保育料の無償化を実施したところであります。このことを踏まえまし

て、子育て世帯全体の支援を幅広く考える中で、子どもを保育所等に預けず、家庭で子育て

をする世帯への経済的支援についても、今後検討していきたいというふうに考えております。

一方、子供を預けている方々が、公的支援を受けている中で、頑張って自分で育てている方々、

これを比べたときに公的支援がこちらがないということはですね、これ不公平なのかなとい

うことを、私個人的にも考えたところでございますので、その不公平感をなくすために、や

っぱり頑張って家で子育てしている方々に対しても、同じような子育て支援策というふうに、

次のステップとして検討していければなというふうに考えているところでございます。以上

でございます。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

先ほど、町長に答弁をいただきました。私も、少しちょっと全国の事例を調べましたとこ

ろ、富山県の氷見市では、１歳から３歳の保育所に通わないお子さんに、月額２万円を支給

しております。こちら年額で２４万円で、未満児さんの保育園に通ったお子さんよりは、少

し少ない金額になるのかなと思います。氷見市では、こちら市の単独事業ということで行っ

ております。あともう１件ですね、富山県の朝日町では、こちら過疎債を使っておりまして、

月額６万円の支給をしております。このように、家庭で小さいときにお子さんと過ごす時間

を多く持ちたいという、その気持ちを支えるということももちろんなんですけれども、この

事業を取り入れた背景に、保育所の無償化に伴い、保育所に利用が集中することを防ぐ効果

も考えたということです。富山県氷見市では、第２子以降保育料無償を取り入れるときに、

この家庭で子育て応援金を一緒に取り入れて、保育所への集中を防いだということもお話い
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ただきました。保育所は、本当に必要な家庭でなかなかお子さんの教育は難しい、そのよう

なご家庭に、ぜひ枠を空けておいていただきたいと私は考えますので、そのような必要のお

子さんに保育所の支援がいくためにも、ぜひこのような制度も検討していただければと思い

ます。以上をもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告６番 １番 宇田川朱恵さんの一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

続いて、通告７番 ６番 秋山仁君の一般質問を行います。

６番 秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

それでは、通告に従いまして質問させていただきます。子育て世代包括支援センターの運

営について、質問をさせていただきます。この質問は、令和元年６月の定例議会で、児童セ

ンターの運営についての質問で、子育て世代包括支援センターは、具体的にどのようなこと

を考えているのかをお聞きしました。児童センターの役割として、母子保健や児童福祉等の

制度や期間による支援が、分断されることのないよう、切れ目のない支援、子供の成長に合

わせた支援ですが、妊娠出産から０歳、１歳、中学生までの支援活動であります。そこで質

問ですが、児童センターを子育て支援センター拠点として運営していますが、町民の身近な

ことや必要な支援が、またそれぞれの過程において、ニーズが反映されているか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまの質問にお答えいたします。子育て支援拠点として位置づけた「富士川町児童セ

ンター」では、２つの異なる支援形態の連携によって、妊娠期からその後の子育て期までを

安心して過ごせるよう、切れ目のない支援の充実を図っております。まず、児童センターで

の子育て支援は、保育士との対話の中で、乳幼児期の子どもの成長発達や、育児環境の不安

の相談を行っております。次に、妊娠期から専門的な見地によって相談支援を行う保健師な

どとのかかわりは、健診などの様々な場面を通じ、個別のニーズや課題の把握を行って、育

児不安の解消に務めております。こうしたことから、子育ての相談やニーズが変化し、多様

化する中においても、求められているニーズが反映されたサービス提供が可能となっている

と考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

再質問ですが、先ほどの答弁の中にですね、幼児期のですね、子供の成長の発達や、育児

環境の不安の相談を行っているというふうなことですが、例えばですね、解決が厳しいとき、

例えばっていうか、難しいときなんかは、どのような対応をしているか。お聞きしたいです

けど。



76

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。ご質問ありました、解決が厳しいようなときの対

応でございますが、相談者それぞれの内容に応じて、保育士および保健師などは、他部署や

関係機関との連携を図り、対応して参ります。例えば、県の関係機関、保健所、児童相談所、

また産科の医療機関や助産師、等々と連携を含めるわけですが、まずは相談者の訴えや思い

を傾聴することから、始めております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

再質問ですが、本町のですね、第二次総合計画によりますとですね、子育て支援の充実と

しての支援事業に、２つありますが、母子保健型、保健師助産師の専門性を生かして、母子

保健を中心としたネットワークに繋げることですが、また基本型は、身近な立場から利用者

目線で、子育て家庭の顧客のニーズを把握して、施設や事業等の利用に繋げていくというこ

とですが、どちらも保健師や専門員、実務経験も必要ですが、１名以上の配置、現状１名な

んですけども、今後ですね、どのような人員確保ですね、予定しているか。お伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。総合計画ができた段階では、母子保健型が優先的

にできておりましたので、母子保健型１名、基本型、研修を修了した専門員ということにな

っておりますが、現在、子育て支援課内には保健師が２名。また、児童センターには２名に

増員した館長をはじめ、子育て支援研修を修了した専門員となる保育士が、子育てひろばの

会場等に複数で対応しておりますので、当初の現状１名というところからは、進捗があった

ものと考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

再質問ですが、やはり総合計画の中ですけども、令和７年にですね、子育て世代包括支援

センターの機能の目標値としてですね、母子保健型と基本型併用２か所の目標値ですが、現

状の進捗状況をお聞きしたいです。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。現状、先ほど来、話題にしております母子保健型

が子育て支援課内に、また基本型が富士川町児童センター内で運営をしております。多分、

概ね総合計画の中間期の達成状況に至っていることかと存じます。現在のところ、この２か
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所がうまく機能し、運営をしておりますので、当初の総合計画を作成されたときに、この子

育て世代包括支援センターが、平成２９年４月から運営が始まったこともありまして、全て

全容が見えて、よくわからなかったところもあるかと考えますので、現在の状況で事業を進

めさせていただきたいと考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

再質問ですが、例えばですね、相談者がですね、相談時に必要な支援や人材、問題解決に

繋げる体制作りですね、これが今、充実しているかどうかお伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

令和５年４月、本年度から児童センターには、館長を増員して２名にしていただいたとこ

ろもございますので、概ね順調に推移をしていると考えております。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

充実しているということで、理解していいんでしょうかね。再質問ですけども、子供同士

がですね、相互に関わり合う、ともに成長することを、ともに育ち合う仲間と言われていま

すが、今、子育て支援の拠点の他にですね、施設等があれば、お伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君、ちょっと今の質問は通告から外れておりますが。

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

再質問ですが、子ども子育て支援制度ですね、平成２７年４月に施行されたわけですけど

も、その中で居宅訪問型保育事業がありますが、１人親家庭、深夜の勤務に従事する場合な

どに利用することですが、子育ての支援の個別のニーズ、育児の不安の解消としての観点か

らですね、この制度の必要性を考えているかお伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君、今の再質問もちょっと外れておりますけれども。子育て世代包括支援センター

の運営についての質問なんですが。

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

先日、支援ガイドブック、これ見させていただきまして、私としては結構充実しているか

なというふうに思いました。支援センターとはということから始まって、妊娠、健康診査で

すね、すこやか教室とかのびっこ教室、また最後の項目には、テレホンガイドやスポーツ少

年団のことが全部掲載されてました。やはり次の次世代を担う子供たち一人ひとりの育ちを、

やはり社会全体で応援するために、経済的な負担の軽減や、安心して子育てができる環境整
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備のための施策が必要だと思われます。しかし行政だけに頼るのではなく、町民もこのこと

は高齢者も含めてですね、重要項目として取り組む必要があると思います。もちろん、町民

の代表である議員は当然だと思います。これをもって終わります。

〇議長（堀内春美さん）

以上で、通告７番 ６番 秋山仁君の一般質問を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

以上で、一般質問を終わります。

本日の日程は、すべて終了しました。

本日は、これにて散会とします。

起立願います。相互に礼。ご苦労様でした

散会 午後１３時５１分



令 和 ５ 年

富士川町議会６月定例会

６月１３日
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令和５年第２回富士川町議会定例会（３日目）

令和５年６月１３日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

１ 議事日程

日程第 １ 諸般の報告

日程第 ２ 報告第 １号 令和４年度富士川町一般会計繰越明許費の件

日程第 ３ 報告第 ２号 令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費の件

日程第 ４ 報告第 ３号 株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について

日程第 ５ 報告第 ４号 一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出につ

いて

日程第 ６ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一

部を改正する条例）

日程第 ７ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税

条例の一部を改正する条例）

日程第 ８ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第 ９ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第１０ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条

例の一部を改正する条例）

日程第１１ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

一般会計補正予算（第１５号））

日程第１２ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護保険特別会計補正予算（第６号））

日程第１３ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１４ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

簡易水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１５ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

下水道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１６ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１７ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

箱原農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））

日程第１８ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置

に関する条例の一部を改正する条例について
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日程第１９ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担額等に関する条例の一部を改正する条例について

日程第２０ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第２１ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２２ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２３ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２４ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

２ 出席議員は次のとおりである。（１２名）

１番 宇田川 朱 恵 ３番 依 田 誠 司

４番 深 澤 一 幸 ５番 小 林 和 良

６番 秋 山 仁 ７番 望 月 眞

８番 小 林 有紀子 ９番 齊 藤 欽 也

１０番 青 栁 光 仁 １１番 鮫 田 洋 平

１２番 井 上 光 三 １３番 堀 内 春 美

３ 欠席議員

２番 神 田 雅 也
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４ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

（１９人）

町 長 望 月 利 樹 副 町 長 早 川 竜 一

教 育 長 古 屋 三千雄 会 計 管 理 者 河 原 恵 一

教 育 次 長 秋 山 忠 政 策 秘 書 課 長 中 込 浩 司

財 務 課 長 望 月 聡 管 財 課 長 渡 辺 成 昭

税 務 課 長 長 澤 康 防 災 交 通 課 長 長 田 博 幸

町 民 生 活 課 長 一之瀬 三 千 福 祉 保 健 課 長 遠 藤 悦 美

子育て支援課長 大久保 公 生 産 業 振 興 課 長 望 月 奈緒美

都 市 整 備 課 長 井 上 勝 彦 土 木 整 備 課 長 山 形 謙一郎

上 下 水 道 課 長 依 田 正 紀 教 育 総 務 課 長 小 林 恵

生 涯 学 習 課 長 井 上 誠

５ 職務のため出席した者の職氏名（２名）

議会事務局長 原 田 和 佳

書 記 井 上 直 人
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開会 午前１０時

〇議長（堀内春美さん）

開会の前に、相互にあいさつを交わします。起立願います。

相互に礼。着席願います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

令和５年第２回富士川町議会定例会３日目の本会議に、議員各位には大変お忙しいところ

ご出席いただき、誠にありがとうございます。

ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、これから本日の

会議を開きます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１ 諸般の報告

この際、議案の審議に先立ちまして、諸般の報告を行います。

議長から報告します。

本日の議事日程は、お手元に配布したとおりです。

本日は質疑の日程になっております。

質疑の回数は、富士川町議会の申し合わせの通りとします。

議会運営にご協力くださいますようお願いいたします。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第 １ 諸般の報告

日程第 ２ 報告第 １号 令和４年度富士川町一般会計繰越明許費の件

日程第 ３ 報告第 ２号 令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費の件

日程第 ４ 報告第 ３号 株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について

日程第 ５ 報告第 ４号 一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出について

以上の４件は報告案件でありますので、一括して議題といたします。

これから、報告第１号から第４号までについて、質疑を行います。

質疑はありませんか。

３番 依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

報告第４号、一般社団法人ふじかわの経営状況に関する書類の提出についてなんですけど、

タブレット４６ページの令和５年度収支予算がありまして、その中の指定管理料なんですけ

ど、今年度は、予算が３３７６万１０００円、令和４年度が２９６０万９０００円で、その

前、令和３年度は２２３０万９０００円になってるんですけど、指定管理料がこの上がる理

由ってのが、教えていただきたいです。

〇議長（堀内春美さん）

生涯学習課長 井上誠君。
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〇生涯学習課長（井上誠君）

ただいまのご質問にお答えいたします。令和５年度の予算につきましては、指定管理料３

３７６万１０００円ということでございます。こちらにつきましては、今までですね、コロ

ナ禍で中止になった事業等、多々ございました。その事業等が、今年度につきましては、事

業ができるということを踏まえておりまして、たくさんの事業を計画しております。それに

基づきまして、指定管理料を増額しているところでございます。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

それでは、今後も上がるということになりますか。来年度、再来年度もう少し、もっと人

が見込めるということになれば。

〇議長（堀内春美さん）

生涯学習課長 井上誠君。

〇生涯学習課長（井上誠君）

ただいまのご質問にお答えします。事業につきましては、毎年度精査をしてございます。

その近い数字で、一応予算は計上させていただいておりますが、事業の内容によって多少の

増減が生じるものと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。

〇３番議員（依田誠司君）

指定管理ですから、一定のお金を入れて、あと経営の方は任せるということなんで、もち

ろん利益が出るように、受けた会社はやると思うんですけど。そんなに簡単に、その毎年の

事業計画がかなり綿密に出るということですね。ということで理解していいんですか。指定

管理の会社からは。それだけ利益が出るということが、見積もれるということでよろしいん

ですね。

〇議長（堀内春美さん）

生涯学習課長 井上誠君。

〇生涯学習課長（井上誠君）

ただいまのご質問にお答えします。事業の精査につきましては、毎年度文化ホールの社員

総会等ございまして、そこで審議をしております。基本的には、チケット収入もございます。

チケット収入につきましては、現在かなり地方ですので、安価に設定をしてございます。高

ければ、やはりあの人は入らないというようなことから、採算をですね重視する場合には、

ある程度の人が入っていただけるというような事業を、私どもも検討をしていただくように、

一社ふじかわの方にはお願いをしておるところです。いずれにいたしましても、そのチケッ

ト収入やその他の経費等全てを勘案いたしまして、指定管理料を算出しているところでござ

います。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

依田誠司君。
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〇３番議員（依田誠司君）

４問目になるから終わりますけど、一般の会社に指定管理を出して任してるんだから、経

営の方はしっかりやるのが当たり前だと思うんで、個人の意見ですけど、そんなに毎年毎年

管理料が変わるってのはおかしいと思います。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

５番 小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

それでは質疑をさせていただきます。私が質問したいのはですね、報告第１号、令和４年

度富士川町一般会計繰越明許費の件ですね、ページで３ページをご覧ください。この中に、

計算書があってですね、各項目それぞれたくさん、１０項目の明許費のものがあって、繰越

の金額があります。しかし、繰越は分かるんですけども、その理由が記載されてないですね。

ところが、これはページでは５ページの、例えば水道事業会計予算繰越計算書においては、

その繰り越しの理由が説明ということで書いてあるんですね。例えば、これは１項目だけで、

もし聞かなきゃいけないとしたら、款の総務費で項目の総務管理費、事業名がホームページ

リニューアル事業ってのがあるんですね。これは、そのまま確か昨年も繰り越している。毎

年この繰り越す、まず理由をお聞きしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。ホームページのリニューアル事業につきましてです

が、こちら事業を進める中で、構成の変更、組み立ての変更の中で、履行期限に収まらなく

なったという形で、今回この繰越明許として挙げさせていただきました。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

そうなると非常に、その工程管理が甘いということになるんですね。初めから、計画した

とおり進んでないということになる。その辺の管理は、どのようにされてるのかお聞きしま

す。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

先ほどの質問にお答えいたします。当初、事業を進めていく中で、業者の方とホームペー

ジのリニューアルについてやり取りをしておりますが、最初の画面でしょうか、最初の入り

口の画面のところで、こうした方がいい、また違う形がいいということで、町側の方でもい

くつか案を出す中で、それに対して業者側も準備をしていく中で、ちょっと期限の中で作成

が難しくなってきたので、今回明許として対応させていただきました。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）



85

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

３問しかできないので、最後にまとめてですね。こういうことが可能かどうか、お聞きし

ます。今後はですね、この繰り越しの右側に、必ずその理由をですね、明記していただきた

いです。一応報告書ですから、それなりに繰り越す理由が絶対存在する。それがないと、我々

もただ報告、繰り越しますということだけで、報告書になってないですね。ですので、今後

は必ず、そこの５ページの、例えば水道事業の場合には必ず説明があるように、後ろにそう

いうふうな説明をしっかりと、理由をつけていただくことは可能でしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。この予算の、繰越明許のこの形式でございます

が、予算の作り方に基づいて、この様式を使っております。決まった様式はございませんの

で、今後、議員さんがおっしゃったとおり、分かりやすくできるのであれば、今後、検討を

して参りたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

よろしくお願いします。以上で私の質問は。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

６番 秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

報告第２号ですね、令和４年度富士川町水道事業会計繰越明許費の件ですね。５ページに

なりますけど。資本的支出の款ですね、建設改良費の項、この中の説明欄にですね、２番目、

３番目、４番目ですけども、山梨県との調整による工期延期、これは詳しくは、どういった

ことかお聞きします。

〇議長（堀内春美さん）

上下水道課長 依田正紀君。

〇上下水道課長（依田正紀君）

ただいまの質問にお答えします。この２つの工事につきましては、県の富士橋の架け替え

工事の進捗にあわせて、町の工事も行っている工事でありまして、県の工事の工期延期にあ

わせて、町の工期も延期するものでございますが、内容としますと、県の富士橋の架け替え

工事に伴います、右岸左岸の盛り土の工事の工期延期になりまして、そのためにそれにおい

て、町の水道管もふせれないというふうなことで、町も工期延期をしたものでございます。

以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。
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〇６番議員（秋山仁君）

次にですね、報告第４号ですね、一般社団違います。すいませんでした。報告第３号です。

株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出についてということで、ページ数でいきます

と８ページになるんですけど、事業報告の中の説明書きがあるわけですけども、上から中段

よりもちょっと上ですけども、月別では１１月を除いて、客数、売り上げ高とも前年を上回

り、特に８月の売上高前年比は１４５％達しましたよということで、１１月というのは、や

はりあれでしょうか、何か時期とかそういったことで、やっぱり売り上げ少なくなるわけで

すかね。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えいたします。道の駅の集客などは、農産物がメインとなります。

この農産物の出荷数に左右されることが、大きな要因となります。昨年はシャインマスカッ

トの出荷が早まり、１１月の出荷が少なかったため、またコロナの第８波による感染者が急

増したため、集客が少なくなったということでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

シャインなりの何て言うんですかね、納入が少なかったということですね。それから、次

の９ページですけども、下の方になりますけども、原材料価格が高騰していることが、下か

ら７番目ぐらいですね、高騰していることから、各仕入れ業者に仕入れ価格の原価交渉を継

続して行い、仕入れ先を変更するなど、原価削減を図ってきましたってありますけども、業

者にですね、価格の交渉ですか、これをするということは、優越的地位の濫用みたいな形に

はならないですかね。いわゆる独占禁止法みたいな。ちょっとその辺が、どうかなと思うん

ですけど。ちょっとお聞きしたいです。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えいたします。現在、原材料価格が高騰しているということがござ

います。道の駅の方に関しましても、収益を上げるためには、どこかで努力をする必要があ

るということで、仕入れ価格の交渉をしながら、減価償却を図り、売り上げを伸ばしていき

たいという考えで、交渉を行っているということでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

だからその行為が、優越的地位の濫用みたいな形にはならないんですかね。ちょっと申し

訳ない、私もあまりあれじゃないですけども。

〇議長（堀内春美さん）
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産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えいたします。そのような乱用にならないということの考えのもと

で、現在、削減を図るということで、減価交渉を継続しているところでございます。以上で

ございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

次にですね、ページ数が１１ページなんですけども、アルラの売り上げ状況、損益一覧表

があるわけですけども、その中で最終的には赤字になっているわけですけども、まだやって

数年ですから、こういうような状態かなと思われますけども。これに対してですね、今、言

ったように、売上原価が非常に高いために、利益が出ないのかなと思われる。約、売り上げ

に対して７８％が原価なんですけども、今年度におきましては、だいぶ２割ほど、２０％ほ

ど下げるような計画にはなっているんですけども、このときはどういう状況でこれだけ高か

ったわけですかね。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えいたします。こちらの原価価格につきましては、食材、原材料費

に含めまして、製品ができるまでの人件費等の労務費の方も含まれておりますので、原価価

格がこのような金額の記載となっております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

人件費ということで、人件費の高騰ということを理解しました。これで終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

７番 望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

報告第３号、株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について、道の駅富士川がコ

ロナ禍にも関わらず、道の駅として県内トップクラスの賑わいを見せ、収益を上げ、本町の

活性化に貢献していることを敬意を表しながら、決算報告書に関わって質問いたします。初

めの質問ですが、令和４年度事業報告４ページ、議案書１０ページにつくたべかんについて、

依然として大柳川渓谷団体ツアー客が皆無であり、厳しい状況ですが、コロナ禍が落ち着き

を取り戻しつつある現在、団体客の復活を期待しております。また、経営方針と今後の見通

しで、つくたべかんについては、報告書第１３ページには、つくたべかんのあるべき姿につ

いて、従業員の高齢化、人員不足など諸課題を踏まえ、みみの提供を基盤としながら、新た

な事業内容を検討し、売り上げの拡大、黒字化を模索しますと記述があります。この点を踏
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まえての質問です。本年４月９日に日曜日ですが、民間団体主催の十谷ジャンボリーという

イベントが開催され、町内外から４００人以上の観光客が訪れました。外国人も訪れていま

した。私も地区の育成会で、子供たちと一緒にこのイベントに参加しました。３組の親子が

つくたべかんで昼食を食べようと訪れたところ、満員盛況状態で食べることを諦めて帰って

きました。とても残念がっていました。このときのつくたべかんの状況、例えばお客さんの

反応、従業員の対応などについて、どのように把握しているのかを伺います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。十谷ジャンボリーにつきましては、大勢の方が訪れて、

大盛況だったと伺っております。このイベントでは、つくたべかんもスタンプラリーのポイ

ント場所としていただいたこともあり、昨年の同じ曜日と比較すると、レジ通過数につきま

しては４４２％、売り上げにつきましては４３４％アップしたとの報告を受けております。

お客様につきましては、大変美味しかったとの、良い評価をいただいておるという報告を受

けております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

何かこの辺にね、１つのヒントがあるのかなと思いながら質問しました。２つ目の質問で

す。事業報告５ページ、議案書１１ページ、施設別損益一覧を見ると、営業外収益１４１９

万４０００円が計上されています。９ページ議案書１５ページを見ると、指定管理に伴う町

からの施設管理費および収益、および補助金のほかに、雑収入７５０万１８４３円が報告さ

れています。報告書２０ページ、議案書２６ページは、本年度の予算前提（５）として、営

業収益として、トイレ維持管理費負担金収入約３３４万円、自動販売機収入等約４００万円

が見込まれています。令和４年度の雑収入の詳しい内容について、内訳について伺います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。雑収入の内訳につきましては、道の駅富士川と塩の華の

自動販売機の手数料が約６００万円。支持施設使用料１５０万円でございます。以上でござ

います。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

もう少し伺いたいんですが、それは置いといて３つ目の質問になります。同じく事業報告

５ページ、議案書１１ページ、営業外収益で、つくたべかんに１８８万１０００円の報告が

あります。令和５年度の予算前提にも、同額が計上されています。これは、町からの指定管

理料に当たると思いますが、そうすると、つくたべかん施設および周辺の環境整備について
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は、株式会社富士川が行うということで、理解してよろしいか伺います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。こちらの金額は、町からつくたべかんへの指定管理料と

なります。指定管理料につきましては、つくたべかんの方の管理運営ということも含めて、

委託料の方を支払っておりますが、指定管理料にはとらわれず、施設内外の環境整備は必要

となってございます。周辺につきましては、周辺をどの範囲とするかを地域の方と決め、町

と協力して、整備を行っていきたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

まだ質問したいことがあるんですが、３問になるので終わります。今日の質問内容を踏ま

えて、つくたべかんの管理運営については、別の機会にまた取り上げたいと思っています。

以上で終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

８番 小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

報告第３号、株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について、タブレット２４ペ

ージになります。つくたべかんのところですけれども、方針の、今、望月議員もおっしゃっ

たところになりますけれども。ここの文ですね、１、２、３と出ております。この方針、こ

れ令和４年度も３年度も同じ内容でありました。そこに、食の伝承マイスターということで

ありますけれども、この食の伝承マスターに認証されていることが、本当にホームページと

か、そういうのを、町のホームページを見ても、一言も書いていない状況であります。この

希少性をＰＲし集客に努めるということですけれども、どうＰＲするお考えでしょうか。お

伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。こちらの食の伝承マイスターについては、ＰＲ不足とい

うところもありますので、今後はＳＮＳでの発信等を含め、積極的にＰＲをしていきたいと

考えております。こちらの方の集客に努めることにつきましては、今後、食の伝統マイスタ

ーとしての、学校などとのコラボ商品の開発や、認証を受けた他の施設とのコラボや、イベ

ントを実施していきたいと考えております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）
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はい、ありがとうございます。せっかく県で１４団体認証されておりますので、そういう

部分でまたＰＲになると思いますので、よろしくお願いいたします。その３の部分で、新た

な事業内容等を検討し、売り上げの拡大、黒字化を模索しますっていうことで、毎年書いて

ありますけれども、２７ページに見通しが書いてありますけれども、そこに本当に令和３年

度、令和４年度と、もう本当にこの営業利益が、赤字が増えております。そういう部分で、

令和３年度もマイナス４６０万、令和４年度もマイナス９６０万ということで、毎年増えて

おりますので、そういう部分では、本当にこの新たな事業内容等を検討し、売り上げの拡大、

黒字化を模索するっていう、このどのように検討されてきたのか、新たな事業内容っていう

ところを、特にどのように検討されてきたのかお伺いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。つくたべかんに関しましては、地理的な問題もありまし

て、集客につきましては、大柳川渓谷の観光客などを周知することが、メインとなっており

ます。コロナの関係で、なかなか観光客の集客が見込めなかったということで、こちらの方

の３つの方針に伴いまして、こちらを再度、既存の事業につきましては、再度こちらの方を

実施しながら、また道の駅から、または地域以外のところからも、集客が呼べるようなツア

ーを組むとか、そういうところで考えていきたいと思っております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

あともう１問、２５ページになりますけれども。その他のところで、２番目のＳＤＧｓへ

の取り組みが書かれております。ここで、農産物や商品化できないものや、はねだしの食品

ロスを減らす、出荷者の協力を得て、子ども食堂や希望されるサービス提供ということであ

りますけれども、令和３年の１２月にまちづくり委員会として、委員会で意見をまとめまし

て、要望書を提出した経過がございます。本当に、少し売れ残るようなそういうものに関し

ても、ぜひアウトレットみたいな、安くサービスできるようなコーナーとか、そういうよう

なことができないかということで、生産者の思いを考えますと、少しでも安くても売り上げ

を出したいという思いがあると思いますので、そういう部分でできないかっていう要望書を

出した覚えがあります。そういうことで、何か検討されたっていうような経緯はないのでし

ょうか。お伺いします。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。アウトレット、失礼しました。道の駅では、商品を買い

取っていないため、生産者の関係から、アウトレットコーナーを作るということは、難しい

状況でございます。残った商品につきましては、生産者に確認をしたうえで、値下げをして、

販売をしてほしいという意向がある場合には、値下げをし、ＰＯＰなどを大きくして、お買
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い得品としてわかりやすくし、お知らせをしているようにいたしております。今後もロスを

減らすために、生産者等の連携をとりながら、努めていきたいと考えてます。以上でござい

ます。

〇議長（堀内春美さん）

小林有紀子さん。

〇８番議員（小林有紀子さん）

私もよく買い物に行くんですが、なかなか野菜とかそういう農産物に関して、安く提供さ

れているコーナーを見たことが、私自身はそんなになかったので質問させていただきました。

以上となります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

１１番 鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

報告第３号、株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出について、少し質問させてい

ただきます。一般質問でも、何度かさせてもらっているんですけども、ページで言うと、タ

ブレット２２ページ、（４）の賢い料金所の推進についてですね、これもいろんな様々なハ

ードルがあって、なかなか実現は難しいんじゃないかっていうお話だったんですけれども、

この交渉について、今、現在どのような形で行っているのか。よろしくお願いします。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。賢い料金所につきましては、現在交渉を続けているよう

な状況になっております。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

交渉を続けてもらっていることは、重々承知なんですけど、何か進展がありそうなのか、

なさそうなのか。お願いします。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。要望を続けているところでありますが、そちらについて

の進展の方は、まだない状況でございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

本当、富士川の道の駅は、本当に集客が、今、すごい伸びてる状況ですので、さらに増え

るようにその辺もしっかり要望を続けていただきたいと思います。もう１点なんですけれど
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も、この報告書の中にはちょっと入ってないんですけれども、３月の定例会の中で、営業時

間について議会の方でも条例が、条例改正が提案されたんですけれども、全会一致で否決っ

ていう形になった営業時間なんですが、ここの営業時間の検討っていうのは、どっかでなさ

れているんでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。営業時間の延長につきましては、運営全体に影響するこ

とになりますので、時間別の損益計算書を作成し、取締役会に諮り、検討したいと考えてお

ります。また、併せて周辺の道の駅の状況等も勘案して、調整をしたいと考えております。

実施する場合については、雇用体制を整えるなどの調整が必要となりますので、すぐにとい

うことではないんですけれども、こちらの方で検討しながら、進めていきたいと考えており

ます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

ぜひお願いいたします。次に、報告第４号、一般社団法人富士川の経営状況に関する書類

の提出について、質問をさせていただきます。ページで言いますとタブレット３０ページで

すね。初日の説明の中で、ますほ文化ホールのネーミングライツが３年を経過して、最終だ

ったっていう話だったと思うんですけれども、引き続き、はくばくさんの方で、ネーミング

ライツをやっていただけるのかどうか、お願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

生涯学習課長 井上誠君。

〇生涯学習課長（井上誠君）

ただいまのご質問にお答えします。ネーミングライツにつきましては、株式会社はくばく

様が、引き続きあと３年お願いできることとなってございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

引き続きやっていただけるということで、嬉しいと思います。命名権の契約というか、あ

れの中に、案内看板等は命名権者の方で負担して、変更が可能っていうことだったと思うん

ですけれども、やはり皆さん、はくばく文化ホールで開催しますよっていうと、みんなはく

ばく文化ホールで書くんですよね、その場所はどこか。結局、道を走っていても、はくばく

文化ホールというのはどこにも書いてないので、そこを何か町としてサポートするのか、株

式会社はくばくさんの方にお願いして、そういう看板を変えてもらうのか、ちょっとその辺

をもうちょっと検討していただきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

生涯学習課長 井上誠君。
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〇生涯学習課長（井上誠君）

ただいまのご質問にお答えします。看板につきましては、はくばくさんに伺ったときに、

お話をさせていただきました。ただし、やはり多額ということもございまして、はくばくさ

んとすれば、ちょっと手が出せないのでというような、お話をいただいておるところであり

ます。町といたしましても、本来ですとやっぱりはくばくさんにお願いをしていくというこ

とを、今後もしていきたいと思っております。町が補助をするとか、そのような状況下では

ないと、私は考えております。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

ありがとうございました。以上で質問を終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

４番 深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

報告第３号、株式会社富士川の経営状況に関する書類の提出についてなんですけども、ペ

ージ数というか、タブレットで２７ですね。つくたべかんと加工室数が、やはりちょっとマ

イナスという数字が出ているんですけども、つくたべかんについては、単純に言えばお客さ

んを呼び込めば、増収になるという感じになると思いますけども、この加工室についてのマ

イナスを黒字にするというのは、どんな方法が考えられますか。その１点だけをお聞きした

いと思います。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。加工室の赤字経営につきましては、タブレットの経費に

ございます、８７１万２０００円が計上されておりますが、こちらが店舗改修のときの、建

設費の費用の返済分となります。こちらの返済金は、令和４年度から１０年間返済をするこ

ととなっておりますので、１０年後には、こちらの方の返済が完了した１０年後には、経営

が安定する見込みとなっております。この１０年間につきましては、道の駅の収益で補填し

ているような形となります。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

私が聞きたかったのはその一点だけですので、終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに質疑ありませんか。

質疑なしと認めます。

（ な し ）
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以上をもって、報告第１号から第４号までについて質疑を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第 ６ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一部を

改正する条例）

日程第 ７ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税条例

の一部を改正する条例）

日程第 ８ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第 ９ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第１０ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条例の

一部を改正する条例）

日程第１１ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町一般

会計補正予算（第１５号））

日程第１２ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護

保険特別会計補正予算（第６号））

日程第１３ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護

サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１４ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町簡易

水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１５ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町下水

道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１６ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町営農

飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１７ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町箱原

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））

以上の１２議案は、専決処分の承認案件でありますので、一括して議題とします。

これから、承認第２号から第１３号までについて、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（ な し ）

質疑なしと認めます。

以上をもって、承認第２号から第１３号までについて、質疑を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１８ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関

する条例の一部を改正する条例について
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日程第１９ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負

担額等に関する条例の一部を改正する条例について

以上の２議案は、条例改正案件でありますので、一括して議題とします。

これから、議案第４０号および第４１号について、質疑を行います。

質疑はありませんか。

９番 齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

それでは質疑を行いたいと思います。議案第４１号、タブレットで言うと、２７１ページ、

特定教育保育および保育園のですね、使用料利用者負担に関する条例ということで、開いて

いただいてこれ３枚しかないんですけども、３ページ目を見ると条例新旧対照表では、副食

費を除くというのが追加になったと、それ以前はその項目がないわけですから、当然、副食

費は免除するということになっていたんだろうなと思います。なぜこういうふうにしたのか、

そこの理由をまず、お願いしたいと思います。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまのご質問にお答えいたします。こちら、前回の３月定例会で改正をさせていただ

いた部分でございますが、当初３月定例会で提出をさせていただいた時点から、利用者負担

額のうち、副食費については、無料ではないという解釈で進めて参りましたので、こちらに、

今回追加をさせていただいた経過でございます。以上であります。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

多分そういうことだろうと思うんです。というのは、調べますと令和元年から、非課税世

帯についてのみ、未満児は無料というときに、副食費も徴収しないというふうになっていた

のが、今回の改正のときに、その辺のことがあまり明記が、上手にできなかったという結果

だろうと、今の答弁を伺って分かるんですけども。ここでですね、理由がですね、食費は家

庭であっても、施設であっても、掛かるもんだと。だけども、今回の条例改正は、副食費に

限ると、もう１点は、非課税世帯については従前通りということで、今回は未満児まで全て

無料化したんで、ここの混乱を避けるために、あえて今回のこういう手続きを、わざわざ取

らざるを得なかったんだろうと思いますけども。そうであるならば、なんで、副食費だけな

のか。そこが、もう 1 点ちょっと分かりにくいんですけども、よろしくお願いします。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

ただいまの質問にお答えいたします。今回、副食費と明記した部分につきましては、主食

につきましては子供たちが持ってくる制度になっておりますので、今回こちらは副食費とい

うことで、除かせていただいております。以上でございます。
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〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

ありがとうございます。私も少し、若干勘違いしてた部分があったようです。改めてです

ね、実はこの些細なことなんですけども、財源の問題もあるということもあって、こういっ

た細かい、ある意味分かりにくいような、私にすると分かりにくいような、多分、保護者で

も、なんでっていう話になるようなところがあるんだろうと思いますけども、極端に言うと

ね、未満児も含めた保育料の完全無償化ということで、非課税世帯については、減免すると、

副食費ですね、副食費は減免すると、でも、一方でですね、昨日の議論の中でもちょっと出

てたんですけども、家で子供を育てる人には、応援金でも出したらどうだというような話、

まだ実際にはやらないわけですけども、そういったことを考えましょうみたいな、あるいは

考えたらどうですかみたいな話も出ている中で、要はメリハリって言うかな、はっきり、や

っぱりここんところは、制度的にももっと分かりやすいようにしていただければ、ありがた

いなと思いますけども、その辺の整理を今後していただけるかどうか、ちょっとお伺いした

いと思います。

〇議長（堀内春美さん）

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

こちらの副食費に関しましては、保護者の所得等の階層段階によって、免除になる方とそ

うでない方があることは、私も承知をしておるところでございます。今後、昨日話題になり

ました件につきましては、検討して参るというお話を、町長からも発信させていただいてお

りますので、整理をさせていただきたいと思います。以上であります。

〇９番議員（齊藤欽也君）

以上です。ありがとうございました。

〇議長（堀内春美さん）

それではここで、暫時休憩を行ないます。

休憩 午前１０時５３分

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

再開 午前１１時０７分

〇議長（堀内春美さん）

休憩を解いて再開します。

ここで、子育て支援課長、大久保公生君から、齊藤欽也議員の質問の答弁に対して、一部

修正したい旨の申し出がありましたので、これを許可します。

子育て支援課長 大久保公生君。

〇子育て支援課長（大久保公生君）

先ほどの答弁につきまして、訂正をさせていただきたいものですので、許可をいただきま

した。よろしくお願いいたします。先ほど齊藤欽也議員の質疑の中で、３歳未満児の食事に

つきましても、持参をするというような旨の説明をしてしまいましたが、３歳未満児につき



97

ましては、当該園で準備をしておりますので、３歳未満児の主食につきましては、それぞれ

の園で提供させていただいております。でありますが、全ての通園する園児のいただく、副

食費につきましては、ご負担をいただくという旨の内容でございます。訂正させていただき

ます。よろしくお願いいたします。

〇議長（堀内春美さん）

それでは、ほかに質疑ありませんか。

（ な し ）

質疑なしと認めます。

以上をもって、議案第４０号および第４１号について、質疑を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２０ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第２１ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２２ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第２３ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２４ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

以上の５議案は、補正予算案件でありますので、一括議題とします。

これから、議案第４２号から議案第４６号までについて、質疑を行います。

質疑はありませんか。

７番 望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

議案第４２号、令和５年度富士川町一般会計補正予算について、質問を行います。自転車

用ヘルメット購入費補助事業に関わっての質問です。議案書２８６ページ。２款総務費、３

目交通安全対策費、１８節負担金補助及び交付金補助金として、１０万円が計上されていま

す。自転車利用者のヘルメット着用の普及推進を図り、交通安全の意識を高めるとする、補

助金の趣旨については理解し、賛成いたします。これに関わっての質問です。過日の山梨日

日新聞にも、一部掲載していましたが、補助金の申請手続きについての、詳細を伺います。

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問についてお答えさせていただきます。補助金の申請手続きにつきましては、

防災交通課の窓口、またはホームページで用意してございます、申請書の様式に必要事項を

記入し、商品の見積書、またはカタログ等を添付して、防災交通課の窓口へ申請していただ

きます。その後に、決定通知を発行いたしますので、商品を購入していただきます。最後に、

請求書の様式に口座情報等を記載しまして、領収書など支払いを証明できる書類を添付して、

防災交通課の窓口へご提出いただきます。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。
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〇７番議員（望月眞君）

手続きについては、分かりました。再質問になりますが、１家庭の、申請者の制限はある

のか、ないのか。例えば、お父さんと子供２人、３人が同時に申請できるのかどうか、その

辺について伺います。

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えさせていただきます。家族での、複数の申請もということですが、

お１人ごとに申請は可能でございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

再質問になります。そうするとですね、１０万円という予算の中で、申請者が多く出て、

この１０万円を超える、そのような場合になったらどうするのか、例えば、１５００円の補

助を申請して、単純に考えて、６６人までは可能になりますよね。６６人以上の申請があっ

た場合はどうするのか。打ち切るのか。それとも、新たに補正をして付け加えるのか、その

辺について伺います。

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えさせていただきます。事業は、予算の範囲内で考えております。

本事業の目的は、ヘルメット着用に対する、理解を深めることにありますので、そうしたこ

とであれば、事業の効果として、一定の成果が得られたものと判断するところでございます。

しかしながら、申請件数が予算額を上回る場合は、政策として大変喜ばしいいいことであり

ますので、ヘルメット着用に対する一層の普及促進を図るために、一時的に同節内の経費を

利用する、もしくは一時的に流用等を検討しながらですね、工夫をしながら、補助を継続し

まして、直近の議会において、追加の補正予算を要求していきたいと考えております。以上

になります。

〇議長（堀内春美さん）

望月眞君。

〇７番議員（望月眞君）

ヘルメットについて、私自身も大変身に詰まる思いもあるわけですが、ぜひこれは進めて

いただきたいと思いますが、混乱が生じないように、丁寧に周知することも必要だと思いま

す。その辺もよろしくお願いいたします。以上で終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

１番 宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）
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議案第４２号、令和５年度富士川町一般会計補正予算、タブレット２９７ページになりま

す。７款商工費、７項商工費、３目観光費の１８節負担金補助金、町観光物産協会信玄公祭

り参加分について、質問させていただきます。まずこの予算ですね、２７５万円が、県の参

加費と聞きましたけれども、この参加費の中には、何が含まれているのか、内訳を教えてく

ださい。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。こちらの信玄公祭り実行委員会、こちらの山梨の観

光推進機構が管理しておりますが、こちらに払うお金、経費となりまして、その内容といた

しましては、出陣にかかります鎧、またその他道具類等の貸し出し料、またはそれに関わる

内側に着る服の用意、またクリーニング代、そういったものがまず１つございます。あとも

う１つが、協賛費用という形で、このお祭りを盛り上げていくためのパンフレット、または

のぼり旗の作成を含む広告宣伝費、こちらのものが含まれております。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

このような、高額といいますか、高額な参加費を支払って参加する、多分メリットをお考

えだと思うんですけれども、このメリットについて、どのようにお考えか、お伺いいたしま

す。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。今回、物産協会という形で、申し込みをいたします。

この形をとりまして、本来であれば町内という形を取るのが普通でございますが、この後の

ＤＭＯの立ち上げ等も含めまして、県外、または外国人等に、富士川町ＰＲするための、１

つの手段として、この信玄公祭りの参加の、出陣の分のこの参加券っていうことを謳いなが

ら、ここから観光のＰＲ、町内の観光施設を利用していただくもの、また観光地を巡っても

らうもの、そういった形のＰＲに繋げていければと考えております。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

宇田川朱恵さん。

〇１番議員（宇田川朱恵さん）

このＤＭＯの設立とあわせてということで、理解はできたんですけれども、参加費だけで

はなくて、実際に他にも様々な、多分経費がかかってくると思いますけれども、この経費を

どのように捻出する予定でしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）
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ただいまの質問にお答えいたします。今回、物産協会という形で申し込みを行っていきま

すので、この物産協会の方は、町から今年度につきましては、１００万円の補助金をいただ

く中で、活動を行っていきますので、その１００万円の活動補助金を利用しながら、その他

経費に充てていきたいと考えております。以上になります。

〇1 番議員（宇田川朱恵さん）

ありがとうございました。以上で終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

１１番 鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

それでは、議案第４２号、令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）について、質

問させていただきます。まず先ほど、望月議員が質問した、ヘルメット購入のところで、２

８６ページですね。先ほど、今の説明ですと、申請の方法は購入前に、パンフレット等々を

見せるっていう話に聞こえたんですけど、それで間違いないでしょうか

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えさせていただきます。この制度が、補助金ということですので、

基本的には申請をしていただいて、その申請をした後に、交付決定をするということです。

ですので、購入の前に申請をいただく、申請をしていただくというのが、基本的なところに

なりますので、購入をする前に、申請を出す段階でパンフレット等、どういうものを買うの

か、というものを明かすものを、一緒に添付していただきたいと考えております。以上にな

ります。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

申請の方は分かったんですけども、チャイルドシートを購入する際も、同じような申請方

法でしたっけ。すみません、確認です。

〇議長（堀内春美さん）

防災交通課長 長田博幸君。

〇防災交通課長（長田博幸君）

ただいまの質問にお答えさせていただきます。チャイルドシートにつきましても、補助金

ということですので、手続き上は同じでございます。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

公金を補助してもらうということで、申請にもちょっと労力が必要なのかなと思いますの

で、その辺も了解しました。次に、簡単なところというかあれで、２９７ページの商工費の
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中の、工事請負費、道の駅ＥＶ充電器撤去工事２７万５０００円。これ充電器を撤去してし

まうってことなんでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。道の駅富士川に設置してあります、電気自動車のＥＶ充

電器の撤去工事となります。このＥＶ充電器は、道の駅富士川のオープン時に設置した、急

速充電器となります。既に耐用年数の８年が経過し、機器の不具合などが出ていたところで

ございます。今回、町と充電器設置加盟店契約を行っております、イーモバイリィティパワ

ーが、新たなＥＶ充電器を設置していただけることとなりましたので、町が設置しました既

存の充電器を撤去する費用でございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

ただ撤去するだけだと思っていたんで、新たにほかのものが設置されるということで、安

心しました。次に、２８８ページ、ちょっとすいません戻ってしまって。総務費の企画費の

中の、法人設立出資金２５万円ですけども、これＤＭＯの関係で、２５万円の株式の金額と

伺っていました。ＤＭＯ自体、町の観光施策の一環として、すごい期待しておりますけれど

も、当初の説明で、株式会社っていう説明だったのか、ちょっと一社だった気がするんです

けれども、ここを株式になった経緯を教えてください。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。当初、こちら予算に、このＤＭＯの団体を作ってい

くということで、経費等を計上したときには、ここでは具体的な説明はしてはいなかったと

聞いております。今回も、一般社団法人か株式会社、どちらかというところですが、こちら

は、決めていく中で、町といたしましては、観光により、地域の稼ぐ力を引き出したいと、

そういったことで、多様な関係者と協議して、この観光地域作りを実現するためには、この

株式会社の方が、望ましいじゃないかということで、今回この補正予算の中で計上させてい

ただきました。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

鮫田洋平君。

〇１１番議員（鮫田洋平君）

理解しました。本当にＤＭＯは新しい取り組みで、大変期待しておりますので、成功する

ように、我々議員の方もしっかり見守っていきたいと思います。お願いします。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

４番 深澤一幸君。
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〇４番議員（深澤一幸君）

タブレット２９７ページ、議案第４２号、令和５年富士川町一般会計補正予算、７款商工

費、１項商工費、３目観光費の中のですね、町の観光物産協会にですね、信玄公祭りの参加

分ということで、２７５万円が計上されておりますが、先ほどの答弁の中から、少し再度お

聞きしたいことがありますので、質問させていただきます。公募という形になりますけども、

これは参加者は、一定の金額を払うというようなことはあるんでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまのご質問にお答えいたします。この信玄公祭りの、参加者を募集する方法につき

ましては、今の段階では、クラウドファンディングという形を１つ考えてございます。それ

に対しましては、賛同していただける方に、参加費というか、お金の方をいただきながら、

そこもいくつかのメニューを物産協会の方で作りまして、実際はそれをＰＲしていく中で、

その参加費にあった金額について、それぞれ返礼品というかお返しになるもの、またはその

中に、出陣にかかる鎧を着ていく権利等も含めながら、そこで参加費をいただくことを目的

に、募集の方を進めていきたいと考えております。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

ほかにも聞きたかったんですけど、今の課長の話の中にも含まれましたので、多分質問す

る項目はもうなくなっちゃうんですけども、観光物産協会が、主催するということなんです

けども、町は２７５万円のお金を出しております。口はやっぱり出しますか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。これだけの大きい２７５万円という負担金を入れな

がら、この事業を進めていく中で、先ほど言いましたその参加費で、一部でも利益まではい

かないんですけど、ある程度のお金を作ることができれば、そういった形で、また町の方に

も、この補助金の戻入なんかもできるものであれば、考えていきたいと思います。以上にな

ります。

〇議長（堀内春美さん）

深澤一幸君。

〇４番議員（深澤一幸君）

先ほども申しましたとおり、３つほどありましたけども、２つで終わります。私も、何十

年か前に、３度ほど信玄公祭りに出たことがあります。非常に楽しいものでした。本当に盛

り上がって、みんなが楽しければいいなと思います。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。
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５番 小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

それでは、私もですね、今、深沢議員が質問された、町の観光物産協会に２７５万を入れ

るということですね。信玄公祭りの参加分ということで、この部分ですね。先ほどと同じで

すけども、ページ数で２９７ページですね。目で言えば、観光費のところですね。そして説

明が、町の観光物産協会の２７５万。これについて質問させていただきます。大体ほぼ、全

容は分かってきたんですけども、これは先ほどのお話ですと、海外の方とか、あと県外の方

ということで、狙いは非常にいいと思うんですね。やっぱり珍しいし、一緒にそこに参加し

て、信玄公祭りで練り歩くというね、非常にいいところに参加できると思うんですけども。

このですね、参加者はいったい、先ほどいろんな種類があるとおっしゃられたんですけども、

例えば参加する場合に、うちの町の観光も入れる必要があるということで、実際に参加者は

どのようなスケジュールで、町を回ったり、その信玄公祭りに参加したり、この辺の大体概

要って分かる範囲で説明いただけますか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。現時点で考えている、参加のツアーの内容になりま

すが、当日の信玄公祭りの行列、出陣に関しましては、夕方の時間帯に、甲府の平和通りを

歩く形になると思うんですが、それよりも早い時間帯で、鎧を着ながら、町の観光場所で写

真を撮ることもできる。またもう１つ、大きく、今、考えておりますが、その前の日にも、

宿泊していただきながら、もう少しゆっくり富士川町の中を見ていただきながら、翌日、そ

ういった鎧を着て、午前中くらいは、いくつかを回りながら、午後の時間帯になって甲府駅、

会場周辺に行って出陣、行列を行うと。あと１つは、行列、結構遅い夕方の時間帯になるの

で、その後解散にするのか、もう一度どこかの宿泊所を用意しながらということで、その中

で宿泊というものもございますが、町の特産なんかも食べていただくものができれば、いく

つか考えたいと思いますので、ここは今後、物産協会に加盟しております店舗の方たちに、

どのような協力できるかという情報を聞きながら、ツアーの内容の方を考えていきたいと思

っております。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

非常に、うまくすればいい企画だと思うんですね。参加された方が、自身でまたアップし

て、ＳＮＳにアップしてもらえばよりいい。特に海外の方がね、やっていただければ、うち

の町に海外の方がまたドサッと来るということに繋がればいいと思うんですけど、大体です

ね、予算の関係もございますね。クラウドファンディングで集めた予算もあると思うんです

けども、何名ぐらいを考えてらっしゃいますか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。
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〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。信玄公祭りの参加者の方が、最大で４０人。４０人

枠ございますので、その人数か、もう少しそれ以上の人数が参加できるような企画ができれ

ば、そういった形で作っていきたいと考えております。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

分かりました。これはちょっと、観光物産協会がメインでやるんですけど、これ、宿泊と

か、今、おっしゃられた手配、その他全て、これは観光物産協会が、行うと思ってよろしい

ですか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。ＤＭＯ、その前の公社等を立ち上げていく中で、今

後、担っていく仕事の中で、１つ観光業っていうのもあるんですけど、この宿泊させるって

いうことが、ちょっとそういった観光業の資格にちょっとかかるのかどうか、その辺も確認

しながら進めたいと思っております。宿泊といたしましても、町内たくさんあるわけでもな

いので、どのくらいの規模まで受け入れられるか、そういったことで、先ほどの募集人数、

また参加の人数なんかも整理して、ある程度決めていきたいと考えております。以上になり

ます。

〇議長（堀内春美さん）

小林和良君。

〇５番議員（小林和良君）

これが定着して毎年ね、広がれば、なお、非常に素晴らしいと思います。以上で私の質問

を終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

６番 秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

議案第４２号ですね。令和５年度富士川町一般会計補正予算第２号です。ページ数が２８

８ページですね。７款商工商工費、すいません、間違えました。７款商工費ですね、１項商

工費です。３、違うな。２８８ページの２款総務費ですね、５項企画費です。１８節の負担

金、補助金及び交付金ですね。この補助金の１５００万、天神中條区なんですけども、１５

００万は、公民館の建設というふうに、理解でよろしいんでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。こちらのコミュニティの助成、補助事業１５００万
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につきましては、天神中條区の公民館の建設に係るものであります。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

この場合の１５００万というのは、あれですかね。どういった根拠で、この金額が出たわ

けですかね。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。こちらの公民館、あの建設、いわゆる改築につきま

しては、地元天神中條区の方から計画書を出していただきながら、まずコミュニティ事業で

使える部分、こちらについてはこの金額で固めまして、これ以外の部分の財源という形でも、

いくつか計画される中で、建設費の方を区から出していただき、それで政策秘書課が担当す

るコミュニティの助成の方では、１５００万という形で決めさせていただきました。以上で

す。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

次にですね、同じ議案第４２号ですけども、３０５ページですけども。ここの１３款の諸

支出金ですね、２項基金費の３０００万ですけど、これやっぱり天神中條区なんです。これ

貸付金を行うということなんですけども、この場合の償還の期間というのは、どのぐらいな

んでしょう。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまの質問にお答えをいたします。天神中條区の建て替えを、公民館の建て替えを行

うんですが、この貸付金の返済の期間ですが、３０年以内という形でなっております。以上

でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

そうしますと、３０年以内の返済ということだと思うんですけど、まだ具体的には何年と

かっていうのは、決まってないということですかね。

〇議長（堀内春美さん）

財務課長 望月聡君。

〇財務課長（望月聡君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。この貸付金ですが、繰上償還も可能でございま

すが、天神中條区の返済の計画もございます。最長３０年以内というところで、今のところ
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は３０年という形で、計画をしているところでございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

最勝寺でも同じように、この資金を利用しましてですね、７年１０年ぐらいで返済した経

緯もあります。次にですね、同じく議案第４２号ですね。後先であれですけど２９７ページ

ですけど、７款商工費ですね。１項商工費の観光費ですけど、１４節の工事請負費、まほら

の湯のガスセパレータ改修工事４９５万なんですけども。この内容っていうのは、どういっ

た内容なんでしょうか。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。こちらのまほらの湯ガスセパレーターにつきましては、

可燃性天然ガス、ガス事故を防ぐため、安全対策が義務付けられております。まほらの温泉

水から、可燃性ガスを分離するためのガスセパレーターとなります。以上でござます。

〇議長（堀内春美さん）

秋山仁君。

〇６番議員（秋山仁君）

そうすると、どういうふうに理解すればいいか。ちょっとよくわからなくて。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。こちらのまほらの湯ガスセパレーターにつきましては、

保守点検時に、能力が落ちてきているとの指摘がありまして、既に１２年経過していること

から、改修工事を行うことといたします。故障した場合には、お湯が送ることができなくな

ることから、営業を継続しているために、修繕工事をするものでございまます。以上でござ

います。

〇６番議員（秋山仁君）

終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

９番 齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

それでは、質問したいと思います。２９７ページ。商工費の６目の、ふじかわスマイル商

品券事業について、お伺いしたいと思います。これ次のページを見れば、商品券事業、交付

金事業として、商品券事業５８００万円と、その前のページの方には、それに伴う経費と、

いうことが書いてあります。５８００万円の事業のためにですね、５００万以上の経費を使

うと。これ第２弾ということなんで、前回確か、昨年６０００円だったと思うんですけども、
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同じことをやりました。今回また、第２弾ということで、今度は４０００円と。その間にあ

ったのは、似たようなことで、これは商品じゃないですけども、水道の基本料の減免という

措置を何か月かやりまして、２か月にさらに延長しということでやってきたんですけども、

そういうことと比較すると、なんで５８００万に対して、５００万以上の経費を掛けながら、

４０００円のスマイル商品券を第２弾としてやるのか、その選択の理由を聞きたいと思いま

す。

〇議長（堀内春美さん）

産業振興課長 望月奈緒美さん。

〇産業振興課長（望月奈緒美さん）

ただいまの質問にお答えします。こちらの事業につきましては、国からの地方創生臨時交

付金が交付されることに伴い、実施する事業となります。町の方では、コロナ禍によります、

原油価格、物価高騰の影響を緩和するために、全町民に公平に支援ができることを考えまし

て、こちらの応援券の第２弾追加分として、事業を行うこととしております。以上でござい

ます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

おっしゃってることは分かります。私が聞きたいのは、なぜ同じお金を使うのに、これな

んですかと。ほかの選択肢もあるんじゃないですかと。前回は、第１弾は６０００円をやっ

た。その後、今度は、水道料金の減免措置をやった。水道料金の減免ですから、こちらは簡

単に考えれば、徴収しなければいいって話ですよね。今回の場合には、商品券を発送するに

は、印刷もしなくちゃいけないし、郵送料もかかると。しかも、各家庭に配られる商品券４

０００円と。多いか少ないか、また個人の判断もありますけども、そういったことを考えた

ら、あえてスマイル商品券でなくてもですよ、例えば、今言った、前回の例で言えば水道料

金の公共料金を下げる方法も、１つの方法としてあると思う。別に、今度国から来ているの

は、スマイル商品券に使いなさいという限定があるという話であれば、そうかなと納得しま

すけれども、そうでなければですね、ちょっと何か、もうちょっと選択肢はいろいろあって、

もうちょっと経費のかからない、事務経費ですよ。事務経費のあまりかからない方法もある

んではないかということを感じたので、なぜこの選択をしたのかということを、お伺いした

いと思ったんです。できれば町長で、はいお願いします。

〇議長（堀内春美さん）

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

ただいまの質問にお答えいたします。前回は水道料の減免と給食費の減免ということでや

らせていただきました。今回はですね、やっぱり国からの新型コロナウイルスに対する臨時

特別交付金ということで、いただいております。例えば笛吹市、ペイペイをやりました。ペ

イペイとかだとですね、やっぱりこれ以上にコストがかかってしまう。そして広く、まんべ

んなくですね、町民に行き渡らない。ペイペイを使えない人は、その恩恵を受けられないん
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です。そういったことを考えたときに、また性質上ですね、例えば水道料とか給食費とかっ

てそういう限定されたものではなく、広く町民全体がですね、生活の幅広い範囲のですね、

恩恵を受けなきゃいけない。その中で、１番経費が安く収まって、そして様々な生活用品で

すね、物品等を購入できるにはですね、この商品券がベストではないかという判断の中で、

今回も上程させていただいた次第でございます。以上でございます。

〇議長（堀内春美さん）

齊藤欽也君。

〇９番議員（齊藤欽也君）

別に反対するつもりは一切ありません。ただ、やはり今後もこういったものが来るでしょ

うから、使える金額に応じて、やっぱり使い方もあると思いますし、使うにあたっては経費

も掛かってくるんで、その辺も十分考慮しながら、あの有効な対策に使っていただきたいと

いうことをお願いして、終わりたいと思います。ありがとうございました。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

１２番 井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

それでは、議案第４２号、一般会計補正予算についてお伺いをします。まずタブレットの

２８０ページ、繰越明許費です。総合戦略等策定事業。これ繰越明許として出されてますけ

れども、これ当初予算で、第三次総合計画、それから第三次総合戦略、国土強靱化も含めて

人口ビジョンも含めての策定業務だと思いますけれども、今年度中にこれは、策定できない

という判断をされたということでしょうか。お願いします。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。こちらの、総合戦略等の策定業務におきまして、そ

れぞれ準備を進める中で、各地区の意見を吸い上げながら、町民のニーズを把握を努めると

ともに、地域の課題も考えながら、この計画に反映していくためには、地元での聞き取り等

も必要になると考えまして、そうすると令和５年度内での完成というのは、相当時間的に難

しいものがございますので、今回、繰越明許費として計上させて、来年度に向けての完成を

考えております。以上になります。

〇議長（堀内春美さん）

井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

もう１つ確認させていただきますのは、そうしますと、第三次総合計画は、令和７年度か

らスタートということでよろしいですか。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）
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ただいまの質問にお答えいたします。令和６年度の完成を目指しておりますので、議員さ

んのおっしゃるとおり、令和７年度からという形になります。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

分かりました。次の、同じく一般会計補正予算ですが、２８８ページのところ、お伺いし

ます。先ほど、コミュニティセンター補助、これコミュニティ事業で、申請をされてＯＫが

出たということで、昨年度の申請で、今年ＯＫが出たと思うんですが、このコミュニティの

申請は、１件だけだったんですか。他にもあったのか、そこだけ確認をさせてください。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。建物の建築、公民館の建設につきましては、この天

神中條区１件のみでございました。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

建物でなくて、コミュニティ事業他にも、備品購入も含めてなんですが。あわせて、１件

だけだということでよろしいですか。地域から申請があったものは。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。昨年度につきましては、この天神中條区のみで１件

という形の申請でございました。以上です。

〇議長（堀内春美さん）

井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

同じ、ちょっと目になるんで、１回しか質問できませんけれども、その下の法人設立出資

金、これＤＭＯで、我々も説明をいただいてます。株式会社ということにした、最終的な決

定っていうのは、どこでどういうふうなところで決定されたのか、そこだけ確認をさせてく

ださい。

〇議長（堀内春美さん）

政策秘書課長 中込浩司君。

〇政策秘書課長（中込浩司君）

ただいまの質問にお答えいたします。先ほどの、質疑の答弁にもございましたとおり、こ

の観光による、地域の稼ぐ力を出すという形で、一般社団法人か株式会社かというところで、

いくつかのメリット、デメリットを挙げる中で、最終的に役場内の政策会議におきまして、

株式会社の方向でいくということで、決定いたしました。以上です。
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〇議長（堀内春美さん）

井上光三君。

〇１２番議員（井上光三君）

３回ですから以上で、他のところもありますので終わります。

〇議長（堀内春美さん）

ほかに、質疑はありませんか。

（ な し ）

質疑なしと認めます。

以上をもって、議案第４２号から第４６号までについて、質疑を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

以上で、本日の日程は、すべて終了しました。

本日は、これにて散会とします。

起立願います。相互に礼。ご苦労さまでした。

散会 午前１１時５９分



令 和 ５ 年

富士川町議会６月定例会

６月１６日
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令和５年第２回富士川町議会定例会（４日目）

令和５年６月１６日

午前１０時００分開議

於 議 場

１ 議事日程

日程第 １ 諸般の報告

日程第 ２ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一

部を改正する条例）

日程第 ３ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税

条例の一部を改正する条例）

日程第 ４ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第 ５ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）

日程第 ６ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条

例の一部を改正する条例）

日程第 ７ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

一般会計補正予算（第１５号））

日程第 ８ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護保険特別会計補正予算（第６号））

日程第 ９ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

介護サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１０ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

簡易水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１１ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

下水道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１２ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１３ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町

箱原農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））

日程第１４ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置

に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１５ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担額等に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１６ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第１７ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第１８ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）
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日程第１９ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２０ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号)

日程第２１ 同意第 ２号 富士川町教育委員会委員の任命につき議会の同意を求める

ことについて

日程第２２ 同意第 ３号 富士川町カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区管理会委員

の選任につき議会の同意を求めることについて

日程第２３ 同意第 ４号 富士川町カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区管理会委員

の選任につき議会の同意を求めることについて

日程第２４ ひとづくり常任委員会の閉会中の継続調査申出書について

日程第２５ まちづくり常任委員会の閉会中の継続調査申出書について

日程第２６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について

２ 出席議員は次のとおりである。（１３名）

１番 宇田川 朱 恵 ２番 神 田 雅 也

３番 依 田 誠 司 ４番 深 澤 一 幸

５番 小 林 和 良 ６番 秋 山 仁

７番 望 月 眞 ８番 小 林 有紀子

９番 齊 藤 欽 也 １０番 青 栁 光 仁

１１番 鮫 田 洋 平 １２番 井 上 光 三

１３番 堀 内 春 美

３ 欠席議員

な し
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４ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

（１９人）

町 長 望 月 利 樹 副 町 長 早 川 竜 一

教 育 長 古 屋 三千雄 会 計 管 理 者 河 原 恵 一

教 育 次 長 秋 山 忠 政 策 秘 書 課 長 中 込 浩 司

財 務 課 長 望 月 聡 管 財 課 長 渡 辺 成 昭

税 務 課 長 長 澤 康 防 災 交 通 課 長 長 田 博 幸

町 民 生 活 課 長 一之瀬 三 千 福 祉 保 健 課 長 遠 藤 悦 美

子育て支援課長 大久保 公 生 産 業 振 興 課 長 望 月 奈緒美

都 市 整 備 課 長 井 上 勝 彦 土 木 整 備 課 長 山 形 謙一郎

上 下 水 道 課 長 依 田 正 紀 教 育 総 務 課 長 小 林 恵

生 涯 学 習 課 長 井 上 誠

５ 職務のため出席した者の職氏名（２名）

議会事務局長 原 田 和 佳

書 記 井 上 直 人
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開会 午前 １０時

〇議長（堀内春美さん）

開会の前に、相互にあいさつを交わします。起立願います。

相互に礼。着席願います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

令和５年 第２回富士川町議会定例会４日目の本会議に、議員ならびに町長をはじめ執行

部各位には大変お忙しいところ、ご出席をいただき誠にありがとうございます。

また、本会議および委員会において、慎重にご審議いただきました第２回定例会も、本日

が最終日となりますが、引き続きご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定員定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１ 諸般の報告

この際、議案の審議に先立ちまして、諸般の報告を行います。

議長から報告します。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

本日、追加案件として、人事案３件、閉会中の継続調査申出書３件が提案されています。

ご審議をよろしくお願いします。

なお、２番 神田雅也君からは、会期をとおしての欠席届が出されておりましたが、本日、

出席することができましたので、お知らせいたします。

また、議場での写真撮影の申し出がありましたので、これを許可します。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第 ２ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町税条例の一部を

改正する条例）

日程第 ３ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町都市計画税条例

の一部を改正する条例）

日程第 ４ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第 ５ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）

日程第 ６ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（富士川町介護保険条例の

一部を改正する条例）

日程第 ７ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町一般

会計補正予算（第１５号））

日程第 ８ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護
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保険特別会計補正予算（第６号））

日程第 ９ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町介護

サービス事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１０ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町簡易

水道事業特別会計補正予算（第７号））

日程第１１ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町下水

道事業特別会計補正予算（第５号））

日程第１２ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町営農

飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号））

日程第１３ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度富士川町箱原

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））

以上の１２議案は、専決処分の承認案件でありますので、一括して議題とします。

これから、承認第２号から第１３号までについて、討論を行います。

討論は、ありませんか。

（ な し ）

討論なし、と認めます。

以上をもって、承認第２号から第１３号までについて、討論を終わります。

これから、日程第２承認第２号から日程第１３承認第１３号までについて、一括して採決

します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと、認めます。

したがって、承認第２号から第１３号までは、原案のとおり承認されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１４ 議案第４０号 富士川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関

する条例の一部を改正する条例について

日程第１５ 議案第４１号 富士川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者

負担額等に関する条例の一部を改正する条例について

以上の２議案は、条例改正案件でありますので、一括して議題とします。

これから、議案第４０号および第４１号ついて、討論を行います。

討論はありませんか。

（ な し ）

討論なしと認めます。

以上をもって、議案第４０号および第４１号について、討論を終わります。

これから、日程第１４議案第４０号および日程第１５議案第４１号について、一括して採

決します。
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お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと、認めます。

したがって、第４０号および第４１号については、原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第１６ 議案第４２号 令和５年度富士川町一般会計補正予算（第２号）

日程第１７ 議案第４３号 令和５年度富士川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第１８ 議案第４４号 令和５年度富士川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第１９ 議案第４５号 令和５年度富士川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２０ 議案第４６号 令和５年度富士川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

以上の５議案は、補正予算案件でありますので、一括して議題とします。

これから、議案第４２号から第４６号までについて、討論を行います。

討論はありませんか。

（ な し ）

討論なしと認めます。

以上をもって、議案第４２号から第４６号までについて、討論を終わります。

これから、日程第１６議案第４２号から日程第２０議案第４６号までについて、一括して

採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと、認めます。

したがって、議案第４２号から第４６号までは、原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２１ 同意第 ２号 富士川町教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について

を議題とします。

町長から本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由説明朗読 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの提案理由の説明が終わりました。

この議題については、質疑と討論を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。
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（ 異議なし。の声 ）

異議なしと認めます。

したがって、同意第２号については、質疑と討論を省略します。

これから、日程第２１同意第２号について、採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり同意することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと認めます。

したがって、同意第２号は、原案のとおり同意することに決定しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２２ 同意第 ３号 富士川町カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区管理会委員の選

任につき議会の同意を求めることについて

日程第２３ 同意第 ４号 富士川町カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区管理会委員の選

任につき議会の同意を求めることについて

以上の２議案は、富士川町カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区管理会委員の同意案件で

ありますので、一括して議題とします。

町長から本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 望月利樹君。

〇町長（望月利樹君）

――――― 提案理由説明朗読 ―――――

〇議長（堀内春美さん）

以上で、町長からの提案理由の説明が終わりました。

この議題については、質疑と討論を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと認めます。

したがって、同意第３号および第４号については、質疑と討論を省略します。

これから、日程第２２同意第３号および日程第２３同意第４号について、一括して採決し

ます。

お諮りします。

本案は、原案のとおり同意することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと認めます。

したがって、同意第３号および第４号は、原案のとおり同意することに決定しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

日程第２４ ひとづくり常任委員会の閉会中の継続調査申出書について
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日程第２５ まちづくり常任委員会の閉会中の継続調査申出書について

日程第２６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について

以上の３議案は、閉会中の継続調査案件でありますので、一括して議題とします。

各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配布しました申出書のとおり、

閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りします。

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし。の声 ）

異議なしと、認めます。

したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、決定いた

しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（堀内春美さん）

以上をもちまして、本定例会の議事日程は、すべて終了いたしました。

条例改正、補正予算などの重要案件をご審議いただき、ここに無事閉会できますことを、

厚く御礼申し上げます。

また、町長をはじめ執行部各位には、議案説明、答弁などにご協力をいただき、ありがと

うございました。

これから暑い夏に向かいます。健康には十分ご留意され、町政の推進に、なお一層のご尽

力を賜りますようお願い申し上げ、令和５年第２回富士川町議会定例会を閉会します。

起立願います。相互に礼、ご苦労さまでした。

閉会 午前１０時１６分


